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・
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
基
本
的
に
Ｍ
Ｅ
Ｗ
（M

arx-Engels-W
erke, B

erlin, 1956-1990

）

と
新
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
（M

arx-Engels-G
esam

tausgabe, B
erlin, 1975ff

）
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｅ
Ｗ
か
ら
の
引
用
は
文

中
に
Ｍ
Ｅ
Ｗ
と
略
記
し
た
う
え
で
巻
数
と
頁
数
を
表
記
し
、
邦
訳
の
指
示
が
あ
る
場
合
は
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ

ル
ス
全
集
』（
大
月
書
店
、
一
九
五
九
―
一
九
九
一
年
）
の
対
応
す
る
巻
の
頁
数
を
表
記
し
た
。
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
か
ら
の
引

用
は
文
中
に
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
と
略
記
し
た
う
え
で
、
部
門
と
巻
数
、
頁
数
を
表
記
し
た
。

 

・
引
用
文
（
翻
訳
文
）
に
お
い
て
、ゴ
シ
ッ
ク
体
は
原
文
で
強
調
さ
れ
た
箇
所
（
翻
訳
文
の
場
合
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
）、
二

重
傍
線
部
は
原
文
で
隔
字
体
で
強
調
さ
れ
た
箇
所
、
傍
点
は
引
用
者
（
翻
訳
者
）
に
よ
る
強
調
、〔 

〕
で
括
ら
れ
た

箇
所
は
引
用
者
（
翻
訳
者
）
に
よ
る
註
釈
を
示
す
。

 

・
以
上
に
関
し
て
、
個
別
の
論
文
で
指
示
が
あ
る
場
合
は
そ
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
。

例凡
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本研究会はカール・マルクスの理論および思想について自由な議論を交わす場を提供し、
マルクス研究の発展に寄与することを目的として設立されました。マルクス・エンゲル
スの歴史的・批判的全集である MEGA（Marx-Engels-Gesamtausgabe）を活用した研究によっ
て新しいマルクス像を明らかにし、その思想の可能性を探求することを目指しています。
また、さらなる研究の発展のために、海外の研究者との連携をおこなっていきます。 

［主な活動］
１．年次大会の開催
年に１回、大会をおこないます。複数人の研究者による研究報告や、規約に定められた
事項の議決をおこないます。
２．定例研究会の開催
年に３回、定例研究会を開催します。院生を中心とした若手研究者の発表、本会所属の
研究者の発表、研究会外からの関連分野の講師の招聘、関連分野の新刊書籍の合評会な
どをおこないます。
３．研究年誌の編集作成
年に１回、研究年誌を発行します。本会の会員は、研究年誌に論文を投稿し、掲載のた
めの審査を受けることができます。 

［運営組織］
共同代表：岩佐茂（一橋大学名誉教授）・平子友長（一橋大学名誉教授）
事務局長：明石英人（駒澤大学准教授）

マルクス研究会では、会員制度を設けております。入会あたって、本研究会会員の紹介
のうえ、幹事会の承認が必要となります。また、以下のいずれかの条件を満たしている
必要があります。
Ａ．大学院修士課程ないしは博士前期課程、博士後期課程に在籍している者
Ｂ．大学院修士課程ないしは博士前期課程を修了した者、またはそれに準ずる研究業績

のある者
Ｃ．上記Ａ・Ｂを満たさない者のうち、幹事会によって認められた者
入会を希望される方は、入会申込書（ホームページから入手いただけます：http://
marxresearchsociety.com//membership/）に必要事項をご記入のうえ、本誌奥付に記載
しております連絡先の住所まで送付いただくようお願いいたします。

［会費］
学生・非常勤研究者・一般：2,000 円
常勤研究者：4,000 円

［会員の権利］
１．本会主催の年次大会、定例研究会等に参加できます。
２．研究年誌を会員価格で受け取ることができます。また同誌に論文等を投稿できます。
３．本会のメーリングリストに参加できます。

マルクス研究会について

会員制度のご案内
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Ｇ
Ａ
第
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【8

3
4

】〔
目
次
〕

『
資
本
論
』
第
一
巻
の
仕
上
げ

『
資
本
論
』
と
農
業
問
題
。「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」

マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
に
と
っ
て
の
自
然
科
学
の
重
要
性

掠
奪
農
業
と
人
間
と
自
然
と
の
間
の
物
質
代
謝
の
攪
乱

一
八
六
八
年
の
三
冊
の
「
農
業
ノ
ー
ト
」
に
お
け
る
物
質
代
謝
概
念
の
拡
張

一
八
六
八
年
の
抜
粋
ノ
ー
ト
に
お
け
る
『
資
本
論
』
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
の
さ
ら
な
る
準
備

資
本
主
義
の
周
縁
に
て

羽島有紀　訳
駒澤大学講師

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
第
Ⅳ
部
門
第
一
八
巻
（
一
八
六
四
年
二
月
か
ら

一
八
六
八
年
一
〇
月
、一
八
六
九
年
一
一
月
、一
八
七
〇
年
三
月
、四
月
、六
月
、

一
八
七
二
年
一
二
月
の
抜
粋
ノ
ー
ト
）
解
題
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マ
ル
ク
ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
〇

　

本
巻
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
五
冊
の
抜
粋
ノ
ー
ト
と
四
冊
の
手
帳
を
収
録
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
著

者
四
〇
人
四
九
冊
の
著
作
、
三
九
の
議
会
報
告
書
、
二
冊
の
小
冊
子
、
百
科
事
典
か
ら
の
五
つ
の
項
目
と
二
五
の
新
聞
記

事
か
ら
の
抜
粋
お
よ
び
新
聞
の
切
り
抜
き
と
覚
え
書
き
を
収
め
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
二
つ
の
独

立
し
た
抜
粋
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
三
つ
の
抜
粋
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
か

ら
遺
さ
れ
た
本
の
リ
ス
ト
と
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
に
つ
い
て
の
伝
記
的
覚
え
書
き
」
を
除
き
、
す
べ
て
の
テ
キ

ス
ト
が
初
め
て
公
刊
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

抜
粋
ノ
ー
ト
と
手
帳
は
、マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
、『
資
本
論
』
第
一
巻
を
執
筆
し
て
い
る
間
お
よ
び
『
資
本
論
』
第
二
部
、

第
三
部
の
準
備
と
推
敲
を
行
っ
て
い
る
間
に
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
主
に
一
八
六
四
年
二
月
か
ら
一
八
六
八
年
一
〇
月

の
間
に
作
成
さ
れ
、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
九
年
一
一
月
、
一
八
七
〇
年
三
月
、
四
月
、
六
月
お
よ
び
一
八
七
二
年
一
二
月

に
、
さ
ら
な
る
資
料
で
補
う
た
め
に
そ
れ
ら
に
立
ち
返
っ
た
。
四
冊
の
ノ
ー
ト
に
お
け
る
抜
粋
の
大
部
分
は
農
業
と
い
う

テ
ー
マ
領
域
を
扱
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
代
論
や
農
芸
化
学
、
地
質
学
お
よ
び
植
物
学
の
よ
う
な
自
然
科
学
、【8

3
5

】

英
国
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、
ロ
シ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
お
よ
び
イ
ン
ド
等
の
国
々
の
農
業
諸
関
係
、
資
本
主
義
以

前
の
社
会
に
お
け
る
土
地
所
有
と
農
業
事
情
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、こ
れ
ら
四
冊
の
ノ
ー
ト
は
、「
農
業
ノ
ー
ト
」

と
い
う
編
集
上
の
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
対
し
て
一
八
六
五
年
五
月
一
日
に
「
実
際
に
過
労
に
な
っ
て
い
る
」、「
と
い
う
の
も
、

一
方
で
は
、僕
の
本
の
仕
上
げ
の
た
め
に
、他
方
で
は
「
国
際
労
働
者
協
会
」
の
た
め
に
、途
方
も
な
く
時
間
を
取
ら
れ
て
」

い
た
か
ら
だ
と
こ
ぼ
し
た
［
１
］。
こ
の
時
期
、マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
四
年
九
月
に
創
設
さ
れ
た
国
際
労
働
者
協
会
（
Ｉ
Ａ
Ａ
）

の
中
央
評
議
会
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、そ
の
こ
と
は
本
巻
の
諸
抜
粋
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

［訳註］ここに訳出したのは 2019 年に刊行された Marx Engels Gesamtausgabe IV/18 の Einführung の訳（834 ページ
から 886 ページ）である。なお 本文中の【 】内の数字は MEGA のページ数である。
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Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
第
IV
部
門
第
一
八
巻
解
題

一
八
六
三
年
夏
か
ら
一
八
六
五
年
末
ま
で
の
間
に
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
全
三
部
の
第
一
草
稿
を
執
筆
し
、
引
き
続
き
、
第

一
巻
に
手
を
入
れ
た
。
こ
の
時
期
に
、
本
巻
で
公
刊
さ
れ
た
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
う
ち
の
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー

ト
」
が
成
立
し
た
。
一
八
六
七
年
九
月
に
『
資
本
論
』
第
一
巻
が
出
版
さ
れ
た
後
、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
八
年
一
月
か
ら
『
資
本

論
』
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
の
た
め
の
研
究
を
、
三
冊
の
さ
ら
な
る
「
農
業
ノ
ー
ト
」、
す
な
わ
ち
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」、

「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
二
」
お
よ
び
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」、
な
ら
び
に
「
一
八
六
八
年
の
固
定
資
本
と
信
用
に
つ
い
て

の
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
継
続
し
、
一
八
六
八
年
の
春
か
ら
新
た
な
経
済
学
草
稿
の
執
筆
を
開
始
し
た
。
本
抜
粋
集
は
、
当
時
計
画

さ
れ
て
い
た
『
資
本
論
』
の
範
囲
に
照
応
し
た
幅
広
い
研
究
分
野
を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の

抜
粋
集
は
マ
ル
ク
ス
が
成
し
遂
げ
た
も
の
の
な
か
で
理
論
的
に
も
政
治
的
に
も
最
も
実
り
の
多
い
時
代
の
産
物
で
あ
る
。
抜
粋
は

マ
ル
ク
ス
の
研
究
・
執
筆
過
程
に
お
け
る
継
続
と
深
化
を
示
し
て
い
る
が
、
ま
た
考
え
方
の
一
新
と
新
た
な
出
発
を
も
示
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
『
資
本
論
』
の
完
成
を
困
難
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
ノ
ー
ト
の
多
彩
な
内
容
は
「
一
八
五
〇
―

一
八
五
三
年
の
ロ
ン

ド
ン
・
ノ
ー
ト
」
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
同
様
に
、
狭
義
の
経
済
学
を
越
え
、
農
芸
化
学
、
地
質
学
、
植
民
地
主

義
、
前
資
本
主
義
的
生
産
様
式
お
よ
び
文
化
史
な
ど
多
様
な
分
野
を
研
究
し
て
い
た
。

　

本
巻
で
は
五
冊
の
抜
粋
ノ
ー
ト
の
ほ
か
、
マ
ル
ク
ス
の
四
冊
の
手
帳
が
公
刊
さ
れ
る
。
こ
の
手
帳
に
は
本
や
新
聞
か
ら
の
短
い

抜
粋
、
覚
え
書
き
、
友
人
や
Ｉ
Ａ
Ａ
の
構
成
員
お
よ
び
事
務
所
の
住
所
、
膨
大
な
書
誌
情
報
、
日
付
け
、
経
費
の
記
録
、
数
学
的

な
計
算
な
ど
様
々
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
一
八
六
四
年
二
月
か
ら
六
月
ま
で
の
手
帳
」（S. 5-31

）
に
は
、
と
り
わ
け
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
か
ら
遺
さ
れ
た
二
五
〇

冊
の
本
の
リ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
長
い
友
人
で
あ
り
政
治
的

同
志
で
も
あ
り
、
二
五
〇
冊
の
本
は
彼
の
死
と
と
も
に
マ
ル
ク
ス
が
相
続
し
た
の
で
あ
る
（S. 11-17; 

成
立
と
来
歴 S. 889-898

）。
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マ
ル
ク
ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
〇

　
「
一
八
六
四
年
五
月
か
ら
一
八
六
五
年
半
ば
ま
で
の
手
帳
」（S. 32-61

）
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
の
病

気
と
死
や
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ラ
サ
ー
ル
の
死
と
い
っ
た
一
八
六
四
年
の
出
来
事
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
手
帳
に
は
そ
の
ほ
か

に
、
マ
ル
ク
ス
が
そ
の
後
『
資
本
論
』
第
三
部
の
草
稿
に
お
い
て
組
み
入
れ
た
剰
余
価
値
率
と
利
潤
率
に
つ
い
て
の
様
々
な
計
算

が
含
ま
れ
て
い
る
（
成
立
と
来
歴 S. 920-922

を
見
よ
）。

　
【8

3
6

】
さ
ら
に
、マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
四
年
五
月
な
い
し
六
月
に
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
に
つ
い
て
の
伝
記
的
覚
え
書
き
」

を
書
き
、
そ
の
中
で
ヴ
ォ
ル
フ
の
生
涯
の
い
く
つ
か
の
時
期
を
書
き
留
め
た
。
彼
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
に
つ
い
て
の
伝
記
的
な
概
要
を

執
筆
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
（S. 62. 

成
立
と
来
歴S. 931/932

を
見
よ
）。

　

マ
ル
ク
ス
は
、「
国
際
労
働
者
協
会
に
つ
い
て
の
手
帳
」
と
編
集
上
名
付
け
ら
れ
た
も
の
（S. 65-102

）
を
一
八
六
四
年
一
二
月

か
ら
一
八
六
六
年
二
月
ま
で
と
一
八
六
八
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
お
よ
び
一
八
七
〇
年
六
月
に
執
筆
し
た
。
そ
れ
は
、
決
議
文
や

住
所
、
会
員
証
や
委
任
状
の
写
し
、
と
り
わ
け
Ｉ
Ａ
Ａ
で
行
わ
れ
た
講
演
「
価
値
、
価
格
お
よ
び
利
潤
」
の
た
め
に
彼
が
準
備
し

た
も
の
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
Ｉ
Ａ
Ａ
で
の
活
動
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
過
程
で
彼
は
わ
ざ
わ
ざ
抜
粋
を
作
成
し
、
的
を
絞
っ

て
統
計
報
告
を
調
査
し
た
（S. 74-83

）。「
価
値
、
価
格
お
よ
び
利
潤
」
で
の
統
計
報
告
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
出
典
が
不
明
で
あ
っ

た
す
べ
て
の
も
の
は
、
本
編
集
で
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
成
立
と
来
歴S. 934-943

を
見
よ
）。

　

同
様
に
編
集
上
「『
資
本
論
』
第
一
巻
の
た
め
の
手
帳
」
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
（S. 328-347

）
は
、
一
八
六
七
年
五
月
か
ら
八

月
の
間
お
よ
び
一
八
六
八
年
二
月
に
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
出
版
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
資
本

論
』
で
引
用
さ
れ
て
い
る
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
（S. 331

）
や
ト
マ
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ク
ス
リ
ー
（S. 341

）
の
諸
著
作
か
ら

の
短
い
抜
粋
、
ま
た
同
様
に
ル
ド
ル
フ
・
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
（S. 336

）
や
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
（S. 

338

）
お
よ
び
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
（S. 340

）
の
諸
著
作
か
ら
の
抜
粋
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
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は
お
そ
ら
く
、
マ
ル
ク
ス
の
一
八
六
七
年
の
ド
イ
ツ
旅
行

―
そ
の
間
に
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
の
草
稿
を
個
人
的
に
出
版
社

に
送
っ
た

―
の
際
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
手
帳
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
た
め
の
印
刷
全
紙
の
校
正
作

業
の
際
に
作
成
さ
れ
た
約
三
〇
の
指
示
も
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
校
正
作
業
の
進
捗
を
跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
（S. 

328/329

）（
成
立
と
来
歴S. 1024-1032

を
見
よ
）。

　

本
巻
の
中
心
を
な
す
の
は
四
冊
の
「
農
業
ノ
ー
ト
」
で
あ
る
。

　
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」（S. 105-326

）
は
、
本
巻
で
公
刊
さ
れ
た
五
冊
の
抜
粋
ノ
ー
ト

の
な
か
で
唯
一
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
出
版
前
に
完
全
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
地
代
や
土
地
価
格
の

形
成
に
つ
い
て
の
様
々
な
議
論
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
土
地
疲
弊
論
に
つ
い
て
述
べ
た
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
フ
ォ
ン
・

リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
『
農
芸
化
学
』
第
七
版
を
読
ん
だ
こ
と
で
始
ま
る
が
、
こ
の
こ
と
は
マ
ル
ク
ス
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
続

く
抜
粋
は
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ド
・
モ
リ
ナ
リ
と
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
フ
ィ
リ
ベ
ー
ル
・
パ
ッ
シ
ー
の
『
経
済
学
辞
典
』
の
二
つ
の
項

目
、
エ
ド
モ
ン
ド
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
ミ
ス
、
ヒ
ュ
ー
・
ス
ミ
ス
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
・
モ
ー
ト
ン
、
ジ
ョ
ン
・
イ
ー
ヴ

リ
ン
の
諸
著
作
、ま
た
農
業
に
お
け
る
機
械
設
備
の
発
展
に
つ
い
て
の
諸
著
作
（
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
ム
）
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
パ
ト
リ
ッ

ク
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ダ
ヴ
）、
フ
ラ
ン
ス
（
レ
オ
ン
ス
・
ド
・
ラ
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
お
よ
び
ル
イ
・
ム
ニ
エ
）、
熱
帯
諸
国
（
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
）、

日
本
（
ヘ
ル
マ
ン
・
マ
ロ
ー
ン
）
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ィ
ン
レ
イ
・
ウ
ィ
ア
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
）
に
お
け
る
農
業
に
つ

い
て
の
諸
著
作
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
の
そ
れ
以
外
の
テ
ー
マ
は
、
一
八
四
七
年
お
よ
び
一
八
五
七
年
の
経
済
恐
慌

や
「
銀
行
法
」
に
つ
い
て
の
議
会
報
告
書
の
ほ
か
、
ベ
ル
ギ
ー
の
労
働
者
階
級
の
状
態
（「
フ
ラ
マ
ン
人
の
社
会
を
前
へ
！ 

前
進
宣
言
」

【8
3
7

】、
ア
ン
リ
・
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
お
よ
び
「
パ
テ
ィ
ニ
ー
の
民
主
会
議
の
報
告
」）
で
あ
る
。
最
後
に
、
ア
ド
ル
フ
・
ケ
ト
レ
ー
の
『
社
会
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
』
か
ら
の
抜
粋
が
あ
る
（
成
立
と
来
歴S. 957-986

を
見
よ
）。
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『
資
本
論
』
第
一
巻
の
出
版
直
後
の
一
八
六
八
年
の
前
半
、
マ
ル
ク
ス
は
経
済
学
お
よ
び
自
然
科
学
の
研
究
と
と
も
に
第
二
部

お
よ
び
第
三
部
の
準
備
を
継
続
し
た
。
と
り
わ
け
、
主
に
一
八
六
八
年
一
月
か
ら
夏
ま
で
の
間
に
作
成
さ
れ
た
三
冊
の
さ
ら
な
る

「
農
業
ノ
ー
ト
」に
お
い
て
、マ
ル
ク
ス
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
土
地
疲
弊
論
を
め
ぐ
る
論
争
を
徹
底
的
に
追
究
し
た
。
こ
の
三
冊
の「
農

業
ノ
ー
ト
」
の
連
続
性
は
以
下
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
は
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」
で
始
め

た
オ
イ
ゲ
ン
・
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
『
国
民
経
済
学
説
の
批
判
的
基
礎
付
け
』
や
カ
ー
ル
・
ニ
ー
コ
ラ
ウ
ス
・
フ
ラ
ー
ス
『
農
業
の
本

質
』
お
よ
び
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ー
マ
ー
ズ
・
モ
ー
ト
ン
が
編
集
し
た
『
農
業
百
科
事
典
』
か
ら
の
抜
粋
を
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
二
」

に
お
い
て
継
続
し
て
お
り
、
ま
た
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
二
」
で
始
め
た
ゲ
オ
ル
ク
・
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
マ
ウ
ラ
ー

の
『
マ
ル
ク
・
ホ
ー
フ
・
村
落
・
都
市
制
度
の
歴
史
序
説
』
や
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
サ
ー
ヴ
ァ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ル
ー
ベ
ク
『
農
業
総

論
』
か
ら
の
抜
粋
を
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」
に
お
い
て
も
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」（S. 348-452

）
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
一
八
六
八
年
以
前
に
な
さ
れ
た
、

主
に
フ
ラ
ン
ス
の
、
経
済
学
以
外
の
文
献
に
つ
い
て
の
一
連
の
短
い
抜
粋
の
ほ
か
、
一
八
六
八
年
一
月
／
二
月
に
な
さ
れ
た
、
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ラ
ン
ゲ
（S. 376-379
）、
カ
ー
ル
・
ア
ル
ン
ト
（S. 380/381

）、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
（S. 382-385, 405-

407

お
よ
び411/412

）
お
よ
び
フ
ラ
ー
ス
（S. 393-404

お
よ
び413-434

）
と
い
っ
た
著
者
に
よ
る
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
土
地
疲
弊
論
を

支
持
し
た
、
あ
る
い
は
否
定
し
た
著
作
か
ら
の
い
く
つ
か
の
抜
粋
で
あ
る
（
成
立
と
来
歴 S. 1038-1058

を
見
よ
）。

　

続
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
一
八
六
八
年
二
月
、
三
月
に
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
二
」（S. 453-584

）
で
さ

ら
に
他
の
経
済
学
の
著
作
か
ら
抜
粋
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
ト
マ
ス
・
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ル
サ
ス
や
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
リ
カ
ー

ド
ウ
の
地
代
の
問
題
点
を
扱
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
カ
ー
ド
ウ
に
対
す
る
ト
マ
ス
・
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
・
ビ
ュ
ー

ラ
ー
の
応
答
（S. 464-468

）、
マ
ル
サ
ス
と
リ
カ
ー
ド
ウ
に
対
す
る
Ｊ
・
Ｃ
・
ロ
ス
の
批
判
（S. 482/483

お
よ
びS. 499-510

）
お
よ
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び
地
代
と
土
地
価
格
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ー
の
論
文
（S. 484-489

）
で
あ
る
。
ゲ
オ
ル
ク
・
ブ
リ
ュ
ッ
ク
ナ
ー
の
『
土

地
お
よ
び
人
別
に
み
た
ア
メ
リ
カ
の
最
も
重
要
な
特
徴
』
か
ら
の
抜
粋
（S. 517/518

）
は
、ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
『
北
ア
メ
リ
カ
ノ
ー

ト
』
に
対
す
る
補
足
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
加
え
て
マ
ル
ク
ス
は
「
労
働
組
合
法
」
の
展
開
と
一
八
六
六
年
夏
に
バ

ル
チ
モ
ア
で
開
か
れ
た
全
米
一
般
労
働
者
評
議
会
の
八
時
間
労
働
日
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
も
読
ん
で
い
る
（S. 374

）。
フ
ラ

ン
ツ
・
ク
サ
ー
ヴ
ァ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ル
ー
ベ
ク
の
他
に
、
マ
ル
ク
ス
は
も
う
一
人
の
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
批
判
者
に
取
り
組
ん
だ
（S. 

531-541

お
よ
び560-562. 
さ
ら
に
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」S. 601-618

で
も
抜
粋
し
て
い
る
）。
フ
ル
ー
ベ
ク
と
フ
ラ
ー
ス
は
異
な
る
観

点
か
ら
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
を
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ル
ー
ベ
ク
は
、
今
日
、
腐
植
説
の
最
後
の
支
持
者
の
一
人
と
み
な
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
の
フ
ラ
ー
ス
は
土
地
の
豊
度
の
規
定
に
お
け
る
「
自
然
的
」
お
よ
び
「
気
候
的
」

次
元
を
重
視
し
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
が
そ
れ
ら
を
な
お
ざ
り
に
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
『
農

芸
化
学
』
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
【8
3
8

】
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
土
地
の
性
質
、
植
物
生
理
学
、
気

候
お
よ
び
土
地
疲
弊
の
原
因
と
そ
れ
を
可
能
な
限
り
防
止
す
る
た
め
に
講
ぜ
ら
れ
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
た
。
こ

の
よ
う
な
方
法
で
マ
ル
ク
ス
は
、
彼
の
地
代
論
を
実
証
的
、
歴
史
的
お
よ
び
自
然
科
学
的
な
見
解
で
強
化
し
た
の
で
あ
る
（
成
立

と
来
歴S. 1089-1101

を
見
よ
）。

　
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」（S. 585-736
）
に
お
い
て
、
一
八
六
八
年
三
月
以
降
、
マ
ル
ク
ス
は
自
身
の

農
学
研
究
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ゲ
ル
マ
ン
社
会
の
農
業
に
ま
で
拡
張
し
、
特
に
そ
の
所
有
シ
ス
テ
ム
に
着
目
し
た
。
フ
ラ
ー
ス

の
『
時
間
に
お
け
る
気
候
と
植
物
界
』（S. 621-627

）
や
マ
ウ
ラ
ー
の
『
マ
ル
ク
・
ホ
ー
フ
・
村
落
・
都
市
制
度
の
歴
史
序
説
』（S. 

589-600

）

―
こ
の
本
か
ら
の
抜
粋
は
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
二
」
で
始
ま
っ
た
（S. 542-559

お
よ
び563-577

）

―
は
、
マ

ル
ク
ス
に
対
し
一
八
七
〇
年
代
に
、
資
本
主
義
以
前
の
社
会
に
つ
い
て
取
り
組
む
た
め
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
の
抜
粋
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は
き
わ
め
て
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
マ
ウ
ラ
ー
研
究
は
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
死
ぬ
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
（
成
立

と
来
歴S. 1122-1145

を
見
よ
）。

　

一
八
六
八
年
四
月
／
五
月
に
作
成
さ
れ
た
「
一
八
六
八
年
の
固
定
資
本
と
信
用
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
」（S. 737-809

）
は
、
マ
ル

ク
ス
の
「
固
定
」
資
本
と
「
流
動
〔flüussigem

〕」
資
本
と
の
概
念
的
区
別
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
は

『
資
本
論
』
第
二
部
の
準
備
に
役
立
っ
た
。
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
並
行
し
て
抜
粋
し
た
の
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
ニ
ン
グ
・
マ
ク
ラ

ウ
ド
（S. 743-745, 769-776
お
よ
び780-785

）、
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ン
（S. 746, 754, 760, 766-768, 777-779, 786-792

お
よ
び803-806

）、

ロ
バ
ー
ト
・
ホ
ガ
ー
ス
・
パ
タ
ー
ソ
ン
（S. 749-751, 755, 762-765, 793-802

お
よ
び807/808

）、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
サ
ン
デ
リ
ン

（S. 761

）
お
よ
び
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
エ
リ
ー
ゼ
・
シ
ェ
ル
ビ
ュ
リ
エ
（S. 752/753

）
の
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
か
ら
で
あ
る
。
固
定
資
本

と
流
動
〔zirkulierenden

〕
資
本
の
研
究
に
引
き
続
き
、
マ
ル
ク
ス
は
さ
ら
に
、
信
用
制
度
や
貨
幣
市
場
、
貸
付
可
能
資
本
、
経

済
恐
慌
の
問
題
に
つ
い
て
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
や
レ
イ
ン
お
よ
び
パ
タ
ー
ソ
ン
等
々
の
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
著
作
か
ら
抜
粋
を
行
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
ノ
ー
ト
は
編
集
上
「
一
八
六
八
年
の
固
定
資
本
と
信
用
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
そ
れ
は
ジ
ョ
ン
・
ラ
ラ
ー
（S. 758/759

）
や
フ
ラ
ン
シ
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
・
ロ
ン
ジ
（S. 756

）
の
著
作
か
ら
の
短
い
抜
粋
を
含

ん
で
お
り
、後
者
は
と
り
わ
け
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
「
賃
金
フ
ァ
ン
ド
」
論
（
マ
ル
ク
ス
は
「
農
業
ノ
ー

ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」
で
抜
粋
し
て
い
た
（S. 354/355

））
に
反
論
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
成
立
と
来
歴S. 1182-1194

を
見
よ
）。

　
「
一
八
六
八
年
の
固
定
資
本
と
信
用
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
」
と
お
よ
そ
並
行
し
て
、マ
ル
ク
ス
は
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八

年
の
ノ
ー
ト
三
」
に
お
い
て
、
マ
ウ
ラ
ー
や
フ
ラ
ー
ス
、
フ
ル
ー
ベ
ク
か
ら
の
抜
粋
の
後
に
、
三
四
の
議
会
報
告
書
か
ら
索
引
の

形
で
膨
大
な
抜
粋
を
作
成
し
た
。
英
国
大
使
館
と
領
事
の
三
〇
の
商
況
報
告
書
（S. 628-664

）、
イ
ン
ド
・
オ
リ
ッ
サ
で
の
飢
饉

に
つ
い
て
の
三
つ
の
報
告
書
（S. 670-676

）
お
よ
び
英
国
鉄
道
制
度
に
関
す
る
「
鉄
道
に
つ
い
て
の
王
立
委
員
会
」
の
報
告
書
（S. 
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670-698

）
で
あ
る
。
資
料
集
の
作
成
と
分
類
に
あ
た
っ
て
マ
ル
ク
ス
が
焦
点
を
当
て
て
い
た
の
は
、『
資
本
論
』
の
二
つ
の
未
刊

行
部
を
さ
ら
に
推
敲
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
本
抜
粋
あ
る
い
は
【8

3
9

】
報
告
書
そ
の
も
の
を
、
と
り
わ
け
『
資
本
論
』
第

二
部
の
た
め
の
第
二
草
稿
に
お
い
て
利
用
し
、
輸
送
産
業
と
在
庫
形
成
に
つ
い
て
の
諸
章
で
は
じ
め
て
用
い
た
。「
一
八
六
八
年

の
ノ
ー
ト
三
」
で
は
、
そ
の
後
に
作
成
さ
れ
た
抜
粋
が
続
く
が
、
そ
れ
は
ア
ド
ル
フ
ァ
ス
・
ス
レ
イ
ド
の
『
ト
ル
コ
と
ク
リ
ミ
ア

戦
争
』（S. 723-726
）
や
週
刊
新
聞
『
コ
ベ
ッ
ト
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
レ
ジ
ス
タ
ー
』（S. 701/702

）
で
あ
り
、
ま
た
ニ
コ
ラ
イ
・

ガ
ヴ
リ
ー
ロ
ヴ
ィ
チ
・
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
『
宛
名
の
な
い
手
紙
』
の
当
時
未
公
刊
の
草
稿
の
抄
訳
（S. 705-719

）
も
あ
る
。

　

本
抜
粋
が
テ
ー
マ
的
に
多
様
か
つ
膨
大
で
あ
る
と
は
い
え
、
マ
ル
ク
ス
に
は
自
身
の
研
究
に
と
っ
て
十
分
な
も
の
と
は
み
え
な

か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
マ
ル
ク
ス
は
、
抜
粋
の
間
も
継
続
的
に
書
誌
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
を

―
た
と
え
ば
、
抜
粋
し

た
本
か
ら
や
、
大
英
博
物
館
や
ロ
ン
ド
ン
の
書
籍
商
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら

―
作
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
本

巻
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
か
ら
遺
さ
れ
た
本
の
リ
ス
ト
の
ほ
か
に
合
計
約
七
〇
〇
冊
を
書
き
留
め
た
。

　

本
巻
の
第
二
の
部
分
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
「
一
八
六
四
事
業
年
度
の
ド
イ
ツ
鉄
道

統
計
」
や
、「
サ
タ
デ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
」
お
よ
び
「
シ
ュ
ー
ヤ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ォ
鉄
道
」
に
つ
い
て
の
「
モ
ス
ク
ワ
報
知
」
か
ら

の
三
つ
の
短
い
抜
粋
で
あ
る
（S. 813-820

）（
成
立
と
来
歴S. 1207/1208

お
よ
び1210

を
見
よ
）。

　

一
八
四
八
／
一
八
四
九
年
の
革
命
の
失
敗
の
結
果
、
マ
ル
ク
ス
と
家
族
は
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
、
そ
こ
で
死
ぬ
ま
で
暮
ら
し
た
。

『
資
本
論
』
第
一
巻
の
仕
上
げ
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マ
ル
ク
ス
は
大
英
博
物
館
の
閲
覧
室
で
経
済
学
分
野
に
つ
い
て
の
膨
大
な
研
究
を
始
め
た
。
彼
は
『
経
済
学
批
判
』［
２
］
の
出

版
ま
で
に
約
一
〇
年
、
ま
た
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
さ
ら
に
お
よ
そ
一
〇
年
を
要
し
た
。
彼

の
徹
底
的
な
、
し
か
し
ゆ
っ
く
り
と
し
た
研
究
方
法
は
多
数
の
草
稿
や
抜
粋
ノ
ー
ト
に
表
れ
て
い
る
が
、
マ
ル
ク
ス
一
家
は
た

い
て
い
経
済
的
に
と
て
も
困
窮
し
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
を
、「
こ
の
「
呪
わ
れ
た
」
本
」［
３
］
と
呼
び
、
そ
れ
は

彼
に
幸
福
も
健
康
も
家
族
も
犠
牲
に
さ
せ
た
［
４
］
が
、
し
か
し
、「
き
っ
と
、
こ
れ
ま
で
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
（
土
地
所
有
者
を
も
含
め

て
）
の
頭
に
投
げ
つ
け
ら
れ
た
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
礫
」
で
あ
る
と
し
た
の
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
［
５
］。
彼

の
代
表
作
は
家
族
や
友
人
、
政
治
的
同
志
の
支
援
な
し
に
は
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
な
ら

ん
で
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
は
【8

4
0

】
重
要
な
支
援
者
だ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ォ
ル
フ
は
一
八
四
六
年
に
知
り
合
い
、

一
八
四
八
／
一
八
四
九
年
の
革
命
の
間
「
新
ラ
イ
ン
新
聞
」
で
と
も
に
活
動
し
た
。
同
じ
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
亡
命
し
た
ヴ
ォ
ル

フ
は
、
一
八
六
四
年
五
月
九
日
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
亡
く
な
り
、
彼
の
財
産
の
大
部
分
を
マ
ル
ク
ス
に
遺
贈
し
た
。
マ
ル
ク
ス

は
「
一
八
六
四
年
五
月
か
ら
一
八
六
五
年
半
ば
ま
で
の
手
帳
」
の
な
か
で
、「
ル
ー
プ
ス
の
遺
産
か
ら
」
小
計
「
二
三
五
ポ
ン
ド
」

の
入
金
（S. 58.3

）
と
そ
の
後
数
週
間
の
貨
幣
の
支
出
に
つ
い
て
帳
簿
を
付
け
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
合
計
で
お
よ
そ
八
二
四
ポ

ン
ド
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
ヴ
ォ
ル
フ
の
遺
産
か
ら
受
け
取
っ
た
［
６
］（
成
立
と
来
歴S. 890

を
見
よ
）。

　

遺
産
を
受
け
取
っ
た
後
、
マ
ル
ク
ス
一
家
が
す
ぐ
に
彼
ら
の
借
金
を
返
済
し
た
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
手
帳
に
記
録
し
た
と
お

り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
い
か
に
彼
ら
の
生
活
が
病
気
と
借
金
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
マ
ル
ク
ス
は
質
屋
に
対
し
て
だ
け
で
約
四
〇
ポ
ン
ド
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
（S. 30.9, 58.14

お
よ
び86.7

）、
医
療
費
の

支
払
い
に
二
九
ポ
ン
ド
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
（S. 58.5

）
と
い
う
額
の
支
出
を
記
録
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
後
、
彼
は
ヴ
ォ
ル
フ
に

つ
い
て
の
伝
記
的
な
概
要
を
執
筆
す
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
彼
は
一
枚
の
紙
に
そ
れ
に
関
連
す
る
重
要
な
情
報
を
書
き
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留
め
た
（S. 62

を
見
よ
）。
マ
ル
ク
ス
は
彼
の
「
忘
れ
が
た
き
友
、
勇
敢
、
誠
実
、
高
潔
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
闘
士
」
ヴ
ォ
ル
フ

に
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
捧
げ
た
［
７
］。

　
『
資
本
論
』
の
執
筆
に
と
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
相
続
し
、「
一
八
六
四
年
二
月
か
ら
六
月
ま
で
の
手
帳
」
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

た
二
五
〇
冊
の
ヴ
ォ
ル
フ
か
ら
の
遺
贈
本
も
ま
た
い
く
ら
か
の
価
値
が
あ
っ
た
（S. 11-17

を
見
よ
）。
マ
ル
ク
ス
は
リ
ス
ト
の
う
ち

一
二
冊
を
『
資
本
論
』
草
稿
に
お
い
て
使
用
し
、
そ
の
後
八
冊
を
抜
粋
し
、
二
一
冊
は
彼
の
個
人
蔵
書
に
お
い
て
引
き
継
が
れ
、

さ
ら
に
一
〇
冊
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
図
書
館
の
目
録
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
、つ
ま
り
、お
そ
ら
く
死
ぬ
ま
で
彼
が
所
持
し
て
い
た
（
成

立
と
来
歴S. 890-893

を
見
よ
）。

　

こ
れ
ら
の
手
帳
お
よ
び
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
は
、
そ
の
ほ
か
に
一
八
六
七
年
ま
で

の
『
資
本
論
』
草
稿
の
一
連
の
補
足
資
料
と
準
備
資
料
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
一
八
六
四
／
一
八
六
五
年
の
手
帳
に
お

け
る
「
剰
余
価
値
率
と
利
潤
率
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
計
算
」
が
含
ま
れ
る
（S. 37-41, 43

お
よ
び45/46

）。
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は

す
で
に
、『
資
本
論
』
第
一
巻
の
ド
イ
ツ
語
版
第
二
版
［
８
］
の
自
家
用
本
に
お
け
る
覚
え
書
き
よ
り
前
に
、
資
本
の
有
機
的
構
成

の
上
昇
に
と
も
な
っ
て
利
潤
率
も
ま
た
上
昇
す
る
場
合
を
扱
っ
て
い
る
［
９
］。
さ
ら
に
、「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー

ト
」
で
作
成
さ
れ
た
、
恐
慌
と
「
銀
行
法
」
の
作
用
の
仕
方
に
関
す
る
報
告
書
か
ら
の
抜
粋
は
、
並
行
し
て
作
成
さ
れ
た
コ
メ
ン

ト
付
き
の
資
料
集
「
混
乱
」
を
想
起
さ
せ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
は
そ
れ
を
【8

4
1

】『
資
本
論
』
第
三
部
の
た
め
の
草
稿
の
第
五
章
に

添
え
た
［
10
］。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
抜
粋
は
「
混
乱
」
の
章
で
は
使
わ
れ
ず
、
第
五
章
の
他
の
箇
所
で
部
分
的
に
用
い
ら
れ
た
（S. 

109-117

お
よ
び255-261

。
成
立
と
来
歴S. 959-961

を
見
よ
）。
最
後
に
、
マ
ル
ク
ス
は
「
国
際
労
働
者
協
会
に
つ
い
て
の
手
帳
」
に
お

い
て
、一
八
六
五
年
一
〇
月
一
一
日
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
報
告
書
を
抜
粋
し
、そ
れ
で
も
っ
て
『
資
本
論
』
第
三
部
で
の
「
信

用
資
本
」
の
構
想
は
終
わ
っ
て
い
る
（S. 83. 

成
立
と
来
歴S. 940

を
見
よ
）［
11
］。
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さ
ら
に
、『
資
本
論
』
第
一
巻
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
が
用
い
た
の
は
、「
児
童
労
働
調
査
委
員
会
報
告
書
」（S. 352

）
や
ジ
ョ
ン
・

チ
ャ
ー
マ
ー
ズ
・
モ
ー
ト
ン
の
「
農
業
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
諸
力
に
つ
い
て
」（
あ
る
い
は
一
八
六
〇
年
一
月
二
一
日
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

に
お
け
る
講
演
の
再
録
）（S. 82.18-30

）、「
パ
テ
ィ
ニ
ー
の
民
主
会
議
の
報
告
」、つ
ま
り
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
デ
ュ
ク
ペ
テ
ィ
オ
ー
の
「
ベ

ル
ギ
ー
の
労
働
者
階
級
の
経
済
収
支
」
か
ら
の
章
句
を
要
約
し
た
も
の
（S. 121/122

）、「
フ
ラ
マ
ン
人
の
社
会
を
前
へ
！ 

前
進
宣

言
」（S. 118/119
）、
ア
ン
リ
・
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
の
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
裁
判
所
で
の
活
版
印
刷
人
」（S. 120

）、
一
八
四
七
年
の
恐
慌

に
つ
い
て
の
議
会
報
告
書
（S. 117

）、
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
（S. 331

）
お
よ
び
ト
マ
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ク
ス
リ
ー
（S. 341

）

で
あ
り
、
ま
た
同
様
に
一
八
六
四
年
一
一
月
九
日
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
紙
か
ら
の
一
節
（S. 91/92

）
の
抜
粋
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」

―
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
八
年
の
は
じ
め
に
研
究
を
再
開
す
る
に
あ

た
っ
て
ノ
ー
ト
を
新
た
に
利
用
す
る
前
に
、
す
で
に
一
八
六
四
年
以
来
、
比
較
的
短
め
の
抜
粋
を
そ
こ
に
書
き
込
ん
で
い
た

―

か
ら
も
、
彼
が
『
資
本
論
』
第
一
巻
で
用
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
の
『
英
国
労
働
者
の
経

済
状
態
』
か
ら
の
抜
粋
（S. 354/355

）
の
な
か
に
あ
っ
た
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
が
打
ち
立
て
た
「
賃
金
フ
ァ
ン
ド
」

論
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
「
一
八
六
八
年
の
固
定
資
本
と
信
用
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
ミ
ル
に

対
す
る
決
定
的
な
反
論
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ダ
ヴ
ィ
・
ラ
ン
ゲ
の
著
書
『
賃
金
フ
ァ
ン
ド
論
の
反
論
』
か

ら
の
抜
粋
で
、
こ
の
論
争
に
再
び
立
ち
返
っ
て
い
る
（S. 756
を
見
よ
）。
そ
れ
以
前
に
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
に
お
い

て
彼
の
批
判
を
展
開
し
て
い
た
［
12
］。
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も
っ
と
も
、「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
の
『
資
本
論
』
に
対
す
る
最
大
の
貢
献
は
、

一
八
六
五
年
一
二
月
に
書
か
れ
た
第
三
部
の
「
地
代
」
に
つ
い
て
の
章
の
準
備
の
た
め
に
そ
こ
で
行
わ
れ
た
研
究
で
あ
り
、
そ
れ

は
第
一
巻
第
四
章
「
機
械
設
備
と
大
工
業
」
に
も
表
れ
て
い
る
［
13
］。
マ
ル
ク
ス
は
、【8

4
2

】『
資
本
論
』
第
三
部
の
準
備
に
お
い
て
、

利
子
生
み
資
本
に
つ
い
て
の
第
五
章
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
「
一
八
五
〇
―

一
八
五
三
年
の
ロ
ン
ド
ン
・
ノ
ー
ト
」
か
ら
膨
大
な

収
集
資
料
を
参
照
し
た
一
方
で
、
地
代
に
つ
い
て
の
第
六
章
の
た
め
に
は
再
び
農
業
問
題
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
た
。
彼
は
、「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
地
代
の
形
成
や
土
地
価
格
の
規
定
と
い
っ
た

経
済
問
題
を
扱
っ
た
が
、『
経
済
学
辞
典
』
と
い
う
辞
典
か
ら
行
わ
れ
た
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
フ
ィ
リ
ベ
ー
ル
・
パ
ッ
シ
ー
の
「
地
代
」

や
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ド
・
モ
リ
ナ
リ
の
「
穀
物
」
の
項
目
の
抜
粋
は
そ
の
た
め
の
例
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
地
代
に
つ
い
て
の

章
の
執
筆
に
あ
た
り
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
何
度
も
利
用
し
、
と
り
わ
け
パ
ッ
シ
ー
を
、
地
代
の
源
泉
を
よ
り
詳
細
な
形
態
規
定
な
し

に
土
地
の
剰
余
生
産
物
の
う
ち
に
見
て
い
る
と
批
判
し
た
［
14
］。
マ
ル
ク
ス
は
す
で
に
「
一
八
六
一
年
か
ら
一
八
六
三
年
の
経
済

学
草
稿
」
に
お
い
て
「
差
額
地
代
」
に
つ
い
て
も
「
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
た
［
15
］
と
い
う
点
で
は
、「
一
八
六
五

／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
で
の
抜
粋
は
、
二
次
文
献
に
よ
る
補
足
や
更
新
と
い
う
特
徴
を
部
分
的
に
は
有
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
マ
ル
ク
ス
は「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」が
完
結
す
る
時
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
僕

は
地
代
に
関
す
る
僕
の
理
論
的
研
究
を
二
年
前
に
終
え
た
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
間
に
多
く
の
こ
と
が
、
し
か
も
ま
っ
た
く

僕
の
理
論
を
確
証
し
つ
つ
、
成
し
遂
げ
ら
れ
た
」［
16
］
と
。

『
資
本
論
』
と
農
業
問
題
。「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
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た
だ
し
、
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
マ
ル
ク
ス
の
研
究
の
独
自
性
は
、
土
地
の
豊
度
に
関
し
て
自
然
科
学
的
研
究
を
開
始
し

た
と
い
う
点
に
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
継
起
的
資
本
投
下
に
よ
っ
て
豊
度
が
変
化
す
る
精
確
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
興
味
を
も
っ
て
い

た
。
地
質
学
や
農
芸
化
学
に
取
り
組
ん
だ
後
、
マ
ル
ク
ス
は
古
典
派
経
済
学
者
た
ち
の
欠
陥
を
指
摘
し
た
が
、
彼
ら
は
具
体
的
な

土
地
の
性
質
を
そ
の
目
に
捉
え
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ゆ
え
継
起
的
資
本
投
下
の
問
題
を
適
切
に
扱
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
現
実
の
自
然
に
即
し
た
土
地
疲
弊
の
諸
原
因
は
〔
…
…
〕
差
額
地
代
に
つ
い
て
書
い
た
す
べ

て
の
経
済
学
者
に
、
そ
の
当
時
の
農
芸
化
学
の
水
準
の
た
め
に
当
然
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」［
17
］。
マ
ル
ク
ス
が
こ
こ
で
念
頭

に
お
い
て
い
る
の
は
、
当
時
進
行
し
て
い
た
、
と
く
に
農
業
の
集
約
化
か
ら
生
じ
る
土
地
疲
弊
の
問
題
で
あ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
の
土
地
疲
弊
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
、
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
フ
ォ
ン
・
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
に
改
め
て
向
き
合
っ
た
こ
と
の
結
果

で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
『
化
学
の
農
業
お
よ
び
生
理
学
へ
の
応
用
』（
以
下
『
農
芸
化
学
』）
が
い
か
に
重

要
で
あ
っ
た
か
は
、【8

4
3

】「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
彼
の
抜
粋
の
分
量
か
ら
だ
け
で

も
明
ら
か
で
あ
る
（S. 129-180

）。『
農
芸
化
学
』
を
読
ん
だ
直
後
、
マ
ル
ク
ス
は
彼
の
興
奮
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
次
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
。「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
新
し
い
農
芸
化
学
、
こ
と
に
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
と
シ
ェ
ー
ン
バ
イ
ン
は
、〔
…
…
〕
こ
の
問
題
〔
地
代
に
つ

い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
議
論
〕
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
経
済
学
者
を
ま
と
め
て
も
そ
れ
以
上
に
重
要
で
あ
る
」［
18
］。

　

ギ
ー
セ
ン
で
化
学
の
教
授
を
し
て
い
た
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
、
異
性
体
お
よ
び
安
息
香
酸
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ヴ
ェ
ー
ラ
ー
と
の
実
験
の
ゆ
え
に
、「
有
機
化
学
の
父
」
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
同
時
に
彼
独
自
の
特
許
肥
料
を
生
産
し
て
い
た

こ
と
か
ら
「
化
学
肥
料
の
父
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
［
19
］。
彼
の
画
期
的
な
著
作
で
あ
る
『
農
芸
化
学
』
に
も
と
づ
く
こ
う
し

た
名
声
は
、
ド
イ
ツ
の
国
境
を
は
る
か
に
越
え
て
い
た
。『
農
芸
化
学
』
の
初
版
は
一
八
四
〇
年
に
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
で

出
版
さ
れ
て
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
存
命
中
に
第
七
版
に
至
る
ま
で
い
く
つ
か
の
改
訂
と
補
足
を
加
え
て
再
版
さ
れ
、
彼
に
よ
っ
て
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一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
以
上
の
分
量
に
ま
で
拡
充
さ
れ
た
。
こ
の
本
で
彼
は
化
学
と
生
理
学
の
最
新
の
知
見
を
用
い
て
、
実
際
の
農
業

の
た
め
に
は
無
機
的
な
植
物
栄
養
分
と
化
学
的
な
土
壌
分
析
に
つ
い
て
の
学
説
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
彼
は
、
ジ
ェ
ラ
ル
ダ
ス
・
ム
ル
ダ
ー
（
ユ
ト
レ
ヒ
ト
）
や
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
テ
ー
ア
（
ツ
ェ
レ
）
の
い
わ
ゆ
る
腐
植
説
に
反
対

し
た
。
腐
植
説
は
、
枯
死
し
た
植
物
の
分
解
物
で
あ
る
腐
植
が
、
耕
土
に
お
い
て
、
植
物
の
成
長
の
た
め
に
不
可
欠
な
栄
養
素
で

あ
る
と
し
て
い
た
。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
こ
れ
に
対
し
、
実
験
室
で
の
多
く
の
試
験
を
も
と
に
し
て
、
植
物
は
腐
植
あ
る
い
は
水
に
溶

解
し
た
腐
植
酸
で
は
な
く
、
二
酸
化
炭
素
と
水
を
吸
収
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
植
物
に
と
っ
て
腐

植
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
そ
の
成
長
に
は
一
連
の
無
機
物
質
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
彼
が
立
証
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
「
補
充
の
法
則
」
を
導
き
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
の
豊
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
ど

ん
な
農
業
者
も
土
地
か
ら
取
り
出
し
た
無
機
質
を
規
則
的
に
土
地
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
あ
る
い
は
収
穫
を
増
大
さ
せ
る
た

め
に
は
、
土
地
に
、
よ
り
多
く
補
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
農
業
の
発
展
の
た
め
に
は
人
工
的
な
無

機
肥
料
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
す
で
に
一
八
五
一
年
七
月
／
八
月
の
「
ロ
ン
ド
ン
・
ノ
ー
ト
XIII
」
に

お
い
て
、『
農
芸
化
学
』
第
四
版
（
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、
一
八
四
二
年
）
か
ら
全
面
的
に
抜
粋
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
彼
が

地
代
の
形
成
と
リ
カ
ー
ド
ウ
の
「
収
穫
逓
減
法
則
」
へ
の
批
判
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
き
で
あ
っ
た
［
20
］。

　

し
か
し
な
が
ら
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
自
身
の
無
機
説
と
と
も
に
激
し
い
論
争
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
彼
が
無
機
物
質

の
役
割
を
誇
張
し
て
い
た
が
た
め
に
生
じ
、
し
か
も
彼
の
論
駁
が
ア
ン
モ
ニ
ア
を
植
物
の
栄
養
源
と
し
て
強
調
す
る
窒
素
説
に
対

し
て
も
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
い
っ
そ
う
激
し
く
な
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
無
機
説
と
窒
素
説
の
議
論
を
き
わ
め

て
精
確
に
追
い
、
ま
た
【8

4
4

】
一
八
六
二
年
に
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
が
ジ
ョ
ン
・
ベ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ー
ズ
や
ジ
ョ
セ
フ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ギ

ル
バ
ー
ト
（
と
も
に
ロ
ザ
ム
ス
テ
ッ
ド
）
に
対
し
て
書
い
た
著
作
『
農
業
に
お
け
る
理
論
と
実
践
』（
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、 

一
八
五
六
年
）
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か
ら
抜
粋
を
行
っ
た
［
21
］。
こ
れ
ら
窒
素
説
の
擁
護
者
に
対
し
て
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
、
土
地
は
雨
水
や
大
気
を
通
じ
て
十
分
な
量

の
窒
素
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
肥
料
中
の
ア
ン
モ
ニ
ア
に
よ
っ
て
人
工
的
に
補
給
す
る
こ
と
の
い
か
な
る
利
益
を
も

否
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
『
農
芸
化
学
』
は
、
部
分
的
に
は
論
争
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
般
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
著
作
は『
資
本
論
』に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
は
ず
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の『
農
芸
化
学
』

に
つ
い
て
の
新
た
な
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
一
八
六
二
年
の
第
七
版
に
は
重
要
な
変
更
が

な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
著
作
は
い
ま
や
二
巻
本
（
第
一
巻
「
植
物
の
栄
養
補
給
の
化
学
的
過
程
」、
第
二
巻
「
耕
作
の
自
然
法
則
」）

に
な
っ
て
お
り
、
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
分
冊
で
出
版
さ
れ
た
序
論
（「
耕
作
の
自
然
法
則
へ
の
序
論
」）
を
と
も
な
っ
て
い
た
。「
農

業
ノ
ー
ト
」の「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の『
農
芸
化
学
』を
抜
粋
し
た
が
、

補
遺
に
再
掲
さ
れ
た
モ
リ
ッ
ツ
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
や
ヘ
ル
マ
ン
・
マ
ロ
ー
ン
の
寄
稿
論
文
（S. 183-190

）
お
よ
び
「
ホ
ー
エ
ン
ハ

イ
ム
の
エ
ミ
ー
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
博
士
と
農
芸
化
学
」
の
な
か
の
窒
素
説
に
対
す
る
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
反
論
も
含
め
て
抜
粋
し
た
の
で

あ
る
。

　

リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
、彼
の
い
く
ら
か
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
名
声
を
『
農
芸
化
学
』
第
七
版
で
急
速
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
が
、

そ
れ
は
こ
の
著
作
が
再
び
激
し
い
論
争
を
呼
び
起
こ
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
［
22
］。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
、
化
学
や
生
理
学
の
最
新
の
展

開
に
関
し
て
自
身
の
著
作
を
補
足
し
た
だ
け
で
な
く
、
序
論
に
お
い
て
「
掠
奪
経
済
」
と
し
て
の
近
代
農
業
シ
ス
テ
ム
の
根
本
的

な
批
判
も
行
っ
た
。
近
代
農
業
は
植
物
の
栄
養
分
を
土
地
に
戻
す
こ
と
な
く
土
地
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
農
業
者
が

自
分
の
利
潤
に
つ
い
て
た
だ
近
視
眼
的
に
の
み
関
心
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
土
地
の
豊
度
は
、

将
来
世
代
へ
の
考
慮
な
し
に
、
収
穫
物
の
販
売
を
通
じ
て
急
速
に
貧
困
化
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
か
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ら
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
「
掠
奪
農
業
」
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
土
地
豊
度
の
自
然
法
則
は
都
市
と
農
村
の
対

立
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
都
市
で
消
費
さ
れ
た
土
地
の
成
分
は
土
地
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
汚

水
と
し
て
大
都
市
の
ひ
ど
く
汚
れ
た
川
に
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
、
飢
饉
や
原
料
争
い
の
時
代
を
、

ま
た
土
地
疲
弊
に
と
も
な
っ
て
存
立
の
物
質
的
基
盤
を
失
う
で
あ
ろ
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
崩
壊
を
警
告
し
て
い
た
の
だ
。

　

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
ム

―
彼
の
著
作
で
あ
る
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
業
用
具
と
機
械
』（
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、
一
八
五
六
年
）

を
マ
ル
ク
ス
は
同
様
に
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
に
書
き
留
め
て
い
る
（S. 299-310

を
見
よ
）

―
は
、リ
ー
ビ
ッ

ヒ
の
新
し
い
『
農
芸
化
学
』
を
き
わ
め
て
肯
定
的
に
評
価
し
、「
こ
の
本
で
わ
れ
わ
れ
は
【8

4
5

】
永
久
的
な
農
業
の
不
文
律
を
受

け
取
っ
た
」［
23
］
と
述
べ
た
。
こ
う
し
た
見
解
を
も
っ
た
の
は
た
だ
ハ
ム
一
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
農
学
者
だ
け
で
な
く
、
経

済
学
者
も
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
貢
献
を
重
要
な
も
の
と
考
え
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ロ
ッ
シ
ャ
ー
は
す
で
に
一
八
六
五
年
に「
リ
ー
ビ
ッ

ヒ
の
最
新
の
農
芸
化
学
研
究
の
諸
結
果
」
を
「
国
民
経
済
学
」
に
取
り
入
れ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
「
本
質
的
に
受
容
し
、
た
だ
国

民
経
済
学
的
に
よ
り
よ
く
定
式
化
」［
24
］
し
よ
う
と
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
の
つ
ど
最
新
の
書
誌
情
報
を
収
め
た
ロ
ッ
シ
ャ
ー

の
『
国
民
経
済
学
体
系
』
の
新
版
を
注
視
し
、ま
た
可
能
な
場
合
に
は
一
八
六
五
年
版
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
『
農

芸
化
学
』
に
と
も
な
う
新
た
な
論
争
の
取
っ
掛
か
り
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

リ
ー
ビ
ッ
ヒ
を
読
ん
だ
後
、
マ
ル
ク
ス
は
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
す
で
に
以
前
に
受
容
し
た

著
者
に
再
び
立
ち
返
っ
た
。
そ
れ
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ィ
ン
レ
イ
・
ウ
ィ
ア
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
は
今
回
、
彼

の
『
北
ア
メ
リ
カ
ノ
ー
ト
』（S. 311-320

）
か
ら
抜
粋
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
質
学
者
で
あ
り
、
以

前
マ
ル
ク
ス
が
「
ロ
ン
ド
ン
・
ノ
ー
ト
XIII
」
お
よ
び
「
ロ
ン
ド
ン
・
ノ
ー
ト
XIV
」
で
引
用
し
た
著
作
［
25
］
で
、
植
物
の
成
長
に
と
っ

て
地
中
の
無
機
物
質
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
こ
と
で
、同
様
に
よ
く
知
ら
れ
た
農
芸
化
学
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
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ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
は
よ
り
肥
沃
な
場
所
を
見
つ
け
る
見
込
み
を
高
め
る
た
め
に
、
土
地
の
地
質
学
的
組
成
を
も
分
析
し
て
い
た
。
マ

ル
ク
ス
は
、
当
時
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
地
質
学
に
感
銘
を
受
け
、
彼
を
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
」
と
呼
ん
だ
［
26
］。

　
『
北
ア
メ
リ
カ
ノ
ー
ト
』
に
お
い
て
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
は
、
自
身
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
旅
行
を
も
と
に
し
て
北
ア
メ
リ
カ
の

農
業
の
具
体
的
状
況
を
扱
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
著
作
を
一
八
五
〇
年
代
の
は
じ
め
以
来
知
っ
て
お
り
、
そ
の
と
き
は
『
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
』
か
ら
の
二
つ
の
記
事
［
27
］
を
通
じ
て
受
容
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
す
す
め
て
い
た
［
28
］。
マ
ル
ク
ス
が
ジ
ョ
ン
ス
ト

ン
の
新
た
な
旅
行
記
を
勉
強
し
た
と
い
う
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
マ
ル
ク
ス
は
「
平
素
は
、
職

業
上
強
制
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、【8

4
6

】
旅
行
記
を
読
む
よ
う
な
こ
と
は
概
し
て
な
」
か
っ
た
［
29
］
か
ら
だ
。
し
か
し
、
リ
ー
ビ
ッ

ヒ
と
同
様
に
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
も
ま
た
、
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
業
の
掠
奪
シ
ス
テ
ム
が
土
地
の
豊
度
を
急
速
に
消
耗
さ
せ
て
い

る
と
い
う
差
し
迫
っ
た
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
穀
物

輸
出
は
持
続
的
で
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ア
メ
リ
カ
の
農
業
者
は
無
機
的
な
土
地
成
分
に
つ
い
て
の
考
慮
な
し
に
、
ま
た
い

ず
れ
の
施
肥
も
す
る
こ
と
な
し
に
土
地
を
耕
作
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
土
地
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
と
彼
ら
は
ま
だ
耕
作
さ
れ
て

い
な
い
「
処
女
地
」
を
貨
幣
で
購
入
す
る
た
め
に
土
地
を
売
り
、
さ
ら
に
西
へ
と
移
動
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の

も
と
で
は
、
土
地
の
自
然
力
の
浪
費
と
搾
取
が
常
態
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
農
業
は
短
期
的
な
利
益
の
た
め
に
土
地
の
豊
度
を

浪
費
し
て
い
る
の
だ
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
農
業
問
題
に
関
し
て
も
う
一
つ
の
旅
行
記
を
、
し
か

も
ヘ
ル
マ
ン
・
マ
ロ
ー
ン
に
よ
る
日
本
の
農
業
に
つ
い
て
の
も
の
を
抜
粋
し
て
い
る
。こ
れ
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
が
自
身
の『
農
芸
化
学
』

第
七
版
の
補
遺
に
お
い
て
抜
粋
し
再
掲
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
を
旅
行
し
た
マ
ロ
ー
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
に
比
べ
て

日
本
の
農
業
が
も
つ
優
位
性
を
称
賛
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
日
本
の
農
業
は
人
間
の
排
泄
物
を
肥
料
と
し
て
効
果
的
に
収
集
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し
、
使
用
し
、
グ
ア
ノ
や
人
工
肥
料
を
ま
っ
た
く
補
給
す
る
こ
と
な
く
、
家
畜
飼
育
も
な
く
、
ま
た
飼
料
用
植
物
の
栽
培
も
な
く

持
続
的
に
高
い
収
穫
を
獲
得
で
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
（S. 173.10

）
と
同
様
、
マ
ロ
ー
ン

（S. 186.26
）
も
ま
た
、
日
本
の
農
業
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
用
い
て
い
た
「
持
続
性
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農

業
シ
ス
テ
ム
は
、持
続
的
な
生
産
の
た
め
の
諸
条
件
を
充
た
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、地
力
を
浪
費
す
る
。
そ
の
た
め
リ
ー
ビ
ッ

ヒ
が
そ
れ
ら
を
「
掠
奪
農
業
」
と
非
難
し
た
の
と
同
様
、マ
ロ
ー
ン
は
そ
れ
ら
を
「
見
せ
か
け
の
耕
作
」（S. 186.37

）
と
批
判
し
た
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
に
対
し
て
マ
ル
ク
ス
は
「
日
本
に
つ
い
て
の
解
明
も
〔
…
…
〕
こ
の
点
で
は
重
要
だ
っ
た
」［
30
］
と
マ
ロ
ー
ン
を
肯

定
的
に
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
一
巻
に
お
い
て
日
本
の
「
模
範
的
な
農
業
」［
31
］
に
つ
い
て
書

い
た
と
き
、
彼
は
確
実
に
マ
ロ
ー
ン
の
報
告
書
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
。

　

近
代
農
業
の
消
耗
的
な
傾
向
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
分
析
に
マ
ル
ク
ス
は
大
き
く
共
感
し
た
。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
や
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン

が
土
地
疲
弊
の
問
題
を
都
市
と
農
村
の
対
立
関
係
の
結
果
と
し
て
問
題
に
し
た
こ
と
は
、
資
本
主
義
に
お
い
て
支
配
的
な
地
理
的

対
立
と
い
う
、『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
以
来
マ
ル
ク
ス
が
も
っ
て
い
た
以
前
の
、
よ
り
一
般
的
な
テ
ー
ゼ
を
詳
述
し
、
ま

た
そ
れ
に
ひ
と
つ
の
科
学
的
根
拠
を
提
供
し
た
［
32
］。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
マ
ル
ク
ス
は
自
然
科
学
の
観
点
か
ら
、
い
か
に
土
地

収
量
の
減
少
が
近
代
に
独
自
な
形
態
で
現
れ
る
か
に
つ
い
て
、
以
前
よ
り
も
よ
り
精
確
に
理
解
し
た
。
土
地
収
量
の
減
少
に
つ
い

て
の
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
含
み
な
取
り
扱
い
を
も
と
に
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
中
で
い
か
に
自

然
的
限
界
が
具
体
化
さ
れ
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、彼
は【8

4
7

】「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」

に
お
い
て
、
地
代
の
理
論
と
な
ら
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国
々
の
農
業
の
状
況
や
そ
の
技
術
学
的
発
展
段
階
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
様

式
、
社
会
的
諸
関
係
に
も
関
心
を
よ
せ
、
と
り
わ
け
持
続
的
生
産
の
物
質
的
諸
条
件
の
掘
り
崩
し
に
関
心
を
よ
せ
た
。
リ
ー
ビ
ッ

ヒ
や
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
ほ
か
に
、
ラ
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
や
ム
ニ
エ
、
マ
ロ
ー
ン
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
か
ら
も
彼
が
抜
粋
し
た
こ
と
は
こ
の
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関
連
を
示
し
て
い
る
。

　

マ
ル
ク
ス
が
導
き
出
し
た
結
論
は
、『
資
本
論
』
第
三
部
で
の
地
代
論
の
完
成
を
待
つ
こ
と
な
く
、
直
近
の
機
会
に
お
い
て
土

地
疲
弊
を
め
ぐ
る
議
論
に
介
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
巻
を
仕
上
げ
る
間
に
、
彼
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
理
論
か
ら
得
た

洞
察
を
第
四
章
第
四
節
「
機
械
設
備
と
大
工
業
」
に
組
み
入
れ
た
。「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
は
、
そ
れ
が
大
中
心
地
に
集
積
さ

せ
る
都
市
人
口
が
ま
す
ま
す
優
勢
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
一
方
で
は
、
社
会
の
歴
史
的
原
動
力
を
蓄
積
す
る
が
、
他
方
で
は
、

人
間
と
土
地
と
の
間
の
物
質
代
謝
を
、
す
な
わ
ち
、
人
間
に
よ
り
食
料
お
よ
び
衣
料
の
か
た
ち
で
消
費
さ
れ
た
土
地
成
分
の
土
地

へ
の
回
帰
を
、し
た
が
っ
て
持
続
的
な
土
地
豊
度
の
永
久
的
自
然
条
件
を
攪
乱
す
る
。
こ
う
し
て
こ
の
資
本
主
義
的
生
産
様
式
は
、

都
市
労
働
者
の
肉
体
的
健
康
と
農
村
労
働
者
の
精
神
生
活
と
を
、
同
時
に
破
壊
す
る
」［
33
］。

　

マ
ル
ク
ス
は
脚
注
に
お
い
て
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
『
農
芸
化
学
』
に
つ
い
て
の
高
い
評
価
を
繰
り
返
し
た
。「
自
然
科
学
の
立
場
か

ら
な
さ
れ
た
現
代
的
農
業
の
消
極
的
側
面
の
展
開
は
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
不
朽
の
功
績
の
一
つ
で
あ
る
」［
34
］。
マ
ル
ク
ス
が
リ
ー

ビ
ッ
ヒ
の
「
農
業
史
に
関
す
る
歴
史
的
概
観
も
、
粗
雑
な
誤
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、〔
…
…
〕
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
経
済
学
者

の
諸
著
作
を
合
わ
せ
た
よ
り
も
多
く
の
光
明
を
〔
含
ん
で
い
る
〕」［
35
］
と
付
け
加
え
た
と
き
、 

彼
は
と
り
わ
け
「
リ
カ
ー
ド
ウ
学
派
」

の
著
者
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
。
彼
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
土
地
の
収
穫
逓
減
の
法
則
」
で
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
対
し
て
通
用
す
る

自
然
法
則
と
し
て
収
穫
は
つ
ね
に
よ
り
少
な
く
な
る
と
い
う
土
地
生
産
性
の
直
線
的
減
退
を
単
純
に
想
定
し
て
い
た
。
リ
ー
ビ
ッ

ヒ
と
は
対
照
的
に
、
リ
カ
ー
ド
ウ
学
派
は
土
地
の
豊
度
の
自
然
科
学
的
研
究
も
、
土
地
豊
度
の
歴
史
的
に
独
自
な
減
少
を
引
き
起

こ
す
近
代
農
業
の
経
営
様
式
の
特
殊
性
も
、
無
視
し
て
い
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
に
し
て
マ
ル
ク
ス
は
化
学
や
地
質
学
、
気
候
学
、
生
理
学
の
最
新
の
自
然
科
学
的
知
見
を
自
身
の
経
済

学
的
分
析
に
利
用
し
た
。
彼
の
研
究
は
、
生
産
の
自
然
的
制
約
に
つ
い
て
の
理
解
の
発
展
や
社
会
的
進
歩
の
評
価
だ
け
で
な
く
、
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資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
分
析
の
た
め
の
概
念
的
お
よ
び
方
法
論
的
基
礎
に
も
役
立
っ
た
。
こ
う
し
て
マ
ル
ク
ス
は
労
働
力
と

自
然
力
と
い
う
ふ
た
つ
の
根
本
的
な
生
産
要
素
に
対
す
る
資
本
主
義
的
な
掠
奪
農
業
へ
の
批
判
を
豊
か
に
し
、【8

4
8

】『
資
本
論
』

に
お
い
て
警
告
し
た
の
で
あ
る
。「
日
々
ま
す
ま
す
威
嚇
的
に
膨
れ
上
が
る
労
働
運
動
を
度
外
視
す
れ
ば
、
こ
の
工
場
労
働
の
制

限
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
畑
地
に
グ
ア
ノ
を
注
ぎ
込
ん
だ
の
と
同
じ
必
然
性
に
よ
っ
て
余
儀
な
く
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
同

じ
盲
目
的
な
掠
奪
欲
が
、
一
方
の
場
合
に
土
地
を
疲
弊
さ
せ
、
他
方
の
場
合
に
は
国
民
の
生
命
力
の
根
源
を
す
で
に
襲
っ
て
い
た
」

［
36
］。
一
方
で
、リ
ー
ビ
ッ
ヒ
が
警
告
し
て
い
た
の
は
、農
業
に
お
け
る
グ
ア
ノ

―
海
鳥
の
排
泄
物
で
、肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

英
国
の
土
地
の
豊
度
は
南
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
こ
の
グ
ア
ノ
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
た

―
の
浪
費
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
マ
ル
ク

ス
自
身
が
分
析
し
て
い
た
の
は
、資
本
が
そ
の
「
剰
余
労
働
へ
の
渇
望
」［
37
］
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
労
働
日
の
「
残
酷
な
」
延
長
と
労
働
の
強
化
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
伝
え
た
よ

う
に
、
一
八
六
六
年
の
は
じ
め
に
、
彼
は
『
工
場
監
督
官
報
告
書
』、『
児
童
労
働
調
査
委
員
会
報
告
書
』
お
よ
び
『
公
衆
衛
生
報

告
書
』
と
い
っ
た
英
国
議
会
の
報
告
書
に
も
と
づ
い
て
「
労
働
日
」
に
つ
い
て
の
章
を
拡
充
し
た
［
38
］。
マ
ル
ク
ス
は
労
働
諸
条

件
の
悪
化
を
詳
細
に
叙
述
し
、
そ
れ
ら
を
一
〇
時
間
労
働
日
の
た
め
の
新
た
な
階
級
闘
争
の
契
機
と
解
釈
し
た
。
こ
れ
ら
に
刺
激

さ
れ
て
、
彼
は
持
続
的
な
生
産
の
物
質
的
諸
条
件
を
掘
り
崩
す
こ
と
に
対
す
る
批
判
を
深
め
る
た
め
に
、
自
身
の
注
意
を
土
地
疲

弊
へ
と
向
け
た
。
彼
の
叙
述
は
、「
機
械
設
備
と
大
工
業
」の
章
の
最
後
の
節
で
最
高
点
に
達
し
た
が
、こ
の
章
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

に
よ
る
生
産
力
の
発
展
と
い
っ
た
も
の
を
称
賛
す
る
の
で
は
な
く
、
冷
静
に
評
価
し
て
い
る
。「
資
本
主
義
的
農
業
の
あ
ら
ゆ
る

進
歩
は
、
た
ん
に
労
働
者
か
ら
掠
奪
す
る
技
術
に
お
け
る
進
歩
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
土
地
か
ら
掠
奪
す
る
技
術
に
お
け

る
進
歩
で
も
あ
り
、
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
土
地
の
豊
度
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
進
歩
は
、
同
時
に
、
こ
の
豊
度
の
持

続
的
源
泉
を
破
壊
す
る
た
め
の
進
歩
で
あ
る
。〔
…
…
〕
そ
れ
ゆ
え
資
本
主
義
的
生
産
は
、
す
べ
て
の
富
の
源
泉
す
な
わ
ち
土
地
お
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マ
ル
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ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
〇

よ
び
労
働
者
を
同
時
に
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
社
会
的
生
産
過
程
の
技
術
お
よ
び
結
合
を
発
展
さ
せ
る
」［
39
］。

　

し
か
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
で
は
、
彼
が
知
っ
て
い
た
物
質
代
謝
の
攪
乱
の
す
べ
て
の
側
面
を
論
じ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
こ
の
問
題
を
第
三
部
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た

だ
し
、
彼
は
そ
の
こ
と
を
実
現
で
き
ず
、
ま
た
第
三
部
は
生
涯
未
完
の
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
の
思
考
を
探
求
す
る
た
め
に
は
、

彼
の
抜
粋
ノ
ー
ト
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
一
八
六
八
年
に
作
成
さ
れ
た
三
冊
の
「
農
業
ノ
ー
ト
」
に
入
る
前
に
、
本
巻
で
公
刊

さ
れ
た
抜
粋
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
化
学
や
生
理
学
、
地
質
学
、
植
物
学
と
い
っ
た
自
然
科
学
で
あ
る
の
で
、
は
じ
め
に
、
マ
ル

ク
ス
の
経
済
学
批
判
に
と
っ
て
の
自
然
科
学
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
節
を
続
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
マ
ル
ク
ス
の
死
後
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
が
自
然
科
学
の
著
作
を
一
般
的
な
興
味
と
「
喜
び
を
も
っ
て
」

読
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
［
40
］。『
資
本
論
』
を
執
筆
し
て
い
る
間
も
、
彼
が
化
学
や
生
理
学
と
い
っ
た
自
然
科
学
へ
の
こ
う

し
た
傾
倒
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
八
六
四
年
に
マ
ル
ク
ス
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
た
。「
近
頃
で
は
ま
っ

た
く
仕
事
が
で
き
な
く
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
読
ん
だ
。
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
『
生
理
学
』、
ロ
ー
ド
『
生
理
学
』、
ケ
リ
カ
ー
『
組

織
論
』、シ
ュ
プ
ル
ツ
ハ
イ
ム『
脳
と
神
経
系
統
の
解
剖
学
』、細
胞
の
こ
と
に
関
す
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
や
シ
ュ
ラ
イ
デ
ン
の
も
の
。ロ
ー

ド
の
『
民
衆
生
理
学
』
の
な
か
に
は
、
こ
の
男
は
宗
教
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
骨
相
学
の
う
ま
い
批
判
が
あ
る
。
あ
る
箇

所
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
現
象
学
』
を
思
い
出
さ
せ
る
」［
41
］。
マ
ル
ク
ス
は
、
自
身
の
自
然
科
学
研
究
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
付

【8
4
9

】
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
に
と
っ
て
の
自
然
科
学
の
重
要
性
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け
加
え
た
。「
す
べ
て
（
一
）
僕
に
は
遅
く
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
、（
二
）
僕
は
い
つ
も
君
の
足
跡
に
つ
い
て
い
く
と
い
う
こ

と
。
そ
こ
で
、
お
そ
ら
く
僕
は
い
ま
暇
の
あ
る
と
き
に
大
い
に
解
剖
学
や
生
理
学
を
や
っ
て
、
そ
の
ほ
か
に
講
義
（
そ
こ
で
は
こ
ん

な
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
解
剖
さ
れ
る
）
に
出
席
す
る
だ
ろ
う
」［
42
］。
彼
は
手
紙
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
化
学
分
子
論
の
起
源
と
歴
史
に
つ

い
て
論
争
し
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
注
解339.5-6

を
見
よ
）、
そ
の
た
め
に
シ
ャ
ル
ル
・
ア
ド
ル
フ
・
ウ
ル
ツ
の
関
連
著
作
を
読
ん
だ
［
43
］。

彼
の
「
一
八
六
四
年
五
月
か
ら
一
八
六
五
年
の
半
ば
ま
で
の
手
帳
」
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ナ
ッ
ソ
ー
・
モ
ー
ル
ス
ワ
ー
ス
の
天

文
学
研
究
に
対
す
る
関
心
が
示
さ
れ
て
お
り
、
彼
と
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
五
年
八
月
に
は
文
通
し
て
い
た
（S. 47.2-3

）［
44
］。
お

そ
ら
く
、
一
八
六
七
年
に
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
の
も
と
に
滞
在
し
た
と
き
、
マ
ル
ク
ス
は
医
師
の

ル
ド
ル
フ
・
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
（S. 336
を
見
よ
）
や
化
学
者
の
カ
ー
ル
・
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
（S. 338

）、
婦
人
科
医
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
（S. 340

）
の
ド
イ
ツ
語
の
著
作
か
ら
の
短
い
抜
粋
を
書
き
留
め
た
。
化
学
者
の
カ
ー
ル
・
シ
ョ

ル
レ
ン
マ
ー
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
親
し
い
友
人
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
は
ヘ
ン
リ
ー
・【8

5
0

】
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ロ
ス
コ
ー
の
化
学

の
教
科
書
［
45
］
の
シ
ョ
ル
レ
ン
マ
ー
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
改
訂
版
や
、
一
八
七
八
年
頃
に
シ
ョ
ル
レ
ン
マ
ー
が
ロ
ス
コ
ー
と
一
緒

に
書
い
た『
詳
説
化
学
教
科
書
』を
何
度
も
抜
粋
し
た
［
46
］。
マ
ル
ク
ス
の
個
人
的
な
蔵
書
に
も
、シ
ョ
ル
レ
ン
マ
ー
や
ロ
ス
コ
ー
、

ウ
ル
ツ
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ヤ
ー
コ
プ
・
シ
ュ
ラ
イ
デ
ン
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
イ
エ
ル
、
ジ
ョ
ン
・
テ
ィ

ン
ダ
ル
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
オ
ス
ピ
タ
リ
エ
と
い
っ
た
著
者
の
化
学
や
地
球
科
学
、
気
候
学
、
天
文
学
、
物
理
学
、
植
物
学
、
動

物
学
［
47
］
と
い
っ
た
分
野
か
ら
の
一
連
の
著
作
が
あ
っ
た
。M

EGA
2 IV/26

やIV/31

で
刊
行
さ
れ
て
い
る
化
学
や
地
質
学
に

つ
い
て
の
抜
粋
は
、
彼
の
後
年
に
お
け
る
広
範
な
研
究
分
野
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
が
た
と
え
ば
テ
ィ
ン
ダ
ル
や
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
注
解

339.5-6

を
見
よ
）、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
支
持
者
で
あ
る
ト
マ
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ク
ス
リ
ー
［
48
］
ら
の
進
化
論
に
関
す
る
自
然
科
学
的
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な
講
演
に
も
定
期
的
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
、
と
り
わ
け
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
レ
ス
ナ
ー
［
49
］
や
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ー
プ
ク

ネ
ヒ
ト［
50
］の
回
想
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。リ
ー
ビ
ッ
ヒ
や
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
、マ
ロ
ー
ン
、ハ
ク
ス
リ
ー

［
51
］、
ウ
ル
ツ
［
52
］
の
洞
察
に
加
え
、
マ
ル
ク
ス
は
ま
た
、
本
巻
で
抜
粋
さ
れ
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
バ
ー
ト
・
グ
ロ
ー
ヴ
の

知
見
を
受
容
し
た
が
、
彼
は
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
諸
形
態
【8
5
1

】
の
可
変
性
を
提
示
し
、
熱
の
力
学
的
理
論
を
展
開
し
た
。

そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
に
お
い
て
、
二
四
時
間
の
う
ち
の
労
働
量
は
、「
彼
の
身
体
の
な
か
で
発
生
し
た
化

学
的
変
化
の
検
査
に
よ
っ
て
、と
い
う
の
も
物
質
に
お
け
る
諸
形
態
の
変
化
は
そ
れ
に
先
立
つ
運
動
力
の
行
使
を
指
し
示
す
の
で
」

（S. 327

）
計
算
さ
れ
う
る
と
述
べ
る
に
至
っ
た
［
53
］。

　

し
か
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
自
然
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
無
批
判
で
は
な
か
っ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン

に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
高
く
評
価
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
『
種
の
起
源
』
で
自
然
科
学
に
お
け
る
「
目
的
論
」、

す
な
わ
ち
種
の
発
生
は
創
造
主
の
計
画
に
従
う
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
「
致
命
的
な
打
撃
」［
54
］
を
与
え
た
と
し
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
同
時
に
マ
ル
ク
ス
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
競
争
社
会
を
動
物
界
に
投
影
し
た
こ
と
を
非
難
し
た
の
で
あ

る
［
55
］。
ま
た
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
が
『
資
本
論
』
を
ベ
ル
リ
ン
の
病
理
学
者
ル
ド
ル
フ
・
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
に
す

す
め
た
と
マ
ル
ク
ス
に
伝
え
た
と
き

―
と
い
う
の
も
彼
は
『
資
本
論
』
に
お
け
る
展
開
方
法
が
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
細
胞
病
理
学

に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
な
の
だ
が

―
［
56
］、マ
ル
ク
ス
は
冷
淡
な
態
度
を
と
り
、ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
に
よ
っ

て
見
出
さ
れ
た
自
分
と
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
間
の
方
法
的
な
関
連
に
つ
い
て
、
彼
の
『
細
胞
病
理
学
』
を
読
む
の
に
は
「
う
ん
ざ
り

し
た
」
と
し
て
、
コ
メ
ン
ト
し
な
い
ま
ま
に
し
た
［
57
］。
そ
れ
は
正
当
な
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
マ
ル
ク
ス
は
、

「
労
働
生
産
物
の
商
品
形
態
ま
た
は
商
品
の
価
値
形
態
」
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
「
経
済
的
な
細
胞
形
態
」［
58
］
を
見
た
の
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
、た
と
え
『
資
本
論
』
の
冒
頭
で
商
品
が
研
究
さ
れ
る
に
し
て
も
（
ま
た
、商
品
が
そ
れ
の
担
い
手
で
あ
る
と
こ
ろ
の
価
値
も
ま
た
、
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細
胞
の
よ
う
に
肉
眼
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
）、
商
品
に
お
い
て
は
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
諸
矛
盾
は
止
揚
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
諸
矛
盾
が
、た
と
え
ば
経
済
危
機
に
お
い
て
は
必
然
的
に
爆
発
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。そ
れ
と
は
逆
に
フ
ィ
ル
ヒ
ョ

ウ
は
、
生
物
の
病
気
の
原
因
を
以
前
は
健
康
だ
っ
た
身
体
細
胞
の
機
能
の
仕
方
の
攪
乱
に
見
て
い
た
。
細
胞
概
念
を
マ
ル
ク
ス
は

【8
5
2

】
一
八
六
四
年
に
読
ん
だ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
や
シ
ュ
ラ
イ
デ
ン
［
59
］、
ケ
リ
カ
ー
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
生
理
学
研
究
か
ら
か
ら
得

て
い
た
［
60
］（
成
立
と
来
歴S. 893/894

を
見
よ
）。

　

細
胞
概
念
の
使
用
が
示
し
て
い
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
は
自
然
科
学
の
「
受
動
的
な
」
受
容
者
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
自
然
科

学
を
自
身
の
理
論
的
発
展
の
た
め
に
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
え
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
は
、
自
然
科
学
を
さ
ま
ざ
ま

な
次
元
で
、
ま
た
特
殊
な
関
心
を
も
っ
て
、
自
身
の
研
究
の
た
め
に
勉
強
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
五

／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
彼
が
自
然
科
学
に
取
り
組
ん
だ
直
接
的
な
動
機
は
、
土
地
の
素
材
的
な
性
質
を
研
究
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
の
地
代
論
を
洗
練
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
は
土
地
の
分
類
や
土
地
の

収
量
、
植
物
や
動
物
の
歴
史
、
化
学
的
関
連
な
ど
実
証
的
か
つ
自
然
科
学
的
な
事
柄
を
詳
細
に
研
究
し
た
。

　

若
き
マ
ル
ク
ス
が
経
済
学
の
研
究
を
始
め
た
と
き
、
彼
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
「
感
性
」
と
い
う
唯
物
論
的
・
人
間
学
的
哲

学
の
影
響
を
強
く
受
け
た
一
方
で
、
同
時
に
生
産
に
お
け
る
自
然
の
中
心
的
役
割
を
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
関
連
は
、
一
八
四
四

年
の
『
経
済
学
・
哲
学
手
稿
』
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
労
働
の
疎
外
だ
け
で
な
く
自
然
か
ら
の
疎
外
を
特

殊
近
代
的
な
病
理
と
し
て
扱
い
、
ま
た
し
た
が
っ
て
「
人
間
主
義
＝
自
然
主
義
」
と
い
う
定
式
に
お
い
て
人
間
と
自
然
と
の
統
一

の
再
構
成
を
訴
え
た
［
61
］。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
哲
学
か
ら
距
離
を
お
い
た
後
、
マ
ル
ク
ス
は
人
間
の
生
産
が
自
然
に
依
存
し

て
い
る
と
い
う
見
方
に
こ
だ
わ
っ
た
。
彼
が
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
な
か
で
指
摘
し
た
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
は
「
人

間
が
当
面
し
て
い
る
自
然
諸
条
件
、
す
な
わ
ち
地
質
学
的
、
山
水
誌
的
、
気
候
的
お
よ
び
そ
の
他
の
諸
状
態
」［
62
］
に
よ
っ
て
制
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約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
あ
ら
ゆ
る
歴
史
的
記
述
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
、
労
働
に
よ
っ
て

媒
介
さ
れ
る
人
間
と
自
然
と
の
間
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。『
哲
学
の
貧
困
』（
一
八
四
七
年
）
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は

地
代
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
規
定
の
た
め
に
は
自
然
科
学
、
と
り
わ
け
化
学
や
地
質
学
に
お
け
る
進
歩
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
た
［
63
］。【8

5
3

】
そ
れ
ゆ
え
、
マ
ル
ク
ス
が
地
代
の
形
成
を
、「
収
穫
逓
減
法
則
」
と
い
う
リ
カ
ー
ド
ウ
の
抽
象
を
乗
り
越
え
、

主
題
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
自
然
科
学
が
重
要
で
あ
っ
た
。
収
穫
逓
減
法
則
に
対
す
る
批
判
は
、
彼
の
自
然
科

学
研
究
の
中
心
的
関
心
事
で
あ
り
続
け
た
の
だ
。

　

リ
カ
ー
ド
ウ
の
法
則
は
、
土
地
に
つ
い
て
、
資
本
投
下
が
継
起
的
に
増
大
す
る
と
し
て
も
、
収
穫
は
常
に
減
少
す
る
と
い
う
こ

と
を
想
定
し
て
い
た
。
価
格
は
最
も
不
利
な
生
産
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
、
よ
り
有
利
な
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
生

産
物
は
よ
り
高
い
価
格
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
優
等
地
と
劣
等
地
の
間
の
差
が
地
代
の
源
泉
に
な
る
と
さ

れ
る
。
人
口
増
加
の
結
果
、
つ
ね
に
よ
り
不
利
な
土
地
が
耕
作
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
リ
カ
ー
ド
ウ
は
こ
こ

か
ら
穀
物
価
格
の
上
昇
傾
向
を
導
き
出
し
、
そ
れ
が
再
び
比
例
的
に
労
賃
を
上
昇
さ
せ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
利
潤
を
減
少
さ
せ

る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
こ
と
が
長
期
的
に
み
れ
ば
生
産
の
停
滞
に
つ
な
が
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
し
た
。
ト
マ
ス
・
ロ
バ
ー
ト
・
マ

ル
サ
ス
は
、
人
口
は
幾
何
級
数
的
に
増
大
す
る
が
、
食
糧
生
産
は
た
だ
算
術
級
数
的
に
し
か
増
加
し
な
い
と
し
て
、
絶
対
的
過
剰

人
口
は
社
会
的
発
展
の
不
可
避
的
な
傾
向
で
あ
る
と
悲
観
的
に
考
え
た
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、
原
理
的
に
は
差
額
地
代
の
論
理
に
同
意
し
た
と
は
い
え
、
す
で
に
『
哲
学
の
貧
困
』
に
お
い
て
リ
カ
ー
ド
ウ
の

想
定
も
マ
ル
サ
ス
の
想
定
も
受
容
し
て
は
い
な
か
っ
た
［
64
］。
彼
は
、地
代
の
形
成
に
つ
い
て
よ
り
抽
象
的
で
な
い
分
析
を
試
み
、

そ
れ
は
「
一
八
五
〇
―

一
八
五
三
年
の
ロ
ン
ド
ン
・
ノ
ー
ト
」
が
記
録
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
そ
こ
で
彼
の
自

然
科
学
研
究
を
継
続
し
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
や
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ジ
ョ
ン
・
モ
ー
ト
ン
や
ヘ
ン
リ
ー
・
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チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ケ
ア
リ
の
著
作
に
も
と
づ
い
て
農
業
問
題
を
扱
っ
た
（M

EGA
2 IV/8

お
よ
びIV/9

）。
そ
の
際
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ

て
、
近
代
的
進
歩
に
つ
い
て
広
範
に
流
布
し
て
い
た
楽
観
主
義
を
見
出
し
、
そ
れ
と
自
ら
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で

は
な
か
っ
た
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て
は
、マ
ル
ク
ス
は
彼
が
す
で
に
リ
カ
ー
ド
ウ
以
前
に
差
額
地
代
を
考
案
し
て
お
り
［
65
］、

同
時
に
、
農
業
が
進
歩
し
、
最
劣
等
の
土
地
等
級
で
さ
え
も
収
量
が
増
加
す
る
と
い
う
考
え
の
支
持
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し

た
［
66
］。
同
様
に
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
ケ
ア
リ
は
リ
カ
ー
ド
ウ
の
体
系
を
「
不
和
の
体
系
」
と
し
て
批
判
し
、
そ
れ
に
社
会

的
発
展
が
進
む
な
か
で
農
業
生
産
が
増
大
す
る
と
い
う
法
則
性
を
対
置
し
た
［
67
］。
ケ
ア
リ
は
反
対
に
、
一
国
の
耕
作
は
【8

5
4

】

最
劣
等
地
で
始
ま
り
、
協
同
や
道
具
の
改
良
、
機
械
設
備
の
使
用
に
よ
る
社
会
的
生
産
性
の
発
展
の
結
果
、
つ
ね
に
よ
り
良
い
土

地
が
耕
作
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
主
張
し
た
の
だ
。
当
時
、
マ
ル
ク
ス
は
ケ
ア
リ
の
著
作
か
ら
農
業
生
産
性
が
上
昇
す
る
可
能
性
に
つ

い
て
の
多
く
の
指
摘
を
書
き
留
め
て
い
る
［
68
］。

　

マ
ル
ク
ス
に
は
、
リ
カ
ー
ド
ウ
の
「
収
穫
逓
減
の
法
則
」
を
農
芸
化
学
や
地
質
学
の
発
展
に
よ
っ
て
克
服
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
よ
う
に
見
え
た
。
と
い
う
の
も
、
農
芸
化
学
や
地
質
学
の
発
展
は
、
交
通
手
段
や
輸
送
手
段
の
発
展
と
と
も
に
、
農
業
生
産

の
急
速
な
発
展
を
期
待
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
も
ま
た
彼
の
『
農
芸
化
学
』
第
四
版
で
、
土
地
の
豊
度
を
維
持
す
る

た
め
に
、
骨
の
折
れ
る
厩
肥
や
骨
を
散
布
す
る
こ
と
は
不
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
楽
観
的
に
予
測
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
こ
の
返

還
が
排
泄
物
、
灰
、
骨
の
い
ず
れ
の
形
態
で
あ
ろ
う
と
、
ど
の
形
態
で
行
わ
れ
る
か
は
ほ
と
ん
ど
ど
う
で
も
よ
い
。
耕
作
地
に
水

性
ガ
ス
の
溶
解
物
（
ケ
イ
酸
カ
リ
ウ
ム
）、
燃
や
し
た
藁
の
灰
、
そ
し
て
化
学
工
場
で
つ
く
ら
れ
た
リ
ン
酸
塩
の
肥
料
を
撒
く
時
代
が

来
る
だ
ろ
う
」［
69
］
と
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
彼
は
、
工
場
で
大
量
生
産
さ
れ
た
、
無
機
物
を
十
分
に
含
む
化
学
肥
料
を
用
い
る

こ
と
で
、
農
業
生
産
性
は
急
速
に
上
昇
す
る
だ
ろ
う
と
結
論
付
け
た
。
こ
う
し
て
彼
は
、
は
じ
め
は
、
食
糧
不
足
と
土
地
疲
弊
の

問
題
は
、
化
学
の
発
展
と
そ
れ
の
農
業
へ
の
充
用
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
う
る
と
期
待
し
て
い
た
。
こ
の
人
工
肥
料
の
工
業
的
な
大
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量
生
産
に
向
け
ら
れ
た
期
待
を
マ
ル
ク
ス
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
と
共
有
し
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
、
マ
ル
サ
ス
の
想
定
に
対
し

て
、
一
九
世
紀
の
農
業
革
命
に
よ
っ
て
農
業
生
産
が
実
際
に
は
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
を
対
置
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、「
し
か
し
、
僕
が
こ
ん
な
こ
と
に
従
事
す
る
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
く
る
確
信
は
、
農
業
の
改
革
、
し
た
が
っ

て
ま
た
そ
れ
に
も
と
づ
く
つ
ま
ら
な
い
所
有
の
改
革
が
、
き
た
る
べ
き
変
革
の
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
れ
が
な
い
か
ぎ
り
、
マ
ル
サ
ス
お
や
じ
の
言
い
分
も
正
し
い
」［
70
］。

　

一
八
五
〇
年
代
は
じ
め
の
マ
ル
ク
ス
の
自
然
科
学
研
究
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
次
の
点
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

時
、
マ
ル
ク
ス
は
自
然
科
学
の
お
か
げ
で
重
要
な
概
念
的
拡
張
に
成
功
し
て
い
た
。
こ
こ
で
か
な
り
大
き
な
意
味
を
も
つ
の
は
彼

の
ロ
ー
ラ
ン
ト
・
ダ
ニ
エ
ル
ス
と
の
友
情
で
あ
り
、
彼
は
マ
ル
ク
ス
に
「
物
質
代
謝
（Sotffw

echsel

）」
と
い
う
概
念
の
使
用
を

通
じ
て
刺
激
を
与
え
た
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
言
葉
を
ダ
ニ
エ
ル
ス
を
通
じ
て
知
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
一
八
五
一
年
二
月
に
彼

が
マ
ル
ク
ス
に
『
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
』
と
題
し
た
草
稿
を
送
り
、
徹
底
的
に
批
判
す
る
よ
う
頼
ん
だ
と
き
で
あ
っ
た
［
71
］。『
ミ

ク
ロ
コ
ス
モ
ス
』
に
お
い
て
【8
5
5

】
ダ
ニ
エ
ル
ス
は
こ
の
概
念
を
、
社
会
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
用
い
た
。

マ
ル
ク
ス
は
、
ダ
ニ
エ
ル
ス
の
試
み
が
、
た
し
か
に
唯
物
論
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
し
か
し
同
様
に
機
械
論
的
な
歴
史
叙
述
で
あ

る
こ
と
に
は
大
し
て
感
銘
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
一
八
五
一
年
三
月
に
物
質
代
謝
概
念
を
自
身
の
手
稿
「
省
察
」
に
お
い
て
、
む

し
ろ
貨
幣
や
商
品
の
循
環
を
ア
ナ
ロ
ジ
ー
的
に
、有
機
的
で
「
生
き
生
き
と
し
た
」
過
程
と
し
て
描
き
出
す
た
め
に
用
い
た
［
72
］。

ダ
ニ
エ
ル
ス
は
そ
の
直
後
、
逮
捕
さ
れ
、
一
八
五
五
年
に
劣
悪
な
拘
留
条
件
の
た
め
に
死
亡
し
た
。

　

物
質
代
謝
と
い
う
概
念
は
、
一
九
世
紀
の
は
じ
め
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
著
者
に
よ
っ
て
、
生
物
と
そ
の
環
境
と
の
間
の
相
互
作

用
を
描
写
す
る
に
あ
た
っ
て
使
わ
れ
、後
に
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
が
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
と
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
［
73
］。
リ
ー

ビ
ッ
ヒ
も
ま
た
『
農
芸
化
学
』
に
お
い
て
こ
の
概
念
を
同
化
と
異
化
の
化
学
的
過
程
を
描
く
た
め
に
使
用
し
た
。
人
間
は
自
然
の
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一
部
で
あ
り
、
自
然
と
絶
え
ず
交
流
す
る
な
か
で
の
み
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
は
呼
吸
し
、
食
べ
、
飲
み
、
排
泄
す
る
。

炭
酸
は
植
物
に
よ
っ
て
再
び
酸
素
に
変
換
さ
れ
、
排
泄
物
は
土
地
を
豊
か
に
す
る
。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
理
論
が
生
理
学
を
越
え
て
広

範
に
受
容
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
、
こ
の
概
念
は
、
自
然
と
社
会
と
の
間
の
、
ま
た
社
会
内
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
互
作
用
に
対
し

て
用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
経
済
学
に
よ
っ
て
生
産
と
分
配
、
消
費
の
社
会
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
、

「m
etabolism

（
代
謝
）」

―
こ
の
語
の
英
語
訳

―
と
い
う
現
在
の
使
用
方
法
に
相
当
し
て
い
る
［
74
］。
こ
の
視
点
は
、
著
者

の
間
で
大
き
な
違
い
は
あ
る
が
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
だ
け
で
な
く
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
や
ヤ
ー
コ
ブ
・
モ
レ
シ
ョ
ッ

ト
、
ユ
リ
ウ
ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・
マ
イ
ア
ー
に
よ
っ
て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
［
75
］。

　

そ
の
後
何
年
か
の
間
に
、
マ
ル
ク
ス
は
物
質
代
謝
概
念
を
、「
労
働
」
を
自
然
と
の
社
会
的
交
換
の
媒
介
と
し
て
描
く
た
め
に

用
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
人
間
と
自
然
と
の
間
の
一
過
程
、す
な
わ
ち
人
間
が
自
然
と
の
、そ
の
物
質
代
謝
を
彼
自
身
の
行
為
に
よ
っ

て
媒
介
し
、規
制
し
、管
理
す
る
一
過
程
」
で
あ
る
と
し
た
の
だ
［
76
］。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、お
そ
ら
く
ど
の
よ
う
な
社
会
で
も
【8

5
6

】

環
境
は
労
働
と
い
う
人
間
の
行
為
に
よ
っ
て
合
目
的
的
お
よ
び
意
識
的
に
変
化
さ
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
、
資
本
主
義
的
自
然
諸

関
係
の
独
自
性
は
、お
よ
そ
は
じ
め
て
「
資
本
が
、〔
…
…
〕
自
然
の
普
遍
的
領
有
〔
を
作
り
出
す
〕」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
［
77
］。
も
っ

と
も
、
労
働
力
の
消
費
の
仕
方
は
各
社
会
的
諸
形
態
に
お
け
る
生
産
諸
関
係
や
生
産
力
の
水
準
お
よ
び
生
産
物
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
や
「
賃
労
働
と
資
本
と
の
関
係
」
は
、「
自
然
と
の

間
で
行
う
物
質
代
謝
の
自
然
的
、
非
有
機
的
諸
条
件
」［
78
］
か
ら
の
人
間
の
「
分
離
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

マ
ル
ク
ス
は
労
働
力
や
自
然
力
が
資
本
の
無
限
の
増
殖
欲
求
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に
充
用
さ
れ
る
か
を
研
究
し
た
。

　

マ
ル
ク
ス
は
よ
り
広
範
な
自
然
科
学
的
術
語
を
自
ら
の
経
済
学
草
稿
に
役
立
て
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
彼
は
商
品
を
ブ
ル
ジ
ョ

ア
社
会
の
「
経
済
的
な
細
胞
形
態
」
と
呼
ん
だ
。
価
値
は
対
象
化
さ
れ
た
労
働
と
し
て
、
感
覚
的
に
把
握
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
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「
経
済
的
諸
形
態
の
分
析
に
際
し
て
は
〔
…
…
〕
顕
微
鏡
も
化
学
的
試
薬
も
役
に
立
ち
え
な
い
」
と
さ
れ
る
。「
抽
象
力
が
両
者
に

取
っ
て
代
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」［
79
］。
マ
ル
ク
ス
は
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
か
ら
「
地
質
学
的
構
成
」［
80
］
と
い
う
概
念
を
借
用
し
、

生
理
学
か
ら
は
「
有
機
的
構
成
」
と
い
う
表
現
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
は
た
と
え
ば
ル
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
が
化
学
的
生

理
学
的
過
程
の
分
析
に
お
い
て
有
機
物
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
［
81
］、
そ
れ
を
マ
ル
ク
ス
は
不
変
資
本
と
可
変

資
本
と
に
分
か
れ
る
資
本
の
価
値
構
成
を
示
す
た
め
に
用
い
た
。
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
は
、
経
済
学
と
生
理
学
の
間
の
方
法
論
的
類

似
性
を
見
て
［
82
］、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
【8

5
7

】『
論
理
学
』
に
関
し
て
も
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
貨
幣
所
持
者
ま
た
は
商
品
所
持

者
は
、
生
産
の
た
め
に
前
貸
し
さ
れ
る
最
小
限
の
額
が
中
世
の
最
大
限
を
は
る
か
に
超
え
る
場
合
に
は
じ
め
て
、
現
実
に
資
本
家

に
転
化
す
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
自
然
科
学
の
場
合
と
同
様
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
彼
の
『
論
理
学
』
の
な
か
で
発
見
し
た
法
則
、
す

な
わ
ち
、た
ん
な
る
量
的
な
変
化
が
あ
る
一
定
の
点
で
質
的
な
区
別
に
転
化
す
る
と
い
う
法
則
の
正
し
さ
が
、実
証
さ
れ
る
」［
83
］。

　

し
か
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
場
合
、
自
然
科
学
の
役
割
は
経
済
的
諸
関
連
に
対
す
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
形
成
す
る
た
め
に
自
然

科
学
的
な
術
語
を
用
い
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
彼
の
自
然
科
学
研
究
は
、
彼
の
経
済
学
批
判
に
と
っ
て
理
論
的
な
重
要
性
を

も
有
し
て
お
り
、
そ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
は
自
然
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
人
間
と
自
然
と
の
間
の
物
質
代
謝
は
資
本
に
よ
っ
て
根
本
的
に
変
化
さ
せ
ら
れ
、
再
編
成
さ
れ
る
。
数
多
く
の
議
会

報
告
書
に
も
と
づ
い
て
、マ
ル
ク
ス
が
労
働
力
の
疲
弊
を
「
労
働
日
」
や
「
機
械
と
大
工
業
」
の
章
で
詳
細
に
叙
述
し
た
よ
う
に
、

彼
の
自
然
科
学
抜
粋
は
自
然
力
の
疲
弊
と
い
う
経
験
的
内
容
を
補
完
し
て
い
る
。
彼
は
自
身
の
自
然
科
学
的
知
見
の
基
礎
の
う
え

に
、
生
産
の
物
質
的
諸
条
件
を
悪
化
さ
せ
る
資
本
主
義
の
破
壊
的
傾
向
を
批
判
し
た
。
こ
の
批
判
た
め
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
の

が
、『
資
本
論
』
第
三
部
の
た
め
の
草
稿
の
執
筆
や
そ
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年

の
大
ノ
ー
ト
」
な
の
で
あ
る
。
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
農
業
革
命
は
必
然
的
に
農
業
生
産
性
の
急
速
な
上
昇
を
と
も
な
っ
た
が
、
他
方
、
同
時
に
、
土
地
疲

弊
と
過
度
な
森
林
伐
採
が
社
会
問
題
と
な
り
、
あ
る
目
撃
者
は
「
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
ま
た
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
開
墾
さ
れ
て
間
も

な
い
北
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
さ
え
も
、
多
く
の
場
所
で
土
地
の
収
量
が
憂
慮
す
べ
き
仕
方
で
減
少
し
」
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
が

「
今
で
は
百
倍
も
証
明
さ
れ
て
い
る
」［
84
］
と
見
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。「
合
理
的
農
業
」

―
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
テ
ー
ア
が
基

礎
づ
け
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
も
ま
た
そ
の
伝
統
の
な
か
に
い
た

―
は
、
土
地
の
豊
度
と
貧
困
化
の
法
則
を
突
き
止
め
る
と
い
う
実
際

上
の
必
要
性
に
対
す
る
一
つ
の
反
応
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
疲
弊
と
再
生
と
い
う
問
題
が
、
農
業
の
、
ま
た
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
社
会
全
体
の
「
死
活
問
題
」［
85
］
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
【8

5
8

】
土
地
疲
弊
の
危
険
性
の
増
大
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
、リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
、著
作
が
約
二
〇
年
間
絶
版
に
な
っ
て
い
た
後
に
、

『
農
芸
化
学
』
第
七
版
を
出
版
し
、
そ
こ
で
彼
の
警
告
的
な
ト
ー
ン
を
強
め
た
［
86
］。
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
「
耕
作
の
自
然

法
則
へ
の
序
論
」
に
お
い
て
は
、
人
工
肥
料
を
用
い
る
こ
と
で
生
産
性
は
急
速
に
増
大
す
る
と
い
う
以
前
の
彼
の
楽
観
的
な
予
想

は
消
え
て
い
た
。
先
述
の
よ
う
に
、マ
ル
ク
ス
は
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
の
な
か
で
、リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
「
序
論
」

か
ら
非
常
に
念
入
り
に
抜
粋
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
土
地
疲
弊
を
め
ぐ
る
論
争
へ
の
関
心
を
深
め
た
と
同
時
に
、
彼
は
農
芸
化
学
の

最
新
の
見
識
を
『
資
本
論
』
第
一
巻
に
取
り
入
れ
た
。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
理
論
の
お
か
げ
で
、
マ
ル
ク
ス
は
土
地
疲
弊
の
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
と
の
間
の
社
会
的
な
物
質
代
謝
の
攪
乱
を
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
矛
盾
と
し
て
、
明
確

に
生
態
学
的
な
観
点
か
ら
取
り
扱
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
文
脈
の
な
か
で
、
リ
カ
ー
ド
ウ
の
地
代
論
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
評
価

掠
奪
農
業
と
人
間
と
自
然
と
の
間
の
物
質
代
謝
の
攪
乱
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は
新
た
な
次
元
を
獲
得
し
た
。
リ
カ
ー
ド
ウ
は
差
額
地
代
の
論
理
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
土
地
収
量
が
減
少
す
る
と
い
う
彼
の
モ

デ
ル
は
、
生
産
性
の
上
昇
を
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
け
で
な
く
、
マ
ル
ク
ス
が
土
地
疲
弊
と
い
う
別
の
社
会
的
動
態
が
（
資

本
主
義
的
矛
盾
の
現
れ
と
し
て
）
始
動
し
た
の
を
見
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
説
得
力
に
欠
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ケ
ア
リ
は
一
八
五
〇
年
代
に
す
で
に
、
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
土
地
成
分
の
浪
費
は
将
来
の
世
代
に
対
す
る
「
犯
罪
」
で
あ

る
と
批
判
し
て
い
た
［
87
］。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
、
こ
う
し
た
警
告
を
自
身
の
掠
奪
農
業
批
判
に
取
り
入
れ
、
彼
の
『
農
芸
化
学
』
第

七
版
や
『
化
学
通
信
』
に
お
い
て
、
ケ
ア
リ
の
著
作
か
ら
長
い
節
句
を
引
用
し
た
。「
土
地
を
掠
奪
す
る
た
め
の
労
働
は
放
り
出

さ
れ
た
労
働
よ
り
も
悪
い
。
後
者
の
場
合
、
そ
れ
は
現
世
代
に
と
っ
て
の
損
失
で
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
、
貧
困
は
子
孫
が
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
る
」［
88
］。
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
も
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
が
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
で
書
き
留
め
た

よ
う
に
、『
北
ア
メ
リ
カ
ノ
ー
ト
』
の
な
か
で
「
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
掠
奪
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
し
た
。「
古
い

土
地
を
回
復
さ
せ
る
よ
り
も
、
新
し
い
土
地
を
開
墾
し
、
作
付
け
し
た
方
が
よ
り
安
上
が
り
で
、
よ
り
多
く
の
利
潤
を
も
た
ら
す
。

〔
…
…
〕
そ
し
て
、
も
し
そ
の
食
物
が
ソ
バ
の
よ
う
に
、
痩
せ
た
土
壌
で
も
育
つ
よ
う
な
も
の
の
場
合
は
、
土
壌
を
痩
せ
る
が
ま
ま

に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
で
も
こ
の
作
物
が
育
つ
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
」（S. 312.4-18

）。
こ
こ
で
特
徴
的
な
の

は
以
下
の
よ
う
な
新
た
な
洞
察
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
掠
奪
農
業
は
【8

5
9

】
近
代
の
社
会
的
生
産
の
シ
ス
テ
ム
的
な
問
題
に
な
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
の
問
題
は
個
人
の
道
徳
的
に
誤
っ
た
行
為
に
単
純
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
農
芸
化
学
者
の
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ
ー
も
ま
た
「
掠
奪
シ
ス
テ
ム
の
恒
常
性
」
に
つ
い
て
語
っ
た
の
で
あ
る
［
89
］。

　
「
一
八
五
〇
―

一
八
五
三
年
の
ロ
ン
ド
ン
・
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
は
ケ
ア
リ
や
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
こ
う
し
た
警

告
に
は
大
し
た
注
意
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、そ
れ
と
は
対
照
的
に
、一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
に
は
、掠
奪
農
業
の
問
題
を『
資

本
論
』
や
Ｉ
Ａ
Ａ
で
の
講
演
に
組
み
入
れ
た
。
こ
う
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
講
演
の
草
稿
に
お
い
て
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
理
論
を
イ
ン
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グ
ラ
ン
ド
の
植
民
地
支
配
に
応
用
し
つ
つ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
土
地
疲
弊
を
指
摘
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
掠
奪
経
済
が
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
を
一
大
農
業
地
域
に
転
化
さ
せ
た
と
き
、
そ
れ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
土
地
を
疲
弊
さ
せ
る
と
さ
れ
た
。「
土
地
は
施
肥

が
足
ら
ず
、
酷
使
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
部
は
考
え
も
な
く
行
わ
れ
た
農
場
の
統
合
の
た
め
で
あ
り
、
一
部
は
穀
作
エ
ー
カ
ー

制
度
の
も
と
で
、
借
地
農
業
者
は
、
た
い
て
い
自
分
用
の
土
地
の
施
肥
を
彼
の
労
働
者
に
ま
か
せ
た
か
ら
で
あ
る
。〔
…
…
〕
そ
こ

で
そ
の
結
果
は
、
現
地
民
が
徐
々
に
追
い
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
国
民
の
生
命
の
源
泉
で
あ
る
土
地
が
徐
々
に
衰
え
、

疲
弊
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」［
90
］。
土
地
生
産
物
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
輸
出
さ
れ
た
が
、
土
地
か
ら
取
り

出
し
た
成
分
が
戻
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
生
産
物
が
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
相
対
的
に
減
少
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
こ
こ
一
世
紀
半
こ
の
か
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
土
地
を
輸
出
し
た

―
そ
の
耕
作
者
に
土

地
成
分
の
補
充
手
段
す
ら
も
与
え
ず
に

―
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」［
91
］。

　

掠
奪
農
業
は
国
際
的
な
商
品
取
引
に
と
も
な
っ
て
進
行
し
、
人
間
と
自
然
と
の
間
の
物
質
代
謝
に
「
修
復
不
可
能
な
亀
裂
」
を

も
た
ら
す
だ
ろ
う
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、「
地
力
が
浪
費
さ
れ
、
ま
た
こ
の
浪
費
は
商
業
を
つ
う
じ
て
自
国
の
境
界
を
越
え
て
遠

く
ま
で
広
め
ら
れ
る
（
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
）」［
92
］。
こ
う
し
て
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
結
果
と
し
て
、
自
然
的
物
質
代

謝
と
社
会
的
物
質
代
謝
に
お
け
る
亀
裂
が
拡
大
す
る
危
険
性
を
定
式
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
持
続
的
な
生
産
そ
の

も
の
も
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
応
じ
て
マ
ル
ク
ス
は
、
社
会
主
義
戦
略
を
、
人
間
と
自
然
と
の
間
の
物
質
代
謝
を
回
復
さ
せ
る
必
要
性
の
う
ち
に
見
出

し
、こ
の
や
り
方
で「
人
間
主
義
＝
自
然
主
義
」と
い
う
自
身
の
以
前
の
哲
学
的
立
場
を
再
定
式
化
し
た
。
い
ま
や
マ
ル
ク
ス
は「
社

会
化
し
た
人
間
、
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ト
し
た
生
産
者
た
ち
が
、【8

6
0

】
盲
目
的
な
力
と
し
て
の
自
分
た
ち
と
自
然
と
の
物
質
代
謝
に

よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
こ
と
を
や
め
て
、
こ
の
物
質
代
謝
を
合
理
的
に
規
制
し
、
自
分
た
ち
の
共
同
的
制
御
の
も
と
に
お
く
と
い
う
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こ
と
、
つ
ま
り
、
力
の
最
小
の
消
費
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
人
間
本
性
に
最
も
ふ
さ
わ
し
く
最
も
適
合
し
た
条
件
の
も
と
で
こ

の
物
質
代
謝
を
行
な
う
」［
93
］
こ
と
を
求
め
た
。

　

マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
、
自
然
の
資
本
主
義
的
な
掠
奪
の
問
題
は
、
土
地
疲
弊
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ス
タ
ン
レ
ー
・
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
は
「
石
炭
問
題
」
に
お
い
て
、
同
じ
く
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
土
地
疲
弊
の
理
論
に
も
と
づ
い
て
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
石
炭
埋
蔵
量
の
枯
渇
を
警
告
し
た［
94
］。マ
ル
ク
ス
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
関
心
を
も
ち
、「
農
業
ノ
ー
ト
」の「
一
八
六
八

年
の
ノ
ー
ト
三
」
に
お
い
て
、そ
の
著
作
の
タ
イ
ト
ル
を
書
き
留
め
、そ
れ
に
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
た
（S. 587.14

）［
95
］。「
一
八
六
五

／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
は
、
農
業
の
よ
り
広
範
な
領
域
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
注
意
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
マ
ル
ク

ス
は
、
ル
イ
・
ム
ニ
エ
の
『
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
』
を
読
み
、
そ
れ
を
『
資
本
論
』
第
三
部
の
た
め
の
草
稿
に
お
い
て
も
、
土
地
価

格
の
規
定
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
支
配
的
だ
っ
た
分
割
地
所
有
の
特
異
性

―
ム
ニ
エ
は
そ
れ
を
王
党
主
義
的
な
観
点
か
ら
強
く

批
判
し
て
い
た

―
に
関
連
し
て
用
い
た
［
96
］。
ム
ニ
エ
の
著
作
か
ら
の
長
い
抜
粋
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
は
ア
ル
プ
ス
山
脈
や

ピ
レ
ネ
ー
山
脈
で
の
大
規
模
な
森
林
伐
採
が
地
域
の
気
候
を
変
化
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
農
業
が
困
難
に
な
っ
た
と
い

う
報
告
に
も
注
意
を
向
け
た
（S. 195-198

）。

　

さ
ら
に
、
マ
ル
ク
ス
は
畜
産
も
ま
た
近
代
的
な
生
産
諸
力
の
発
展
の
影
響
下
に
あ
る
と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
文

脈
に
お
い
て
重
要
な
人
物
が
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
イ
ク
ウ
ェ
ル
で
あ
る
。彼
は
、第
一
次
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
農
業
革
命
の
間
、「
選
択
の
体
系
」

に
よ
っ
て
、
骨
を
少
な
く
し
肉
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
た
動
物
品
種
を
飼
育
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
ベ
イ
ク
ウ
ェ
ル
を
レ
オ
ン
ス
・
ド
・

ラ
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
著
作
を
通
じ
て
研
究
し
て
い
る
が
、
ラ
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
は
こ
う
し
た
発
展
を
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
に
対
す
る
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
農
業
の
優
越
性
と
し
て
無
条
件
に
称
賛
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
う
し
た
発
展
に
は
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
と
み
え
、「
新

し
い
」
動
物
品
種
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
そ
れ
ゆ
え
、
早
熟
、
全
般
的
に
弱
々
し
く
、
骨
の
欠
如
、
た
く
さ
ん
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の
脂
肪
と
肉
の
発
達
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
人
工
的
な
産
物
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
反
吐
が
出
る
！
」（S. 234.33-35

）。

　

ラ
ベ
ル
ニ
ュ
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
ム
と
い
う
ド
イ
ツ
で
の
支
持
者
を
得
て
い
た
。
ハ
ム
か
ら
の
抜
粋
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス

は
再
び
こ
の
よ
う
な
楽
観
的
見
解
か
ら
距
離
を
お
き
、
以
下
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
こ
の
牢
屋
の
な
か
で
動
物
た
ち

は
【8

6
1

】
生
ま
れ
、
殺
さ
れ
る
日
ま
で
そ
の
な
か
に
い
る
。
問
題
は
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
、
飼
育
シ
ス
テ
ム

と
結
び
つ
い
て
動
物
た
ち
を
た
ん
な
る
肉
と
脂
肪
の
塊
に
変
え
る
た
め
に
異
常
な
形
で
成
長
さ
せ
、
そ
の
骨
を
抑
え
つ
け
る
が
、

以
前（
一
八
四
八
年
よ
り
前
）は
解
放
さ
れ
た
空
気
の
も
と
に
可
能
な
か
ぎ
り
と
ど
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

最
終
的
に
は
、生
命
力
を
大
い
に
損
ね
る
原
因
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」（S. 303.7-13

）。
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
ら
の
抜
粋
の
な
か
で
、

資
本
主
義
的
な
掠
奪
農
業
が
い
か
に
農
業
や
素
材
的
環
境
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
を
変
容
さ
せ
、
劣
化
さ
せ
る
か
を
認
識
し
た
。

　

パ
ト
リ
ッ
ク
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ダ
ヴ

―
マ
ル
ク
ス
は
彼
の
『
政
治
学
要
諦
』
を
読
ん
で
い
た

―
は
、「
人
間
は
地
球
の
生

命
を
借
り
る
者
に
す
ぎ
な
い
」（S. 284.17
）
と
、
生
態
学
的
な
観
点
か
ら
掠
奪
農
業
を
批
判
し
た
。
同
様
の
考
え
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ

に
も
見
ら
れ
る
（S. 133.22-38

）。
そ
こ
か
ら
刺
激
さ
れ
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
三
部
の
た
め
の
草
稿
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
よ
り
高
度
な
経
済
的
社
会
構
成
体
の
立
場
か
ら
は
、
個
々
の
個
人
に
よ
る
地
球
の
私
的
所
有
は
、

あ
る
人
間
に
よ
る
他
の
人
間
の
私
的
所
有
と
同
様
に
ま
っ
た
く
ば
か
げ
た
も
の
と
し
て
現
れ
る
だ
ろ
う
。
一
社
会
全
体
さ
え
、
一

国
民
で
さ
え
、
い
な
、
同
時
代
の
す
べ
て
の
社
会
を
一
緒
に
し
た
も
の
で
さ
え
、
大
地
の
所
有
者
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
大
地
の

占
有
者
、
大
地
の
用
益
者
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
よ
き
家
長
た
ち
と
し
て
、
こ
れ
を
改
良
し
て
次
の
世
代
に
遺
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
」［
97
］。

　

マ
ル
ク
ス
と
ダ
ヴ
の
重
要
な
違
い
は
、た
し
か
に
ダ
ヴ
は
掠
奪
農
業
と
い
う
見
解
を
も
と
に
土
地
所
有
者
階
級
を
批
判
し
た
が
、

し
か
し
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
は
た
ん
に
土
地
の
国
家
管
理
を
提
案
し
た
だ
け
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
意
識
的
な
土
地
管
理
と
い



39

マ
ル
ク
ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
〇

う
同
様
の
考
え
は
、
オ
イ
ゲ
ン
・
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
に
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
土
地
疲
弊
の
危
険
性
は
政
治
的
機
能
の
介
入

を
必
要
と
し
、
す
な
わ
ち
社
会
が
共
同
体
と
し
て
ま
た
国
家
と
し
て
植
物
の
栄
養
素
の
循
環
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」［
98
］
と
い
う
の
だ
。
一
方
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
は
、
こ
の
こ
と
を
必
然
的
な
運
命
と
し
て
受
け
入
れ
た
の
で
［
99
］、
こ

れ
に
対
し
て
マ
ル
ク
ス
は
彼
を
「
ま
っ
た
く
保
守
的
な
農
芸
化
学
者
」
と
特
徴
づ
け
た
［
100
］。
マ
ル
ク
ス
は
自
然
諸
条
件
の
悪
化

に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
、
自
然
と
の
間
の
社
会
的
物
質
代
謝
の
実
際
の
変
革
を
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
を
越
え
た
と
こ
ろ
で

見
て
い
た
。
そ
れ
は
「
同
時
に
、
あ
の
物
質
代
謝
の
た
ん
に
自
然
発
生
的
に
生
じ
た
諸
状
態
を
破
壊
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の

物
質
代
謝
を
、
社
会
的
生
産
の
規
制
的
法
則
と
し
て
、
ま
た
完
全
な
人
間
の
発
展
に
適
合
し
た
形
態
に
お
い
て
、
体
系
的
に
再
建

す
る
こ
と
を
強
制
す
る
」［
101
］
の
だ
。
こ
の
構
想
の
具
体
化
が
、
マ
ル
ク
ス
が
一
八
六
八
年
以
降
追
求
し
た
理
論
的
お
よ
び
実
践

的
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

本
巻
は
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
の
た
め
の
草
稿
を
執
筆
し
て
い
る
間
に
作
成
し
た
「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー

ト
」
を
は
じ
め
て
公
刊
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
八
六
八
年
以
降
の
マ
ル
ク
ス
の
仕
事
や
研
究
の
過
程
に
と
っ
て
部
分
的
に
は
新
た

な
出
発
点
を
示
す
よ
う
な
四
冊
の
抜
粋
ノ
ー
ト
を
も
公
刊
す
る
。

　

一
八
六
七
年
九
月
に
『
資
本
論
』
第
一
巻
が
出
版
さ
れ
た
後
、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
八
年
一
月
か
ら
続
き
の
部
の
仕
上
げ
に
着

手
し
た
。
こ
の
年
の
前
半
は
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
非
常
に
生
産
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
マ
ル
ク
ス
は
四
冊
の
抜
粋

【8
6
2

】
一
八
六
八
年
の
三
冊
の
「
農
業
ノ
ー
ト
」
に
お
け
る
物
質
代
謝
概
念
の
拡
張
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ノ
ー
ト
を
作
成
し
、『
資
本
論
』
第
二
部
の
た
め
の
第
二
草
稿
の
執
筆
を
開
始
し
た
の
だ
。
マ
ル
ク
ス
が
書
物
と
自
身
の
関
係
に

つ
い
て
述
べ
た
有
名
な
言
葉
は
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
て
い
る
。彼
は「
機
械
な
ん
だ
、本
を
も
り
も
り
食
べ
、そ
れ
か
ら
こ
れ
を
違
っ

た
形
に
し
て
、
歴
史
の
こ
や
し
の
山
に
放
り
出
す
よ
う
に
き
め
ら
れ
て
い
る
機
械
な
ん
だ
」
と
い
う
［
102
］。
同
時
期
に
マ
ル
ク
ス

は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
に
宛
て
て
、「
統
計
そ
の
他
も
の
す
ご
い
量
の
「
資
料
」
を
ど
う
に
か
平
ら
げ
た
が
、そ
の
「
資

料
」
だ
け
で
も
、
こ
う
い
う
類
の
餌
や
、
こ
れ
を
た
ち
ま
ち
に
消
化
す
る
こ
と
に
慣
れ
た
胃
腸
を
持
っ
て
い
な
い
連
中
な
ら
、
病

気
に
な
り
か
ね
な
い
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
［
103
］。
そ
れ
に
く
わ
え
て
マ
ル
ク
ス
は
「
こ
の
四
ヶ
月
の
間
に
、
青

書
や
調
査
書
、
銀
行
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
の
報
告
書
な
ど
に
金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
た
め
」、
娘
の
ラ
ウ
ラ
の
結
婚
式
の
た
め
の
お

金
が
「
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
始
末
だ
っ
た
」［
104
］。
こ
れ
は
、
一
八
六
八
年
夏
に
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー

ト
三
」
に
抜
粋
さ
れ
た
三
四
の
議
会
報
告
書
を
と
く
に
意
味
し
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
は
そ
れ
ら
を
「
一
八
六
八
年
の
固
定
資
本
と

信
用
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
」
と
と
も
に
、『
資
本
論
』
の
さ
ら
な
る
作
業
の
た
め
の
資
料
集
と
し
て
使
用
し
た
。
そ
れ
に
く
わ
え
て
、

マ
ル
ク
ス
は
、
一
八
六
八
年
に
作
成
さ
れ
た
三
冊
の
「
農
業
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
理
論
を
め
ぐ
る
状

況
を
研
究
し
、
そ
の
際
に
自
然
科
学
研
究
と
資
本
主
義
以
前
の
社
会
の
農
業
事
情
を
ま
す
ま
す
深
く
掘
り
下
げ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　

近
代
的
な
掠
奪
農
業
と
土
地
疲
弊
に
対
す
る
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
批
判
を
『
資
本
論
』
で
大
い
に
称
賛
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
研
究
を
や
め
な
か
っ
た
。
逆
に
、
一
八
六
八
年
以
降
、
マ
ル
ク
ス
は
自
然
科
学
を
さ

ら
に
徹
底
的
に
研
究
し
た
。『
資
本
論
』
第
一
巻
の
出
版
後
、
彼
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
土
地
疲
弊
と
土
地
の
豊
度
に
関
す
る
理
論
を

精
査
し
、
そ
れ
を
関
連
す
る
自
然
科
学
の
最
新
の
発
展
で
補
強
す
る
差
し
迫
っ
た
必
要
性
を
感
じ
た
。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
主
張
が
性

急
で
、
あ
る
い
は
誇
張
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
八
年
一
月
三
日
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
宛
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て
て
手
紙
を
書
き
、
カ
ー
ル
・
シ
ョ
ル
レ
ン
マ
ー
に
専
門
的
な
助
言
を
求
め
た
。「
シ
ョ
ル
レ
ン
マ
ー
に
、
農
芸
化
学
の
最
新
最

良
の
本
（
ド
イ
ツ
語
の
も
の
）
は
ど
れ
か
、
聞
い
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
？　

さ
ら
に
、
鉱
物
肥
料
論
者
と
窒
素
肥
料
論
者
と
の

間
の
争
点
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
も
（
最
後
に
僕
が
こ
の
問
題
を
研
究
し
て
か
ら
、【8

6
3

】
ド
イ
ツ
で
は
い
ろ
い
ろ
新
し
い

も
の
が
現
れ
た
の
だ
）。リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
土
地
疲
弊
論
に
対
す
る
反
論
を
書
い
た
近
頃
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
に
つ
い
て
、シ
ョ
ル
レ
ン
マ
ー

は
何
か
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
農
学
者
フ
ラ
ー
ス
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
）
の
沖
積
理
論
を
彼
は
知
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
？　

地
代
に
関
す
る
章
の
た
め
に
、
少
な
く
と
も
あ
る
程
度
ま
で
は
、
こ
の
問
題
の
最
近
の
事
情
を
知
っ
て
お
き
た

い
の
だ
」［
105
］。
だ
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
こ
の
件
に
つ
い
て
、
シ
ョ
ル
レ
ン
マ
ー
は
「
フ
ラ
ー
ス
の
本
の
こ
と
は
〔
…
…
〕
知
ら
な

か
っ
た
」［
106
］
と
短
く
答
え
た
時
、マ
ル
ク
ス
は
独
自
に
本
を
読
み
始
め
て
い
た
［
107
］。
続
い
て
三
冊
の
さ
ら
な
る
「
農
業
ノ
ー
ト
」

が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
理
論
は
大
き
な
論
争
を
引
き
起
こ
し
、「
時
の
話
題
」
に
ま
で
な
っ
て
お
り
［
108
］、
ま
も
な
く
反
論
の
た
め
の

一
連
の
試
論
が
出
版
さ
れ
た
［
109
］。
他
の
経
済
学
者
も
土
地
疲
弊
論
争
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
の
で
、
マ
ル
ク
ス
は
複
雑

な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
。
一
八
六
八
年
の
は
じ
め
、マ
ル
ク
ス
は
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」

と
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
二
」
に
オ
イ
ゲ
ン
・
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
い
く
つ
か
の
著
作
か
ら
抜
粋
し
た
が
（S. 382-385, 405-407, 

411/412

お
よ
び512/516

）［
110
］、
そ
れ
は
こ
の
ベ
ル
リ
ン
の
私
講
師
が
『
資
本
論
』
全
体
に
つ
い
て
の
は
じ
め
て
の
書
評
を
書
い

た
こ
と
が
直
接
的
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
た
（
成
立
と
来
歴S. 1047-1050

を
見
よ
）。
こ
の
時
、
マ
ル
ク
ス
が
【8

6
4

】
リ
ー
ビ
ッ

ヒ
と
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
関
連
を
見
落
と
し
て
い
た
と
は
お
そ
ら
く
考
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ケ
ア
リ
の
支
持
者
で
あ
っ
た

デ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
、
ケ
ア
リ
と
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
と
の
間
の
親
和
性
に
気
づ
き
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
土
地
疲
弊
論
を
ケ
ア
リ
の
理
論
に
組

み
入
れ
る
こ
と
で
、
保
護
主
義
的
政
策
の
弁
護
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ
。
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
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い
る
。「
こ
の
疲
弊
は
、
埋
め
合
わ
せ
の
補
給
が
さ
れ
る
こ
と
な
く
奪
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
〔
…
…
〕。
十
分
な
肥
料
や
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
肥
料
の
入
手
に
つ
い
て
当
惑
す
る
だ
ろ
う
。
収
穫
は
不
可
避
的
に
減
少
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
人
民
の
生
存

を
そ
の
根
本
に
お
い
て
脅
か
す
よ
う
な
こ
う
し
た
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
、
と
り
う
る
唯
一
の
手
段
は
、
つ
ま
り
物
質
分
配
を

意
識
的
に
制
御
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
」［
111
］。
マ
ル
ク
ス
も
ま
た
同
様
に
、「
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ト
し
た
生
産
者
た
ち
が
、〔
…
…
〕

自
分
た
ち
と
自
然
と
の
物
質
代
謝
を
合
理
的
に
規
制
し
、
自
分
た
ち
の
共
同
的
制
御
の
も
と
に
お
く
」
こ
と
を
求
め
て
い
た
が

［
112
］、
そ
の
後
数
年
で
彼
の
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
に
対
す
る
評
価
が
悪
化
す
る
に
つ
れ
、
こ
の
類
似
性
に
ま
す
ま
す
苛
立
ち
を
募
ら
せ

て
い
っ
た
の
は
た
し
か
で
あ
る
。

　

他
の
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
批
判
者
は
、彼
の「
マ
ル
サ
ス
主
義
」に
対
し
て
批
判
を
向
け
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
と
っ
て
と
同
様
、リ
ー
ビ
ッ

ヒ
の
土
地
疲
弊
論
に
と
っ
て
も
、
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
は
着
想
の
源
と
し
て
機
能
し
た
。
過
剰
人
口
に
つ
い
て
の
マ
ル
サ
ス
の
想

定
が
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
助
け
を
借
り
て
科
学
的
妥
当
性
の
外
観
を
手
に
入
れ
た
の
は
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
増
加

が
農
業
生
産
性
の
増
加
を
上
回
り
、
世
界
的
な
グ
ア
ノ
貯
蔵
量
が
急
速
に
使
い
果
た
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
［
113
］。
マ
ル
サ
ス
の
理
論
は
、「
土
地
疲
弊
の
亡
霊
」
と
い
う
姿
で
甦
ら
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
。
土
地
疲
弊
の
問
題
が

自
然
科
学
を
越
え
て
経
済
学
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
マ
ル
サ
ス
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
と
も
な
っ
て
提
起
さ
れ
た
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
将
来
に
関
す
る
こ
の
問
題
に
よ
っ
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

デ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
マ
ル
サ
ス
主
義
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
異
議
を
唱
え
た
。
す
な
わ
ち
「
彼
は
、
こ
の
点

で
は
、
食
料
備
蓄
と
人
口
数
の
不
均
衡
が
す
べ
て
の
困
窮
と
す
べ
て
の
道
徳
的
堕
落
の
決
定
的
な
原
因
で
あ
る
と
み
な
し
た
マ

ル
サ
ス
と
同
様
の
や
り
方
を
と
っ
て
い
る
。
彼
が
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い
る
の
も
ま
た
、
も
し
土
地
疲
弊
が
防
【8

6
5

】
が
れ
な

か
っ
た
な
ら
ば
確
実
に
生
じ
る
は
ず
の
恐
ろ
し
い
事
態
で
あ
る
」［
114
］。
こ
れ
に
対
し
て
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
ケ
ア
リ
に
同
意
し
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て
、
農
業
生
産
性
は
人
口
増
加
と
と
も
に
上
昇
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
う
し
て
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
、
農
業
生
産
増
大
の
法
則
性

と
い
う
ケ
ア
リ
の
発
見
と
と
も
に
、「
マ
ル
サ
ス
の
亡
霊
」
は
「
無
の
う
ち
へ
と
消
散
し
た
」
と
し
［
115
］、
そ
れ
ゆ
え
「
昔
の
土

地
疲
弊
の
亡
霊
」
は
最
終
的
に
葬
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
［
116
］。
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ
ー
は
こ
れ
に
同
意
し
、「
こ

の
よ
う
に
し
て
、
私
た
ち
は
、
敢
然
と
そ
れ
を
直
視
す
る
こ
と
さ
え
す
れ
ば
、
掠
奪
農
業
の
亡
霊
が
無
に
帰
す
の
を
見
る
」
と
し

た
［
117
］。

　
「
農
業
ノ
ー
ト
」の「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、カ
ー
ル
・
ア
ル
ン
ト
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・

ラ
ン
ゲ
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
サ
ー
ヴ
ァ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ル
ー
ベ
ク
と
い
っ
た
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
理
論
に
批
判
的
な
著
者
の
著
作
を
さ

ら
に
抜
粋
し
た
。
さ
ら
に
彼
の
個
人
蔵
書
に
は
、
ユ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
の
著
作
が
引
き
継
が
れ
た
［
118
］。
ア
ウ
と
同
様
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・

コ
ン
ラ
ー
ト

―
彼
の
本
を
マ
ル
ク
ス
は
後
に
リ
ス
ト
に
書
き
留
め
て
お
り
、
も
し
か
す
る
と
読
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
［
119
］

―
も
、
掠
奪
農
業
が
永
遠
に
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
え
な
い
と
い
う
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
主
張
は
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
リ
ー
ビ
ッ

ヒ
は
、
肥
料
の
有
益
性
を
決
定
す
る
投
資
の
収
益
性
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
主
張
し
て
い
た
。
土
壌
物
質
は
豊
富
に
存

在
し
て
い
る
の
で
、
掠
奪
農
業
は
是
正
さ
れ
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
グ
ア
ノ
の
枯
渇
や
土
壌
物
質
の
浪
費
は
、
技
術
的
発
展
に

よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
だ
。
こ
う
し
て
コ
ン
ラ
ー
ト
は
新
た
な
設
備
を
用
い
て
海
の
リ
ン
酸
を
収
集
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
う
し
た
純
粋
に
技
術
的
な
解
決
策
と
は
間
違
い
な
く
距
離
を
お
い
て
い
た
と
は
い
え
、
彼
は

リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
理
論
の
う
ち
に
あ
る
マ
ル
サ
ス
主
義
の
危
険
性
を
認
識
し
て
い
た
。
結
果
と
し
て
、
土
地
耕
作
に
関
す
る
よ
り
精

確
な
歴
史
的
研
究
も
、
掠
奪
農
業
に
対
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
含
み
の
非
運
命
論
的
な
批
判
も
必
要
に
な
っ
た
。

　

こ
の
論
争
の
参
加
者
の
誰
も
が
、
こ
の
よ
う
な
技
術
学
的
で
市
場
志
向
的
な
解
決
策
の
支
持
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
重

要
な
例
外
が
、
マ
ル
ク
ス
の
一
八
六
八
年
の
研
究
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
カ
ー
ル
・
フ
ラ
ー
ス
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
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ル
ク
ス
が
一
八
六
八
年
の
「
農
業
ノ
ー
ト
」
三
冊
す
べ
て
に
お
い
て
、そ
の
著
作
か
ら
抜
粋
し
た
唯
一
の
著
者
で
あ
る
。
彼
の
『
農

業
の
歴
史
』
は
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」（S. 393-404

）
に
、『
農
業
の
本
質
』
の
二
巻
本
両
方
は
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」

お
よ
び
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
二
」（S. 413-434, 459-463, 469-481, 490-498

お
よ
び519-530

）
に
、
ま
た
『
時
間
に
お
け
る
気

候
と
植
物
界
』
は
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」【8

6
6

】（S. 621-627

）
に
抜
粋
さ
れ
た
。
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
は
フ
ラ
ー
ス
の
別
の

一
連
の
著
作
を
所
有
し
て
お
り
［
120
］、
ま
た
読
み
な
が
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
熱
心
に
手
紙
を
書
い
た
。

フ
ラ
ー
ス
の
『
時
間
に
お
け
る
気
候
と
植
物
界
、
両
者
の
歴
史
』（
一
八
四
七
年
）
は
非
常
に
お
も
し
ろ
い
。
と
い
う
の
は
、

歴
史
的
な
時
間
の
な
か
で
気
候
も
植
物
も
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
の
論
証
と
し
て
だ
。
彼
は
、ダ
ー
ウ
ィ
ン
以
前
に
ダ
ー
ウ
ィ

ン
主
義
者
で
あ
り
、
歴
史
的
な
時
間
の
な
か
で
種
そ
の
も
の
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
だ
が
、
同
時
に
農
学
者
で
も
あ
る
。
彼

は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、耕
作
が
進
む
に
つ
れ
て

―
そ
の
程
度
に
応
じ
て

―
、農
民
に
よ
っ

て
あ
ん
な
に
愛
好
さ
れ
る
「
湿
潤
さ
」
が
失
わ
れ
て
い
っ
て
（
し
た
が
っ
て
ま
た
植
物
も
南
か
ら
北
に
移
っ
て
）、
最
後
に
ス
テ
ッ

プ
の
形
成
が
現
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
耕
作
の
最
初
の
作
用
は
有
益
だ
が
、
結
局
は
森
林
伐
採
な
ど
に
よ
っ
て
荒
廃

さ
せ
る
、
云
々
、
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
男
は
、
化
学
者
や
農
学
者
な
ど
で
あ
る
と
と
も
に
、
博
学
な
言
語
学
者
で
も
あ
る

（
彼
は
い
く
つ
か
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
本
を
書
い
て
い
る
）。
彼
の
結
論
は
、
耕
作
は

―
も
し
そ
れ
が
自
然
発
生
的
に
前
進
し
て
い
っ

て
意
識
的
に
支
配
さ
れ
な
い
な
ら
ば
（
こ
の
意
識
的
な
支
配
に
は
も
ち
ろ
ん
彼
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
し
て
思
い
至
ら
な
い
の
だ
が
）

―
荒

廃
を
後
に
残
す
、
と
い
う
こ
と
だ
。
ペ
ル
シ
ア
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
な
ど
、
そ
し
て
ギ
リ
シ
ャ
の
よ
う
に
。
し
た
が
っ
て
ま
た

や
は
り
無
意
識
的
な
社
会
主
義
的
傾
向
だ
！　
〔
…
…
〕
彼
の
農
業
の
歴
史
も
重
要
だ
。〔
…
…
〕
農
業
に
つ
い
て
新
し
い
も
の

を
、
そ
し
て
最
新
の
も
の
を
、
精
密
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
自
然
学
派
は
化
学
学
派
に
対
立
し
て
い
る
。［
121
］
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フ
ラ
ー
ス
は
土
地
疲
弊
論
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
発
言
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
支
持
者
に
と
っ
て
は
意
外
に
見
え
る
。

第
一
に
、マ
ル
ク
ス
は
「
化
学
学
派
」
と
「
自
然
学
派
」
の
対
立
を
指
摘
し
て
い
る
。
後
者
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
フ
ラ
ー
ス
は
、

リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
農
芸
化
学
を
、
そ
れ
が
植
物
に
と
っ
て
リ
ン
酸
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
理
由
で
称
賛
し
た

が
、
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
が
土
壌
中
の
栄
養
素
の
化
学
的
分
析
に
集
中
し
て
い
た
が
た
め
に
、
そ
の
一
面
性
を
問
題
視
し
た
（
成

立
と
来
歴S. 1053/1054
を
見
よ
）。
そ
し
て
、土
壌
の
風
化
能
力
は
同
様
に
、気
温
や
日
射
量
、降
水
量
な
ど
の
「
自
然
学
的
な
気
候
」

と
い
う
も
う
一
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
本
質
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
フ
ラ
ー
ス
は
『
歴
史
的
・
百
科
事
典
的
農
業
論
概
説
』

（
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
一
八
四
八
年
）
に
お
い
て
す
で
に
同
じ
対
立
に
言
及
し
て
い
る
［
122
］。
た
し
か
に
フ
ラ
ー
ス
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
こ
う
し
た
論
争
は
当
時
す
で
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
終
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
自
身
も
後
に
彼
の
特
許
肥

料
が
失
敗
す
る
と
、
自
ら
の
誇
張
を
認
め
た
［
123
］。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
八
年
の
は
じ
め
に
農
学
の
「
最
新
の
も
の
」

（
一
八
四
〇
年
代
の
無
機
説
と
窒
素
説
と
の
間
の
古
い
論
争
で
は
な
く
）
を
研
究
し
た
い
と
考
え
た
。
と
い
う
の
も
、
一
八
六
六
年
に
フ
ラ
ー

ス
が
『
農
業
危
機
と
そ
の
治
癒
手
段
』
と
い
う
著
作
を
出
版
し
、今
度
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
土
地
疲
【8

6
7

】
弊
論
を
論
難
し
て
以
降
、

「
自
然
」
学
派
と
「
化
学
」
学
派
と
の
間
に
新
た
な
対
立
が
生
じ
て
い
た
か
ら
だ
。
フ
ラ
ー
ス
は
、ま
さ
に
こ
の
本
の
な
か
で
、リ
ー

ビ
ッ
ヒ
の
マ
ル
サ
ス
主
義
と
高
価
な
人
工
肥
料
へ
の
一
面
的
な
依
存
を
批
判
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、フ
ラ
ー
ス
は
沖
積（
水
に
よ
っ

て
運
ば
れ
て
き
た
土
や
砂
、岩
の
塊
）
に
は
、自
然
界
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
植
物
性
栄
養
分
の
循
環
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。

フ
ラ
ー
ス
は
、
堰
の
建
設
や
川
水
の
規
制
に
よ
る
人
工
沖
積
を
提
案
し
、
そ
れ
は
土
地
の
豊
度
を
暴
力
的
に
疲
弊
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
規
制
的
に
維
持
し
、
さ
ら
に
は
増
加
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
し
た
。

　

次
に
、
マ
ル
ク
ス
は
フ
ラ
ー
ス
の
著
作
の
な
か
に
、
何
世
紀
も
の
間
に
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
局
所
的
な
気
候
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変
動
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
『
気
候
と
植
物
界
』
で
の
マ
ル
ク
ス
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て

い
る
の
は
、
ル
イ
・
ム
ニ
エ
も
警
告
し
て
い
た
よ
う
な
、
広
範
囲
に
わ
た
る
森
林
伐
採
の
た
め
に
局
所
的
な
気
候
が
変
化
し
、
気

温
の
上
昇
や
干
ば
つ
が
引
き
起
こ
さ
れ
、そ
れ
に
と
も
な
っ
て
土
壌
や
水
分
平
衡
が
崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、南
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
古
代
文
明
に
よ
っ
て
荒
廃
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
フ
ラ
ー
ス
の
植
物
相
の
歴
史
的
研
究
は
、
こ
の
こ
と
が

植
物
を
南
か
ら
北
へ
、
平
野
部
か
ら
山
岳
部
へ
と
移
動
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
平
野
部
で
は
ス
テ
ッ
プ
の
形
成
が
進
ん
だ
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
気
候
変
動
は
、
こ
れ
は
ま
た
こ
れ
で
既
存
の
農
業
を
困
難
な
も
の
に
し
、
そ
こ
か
ら
フ
ラ
ー
ス
は
、
自

然
と
の
相
互
作
用
を
意
識
的
に
規
制
し
な
か
っ
た
古
代
文
明
は
、後
に
な
っ
て
意
図
し
な
い
諸
結
果
を
被
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、

そ
の
存
続
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
彼
は
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
と
同
様
、
差
し
迫
っ
た
文
明
の
没
落
を
警
告
し
、
近
代
技

術
と
交
通
手
段
が
森
林
破
壊
を
加
速
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
マ
ル
ク
ス
は
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
ほ
か
に
資
本
主
義
的
生
産
の
掠
奪
農
業
を
真
剣
に
研
究
す
る
、
さ
ら
な
る
著
者
を
発
見

し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
自
ら
の
知
見
を
急
速
に
拡
張
し
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
理
論
を
め
ぐ
る
研
究
領
域
を
切
り
拓
き
、
そ
れ
と
と
も
に
、

リ
ー
ビ
ッ
ヒ
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、マ
ル
ク
ス
は
一
八
七
二
年
の『
資
本
論
』第
二
版
に
お
い
て
、リ
ー
ビ
ッ

ヒ
に
対
す
る
自
身
の
以
前
の
評
価
を
修
正
し
、彼
の「
不
朽
の
功
績
」に
つ
い
て
控
え
め
に
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。
す
な
わ
ち
、リ
ー

ビ
ッ
ヒ
の
著
作
は
、
い
ま
で
は
も
は
や
「
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
経
済
学
者
の
諸
著
作
を
合
わ
せ
た
よ
り
も
多
く
の
光
明
」［
124
］
を
含

ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
「
光
明
」
を
含
ん
で
い
る
だ
け
と
さ
れ
た
［
125
］。

　

マ
ル
ク
ス
が
フ
ラ
ー
ス
に
「
社
会
主
義
的
傾
向
」
を
見
出
し
た
こ
と
か
ら
は
、
マ
ル
ク
ス
が
人
間
と
自
然
と
の
間
の
物
質
代
謝

の
回
復
を
、
自
由
な
諸
個
人
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
的
課
題
と
し
て
さ
ら
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ

う
し
た
傾
向
が
「
無
意
識
的
に
」
フ
ラ
ー
ス
の
著
作
の
基
礎
を
な
す
と
さ
れ
る
の
は
、
現
代
の
社
会
で
は
持
続
的
な
生
産
が
脅
か
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さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ー
ス
は
物
質
代
謝
を
意
識
的
に
取
り
扱
う
こ
と
の
必
要
性
へ
の
洞
察
に
「
も

ち
ろ
ん
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
し
て
」
思
い
至
ら
「
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
然
力
を
利
用
し
て
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

農
業
を
持
続
的
に
営
む
と
い
う
フ
ラ
ー
ス
の
展
望
は
、
お
そ
ら
く
マ
ル
ク
ス
に
肥
料
の
資
本
主
義
的
な
浪
費
に
対
す
る
対
案
を
提

供
し
た
だ
ろ
う
。

　
【8

6
8

】
こ
れ
に
対
し
て
マ
ル
ク
ス
は
、
自
身
の
陣
営
に
お
い
て
、
政
治
的
展
望
に
つ
い
て
激
し
く
論
争
し
、
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ト

し
た
生
産
者
た
ち
に
よ
る
土
地
の
共
同
的
な
規
制
を
支
持
し
た
。
フ
ラ
ー
ス
を
読
ん
だ
後
、
例
え
ば
「
土
地
問
題
」（「
土
地
所
有
の

問
題
」［
126
］）に
つ
い
て
の
国
際
労
働
者
協
会
の
議
論
は
、マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
こ
う
し
た
立
場
を
具
体
的
に
述
べ
る
機
会
と
な
っ
た
。

一
八
六
九
年
七
月
六
日
の
ロ
ン
ド
ン
中
央
評
議
会
の
会
議
で
は
、
マ
ル
ク
ス
が
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
Ｉ
Ａ
Ａ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大

会
の
決
議
が
議
論
と
な
っ
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
Ｉ
Ａ
Ａ
構
成
員
は
、
運
河
や
電
信
、
森
林
を
共
同
財
産
（
コ
モ
ン
財
産
）
と
す
べ

き
だ
と
要
求
し
た
が
、
鉱
山
や
鉄
道
、
耕
作
地
の
社
会
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
農
業
企
業
に
国

家
が
土
地
を
賃
貸
し
す
べ
き
だ
［
127
］
と
、
た
め
ら
い
が
ち
な
態
度
を
見
せ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
う
し
た
弱
体
化
は
プ
ル
ー
ド

ン
主
義
の
影
響
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
て
、中
央
評
議
会
に
お
い
て
修
正
す
る
必
要
性
を
主
張
し
た
［
128
］。

と
い
う
の
も
、
彼
に
と
っ
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
決
議
は
あ
ま
り
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。「
市
民
マ
ル
ク
ス
は
、
ミ

ル
ナ
ー
が
討
論
の
本
質
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
鉱
山
や
森
林
を
共
同
財
産
と
す
る
こ
と
に
対
し
て

は
、
な
ん
の
反
対
も
な
か
っ
た
。
少
数
者
の
手
に
土
地
が
集
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
害
悪
に
つ
い
て
は
、
皆

が
承
認
し
た
。
異
論
が
あ
っ
た
の
は
、
耕
地
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
反
対
を
と
な
え
た
の
は
、
小
規
模
農
業
の
支
持
者
た
ち
で

あ
っ
た
。
論
争
点
は
小
所
有
だ
っ
た
」［
129
］。

　
【8

6
9

】
も
っ
と
も
、
マ
ル
ク
ス
は
、
共
同
財
産
を
確
立
す
る
こ
と
の
「
社
会
的
必
要
性
」
を
目
指
す
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
立
論
に
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同
意
し
て
い
た
が
、
他
方
で
こ
れ
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
中
央
評
議
会
の
構
成
員
の
幾
人
か
か
ら
は
あ
ま
り
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
も
、
彼
ら
は
、
大
規
模
土
地
所
有
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
彼
ら
が
見
て
い
た
、
土
地
に
対
す
る
個
人
的
自
然
権
を

強
化
し
て
い
た
か
ら
だ
。
自
然
権
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
小
土
地
所
有
へ
の
傾
向
性
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
マ
ル
ク
ス
は
認

識
し
た
。「
こ
の
自
然
権
と
い
う
こ
と
を
論
理
的
な
帰
結
に
ま
で
お
し
す
す
め
れ
ば
、
各
人
は
自
分
の
分
け
前
の
土
地
を
耕
作
す

べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
」［
130
］。
両
潮
流
の
立
場

―
何
人
か
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
小
土
地
所
有
支
持
者
、

何
人
か
の
ロ
ン
ド
ン
の
抽
象
的
な
自
然
権
主
義
者

―
は
、
マ
ル
ク
ス
か
ら
見
れ
ば
、
商
品
生
産
の
諸
範
疇
に
と
ら
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
と
の
決
別
を
的
確
に
述
べ
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
。
バ
ー
ゼ
ル
で
の
次
の
Ｉ
Ａ
Ａ
大
会
は
、
マ
ル
ク
ス
の
二
つ
の

点
が
大
多
数
の
賛
成
で
決
議
さ
れ
た
［
131
］。

　

マ
ル
ク
ス
は
さ
ら
に
、
地
域
的
な
諸
関
係
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
個
々
の

国
の
農
業
諸
関
係
に
関
す
る
彼
の
研
究
は
、
政
治
的
な
重
要
性
を
も
与
え
ら
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
し
た
研
究
は
政
治
的
な

要
求
を
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
前
提
条
件
だ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
う
し
て
マ
ル
ク
ス
は
、
土
地
の
共

同
的
管
理
へ
の
移
行
を
個
々
の
国
の
与
え
ら
れ
た
状
況
に
合
わ
せ
る
と
い
う
考
え
を
提
示
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
は
、
債
務
を

負
い
つ
つ
土
地
を
所
有
す
る
小
農
民
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
土
地
所
有
は
、
賃
金
が
支
払

わ
れ
る
農
業
労
働
者
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
マ
ル
ク
ス
は
、
当
初
の
状
況
の
違
い
に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
行

動
様
式
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
議
会
の
法
律
に
よ
っ
て
、
二
週
間
以
内
に
土
地
を

共
同
所
有
に
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
こ
の
こ
と
は
、
土
地
所
有
者
の
負
債
と
彼
ら
の
租
税
負
担
と

を
通
じ
て
、
実
現
さ
れ
る
に
違
い
な
い
」［
132
］。
こ
う
し
た
問
題
は
、
そ
の
後
の
数
年
間
の
う
ち
に
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
、
ロ
シ

ア
を
例
と
し
て
非
常
に
重
要
に
な
っ
た
。
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フ
ラ
ー
ス
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
林
業
や
森
林
伐
採
の
問
題
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
関
心
は
、
彼
の
個
人
蔵
書
に
よ
っ
て
も
裏

付
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
一
八
六
八
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
関
連
す
る
著
作
が
五
冊
も
あ
る
［
133
］。
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
ら
の
問
題

を
研
究
し
な
が
ら
、『
資
本
論
』
第
二
部
と
第
三
部
の
た
め
の
さ
ら
な
る
草
稿
を
執
筆
し
た
。
彼
の
草
稿
や
ノ
ー
ト
に
は
、
自
然

科
学
的
な
洞
察
を
、
地
代
論
を
も
越
え
て
さ
ら
に
自
身
の
経
済
学
批
判
に
組
み
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
多
数

の
指
示
が
あ
る
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、
彼
が
経
済
的
な
側
面
と
生
態
学
的
な
側
面
を
結
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
方
法
で
あ
る
。

　

こ
の
関
連
で
は
、
マ
ル
ク
ス
が
一
八
六
八
年
か
ら
七
〇
年
ま
で
の
、『
資
本
論
』
第
二
部
の
た
め
の
第
二
草
稿
で
扱
っ
た
「
資

本
の
回
転
」
が
重
要
で
あ
る
。
資
本
は
回
転
時
間
を
で
き
る
か
ぎ
り
短
く
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
努
力
は
、
は
る
か
に
ず
っ
と
長
い
自
然
の
再
生
産
時
間
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ

の
『
農
業
経
営
提
要
』（
デ
ッ
サ
ウ
、
一
八
五
二
年
）
か
ら
の
引
用
の
後
に
、
マ
ル
ク
ス
は
第
二
草
稿
で
、
よ
り
短
い
回
転
時
間
を
目

指
す
資
本
の
「
衝
動
」
と
、
森
林
の
長
い
生
産
時
間
と
い
う
物
質
的
制
約
と
は
両
立
不
可
能
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
森
林
育
成
の
生
産
時
間
（
比
較
的
わ
ず
か
な
だ
け
の
新
た
な
労
働
時
間
を
含
む
）
が
長
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
回
転
期
間
が

長
い
こ
と
は
、
そ
れ
を
不
利
な
私
的
経
営
部
門
、
し
た
が
っ
て
ま
た
本
質
的
に
私
的
経
営
で
あ
る
資
本
主
義
的
経
営
部
門
に
す
る

（
個
々
の
資
本
家
の
か
わ
り
に
結
合
し
た
資
本
家
が
現
れ
た
と
し
て
も
そ
う
で
あ
る
）。
文
化
お
よ
び
産
業
一
般
の
発
達
は
、
昔
か
ら
き
わ
め
て

能
動
的
に
森
林
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
実
証
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
発
達
が
逆
に
森
林
の
保
全
や
生
産
の

た
め
に
し
て
き
た
こ
と
が
ら
は
、
ま
っ
た
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
」［
134
］。

【8
7
0

】
一
八
六
八
年
の
抜
粋
ノ
ー
ト
に
お
け
る
『
資
本
論
』
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
の

さ
ら
な
る
準
備



50

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
第
IV
部
門
第
一
八
巻
解
題

　
【8

7
1

】
ま
た
さ
ら
に
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
二
部
の
た
め
の
第
二
草
稿
で
、
畜
産
へ
の
資
本
主
義
的
影
響
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
い
る
。「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
に
お
け
る
の
と
同
様
、
マ
ル
ク
ス
は
ラ
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
が
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
の
畜
産
の
生
産
性
向
上
を
称
賛
し
た
こ
と
を
批
判
し
、
こ
の
こ
と
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
グ
ッ
ド
の
『
政
治
、

農
業
、
商
業
上
の
誤
謬
』（
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
六
六
年
）
に
よ
っ
て
補
足
し
て
い
る
［
135
］。
掠
奪
農
業
と
い
う
見
解
か
ら
導
き
出
さ
れ

る
の
と
同
様
に
、
生
産
性
の
上
昇
が
持
続
性
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
た
ん
に
見
か
け
だ
け
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
マ
ル
ク
ス
が
主
張
す
る
の
は
、
動
物
を
「
そ
れ
が
経
済
的
標
準
年
齢
に
達
し
な
い
う
ち
に
」
殺
す
こ
と
は
、
最
終
的

に
は
「
農
業
に
大
損
害
」
を
与
え
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
［
136
］。
生
産
性
の
発
展
が
、
生
産
の
物
質
的
諸
条
件
の
こ
の
よ

う
な
悪
化
を
と
も
な
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
資
本
に
困
難
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第

三
部
の
た
め
の
草
稿
で
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
農
業
に
お
け
る
生
産
力
の
社
会
的
発
展
の
増
大
は
、
自
然
力

の
減
退
を
た
だ
埋
め
合
わ
せ
る
だ
け
か
、
ま
た
は
埋
め
合
わ
せ
さ
え
も
せ
ず
（
こ
の
埋
め
合
わ
せ
は
つ
ね
に
あ
る
期
間
だ
け
し
か
作
用
で
き

な
い
）、
し
た
が
っ
て
、
産
業
的
発
展
が
起
き
て
も
、
生
産
物
は
安
く
な
ら
な
い
で
、
た
だ
生
産
物
が
さ
ら
に
よ
り
高
く
な
る
こ
と

が
妨
げ
ら
れ
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
」［
137
］。
社
会
的
生
産
性
の
増
大
が
掠
奪
農
業
と
手
を
組
ん
で
進
む
な
ら
ば［
138
］、

こ
の
「
埋
め
合
わ
せ
」
す
ら
確
実
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

マ
ル
ク
ス
が
意
図
し
た
の
は
、
利
潤
率
の
規
定
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
、
原
料
や
補
助
材
料
の
生
産
に
対
す
る
自
然
的
制
限

を
も
認
識
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
機
械
の
導
入
は
、
生
産
性
を
突
然
二
倍
あ
る
い
は
三
倍
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
し
か
し
、
原
料
や
補
助
材
料
の
準
備
が
つ
ね
に
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ

ら
の
生
産
は
自
然
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
く
わ
え
て
、
予
期
せ
ぬ
不
作
や
鉱
山
や
土
地
の
疲
弊
が
加
わ

る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
原
料
の
騰
貴
は
、
不
変
資
本
の
騰
貴
を
招
き
、
結
果
と
し
て
利
潤
率
の
低
下
を
招
く
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
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不
可
欠
な
原
料
の
供
給
の
攪
乱
は
、
生
産
一
般
の
物
理
的
な
中
断
に
つ
な
が
る
と
い
う
。
し
か
し
一
方
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
原
料

の
突
然
の
価
格
変
化
が
「
投
機
」
を
動
機
づ
け
る
可
能
性
を
意
識
し
て
お
り
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
の
関
連
す
る
指
摘
を
、【8

7
2

】
後

に
第
三
部
で
こ
の
問
題
を
分
析
す
る
た
め
の
注
意
喚
起
と
し
て
書
き
留
め
て
い
る
［
139
］。
マ
ル
ク
ス
が
一
八
七
八
年
に
ジ
ョ
ン
・

イ
ー
ツ
か
ら
の
抜
粋
で
研
究
し
た
よ
う
に
、
資
本
が
新
た
な
輸
送
手
段
や
使
用
価
値
、
供
給
源
お
よ
び
市
場
を
発
明
す
る
さ
ら
な

る
可
能
性
は
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
資
本
は
原
料
の
騰
貴
に
対
す
る
対
抗
手
段
を
得
る
の
で
あ
る
［
140
］。

　
『
資
本
論
』
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
の
さ
ら
な
る
推
敲
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年

の
ノ
ー
ト
三
」
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
抜
粋
で
あ
る
。「
一
八
六
八
年
の
固
定
資
本
と
信
用
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
」
と
お
よ
そ
並

行
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
三
四
の
議
会
報
告
書
か
ら
膨
大
な
抜
粋
を
作
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
三
〇
の
英
国
大
使
館
お
よ
び
領
事
の

商
況
報
告
書
（S. 628-664

）［
141
］、
イ
ン
ド
領
オ
リ
ッ
サ
に
お
け
る
飢
饉
に
つ
い
て
の
三
つ
の
報
告
書
（S. 670-676

）
お
よ
び
英
国

鉄
道
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
「
鉄
道
に
つ
い
て
の
王
立
委
員
会
」
報
告
書
（S. 1126-1139

）
で
あ
る
。

　

推
敲
と
資
料
収
集
の
整
理
に
あ
た
っ
て
マ
ル
ク
ス
が
焦
点
を
あ
て
た
の
は
、
農
業
と
生
産
の
自
然
的
諸
条
件
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
原
料
の
埋
蔵
量
と
そ
の
採
掘
、
地
下
資
源
と
土
地
疲
弊
（
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
コ
ー
ヒ
ー
・
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
エ
ジ
プ
ト
で
の
綿
花
栽
培

に
よ
る
）、
ま
た
、
機
械
設
備
の
不
足
（
例
え
ば
メ
キ
シ
コ
で
の
ア
ガ
ー
ベ
収
穫
に
お
い
て
）
や
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
（
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ギ
リ
シ
ャ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
）
あ
る
い
は
入
植
の
不
足
（
メ
キ
シ
コ
）
に
よ
る
一
国
の
生

産
力
の
休
眠
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
素
材
的
な
富
の
浪
費
で
あ
っ
た
。
抜
粋
の
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
、
鉄
道
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
石
炭
や
そ
の
費
用
、
自
由
に
処
分
可
能
な
こ
と
、
代
替
可
能
性
で
あ
る
。『
資
本

論
』
第
三
部
の
た
め
の
草
稿
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、「
労
働
の
生
産
力
は
〔
…
…
〕
自
然
的
諸
条
件
に
縛
ら
れ
て
」
お
り
、「
自

然
的
諸
条
件
が
社
会
的
生
産
力
の
発
展
と
は
独
立
に
、
し
ば
し
ば
反
対
に
、
ど
こ
ま
で
労
働
の
生
産
性
に
影
響
を
与
え
る
か
と
い
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う
研
究
の
全
体
は
〔
…
…
〕、
地
代
の
考
察
に
〔
属
す
る
〕」
と
想
定
し
て
い
た
［
142
］。
収
集
さ
れ
た
資
料
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
に

役
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
［
143
］。

　
【8

7
3

】
一
八
六
八
年
春
に
農
業
問
題
に
つ
い
て
徹
底
的
に
取
り
組
ん
だ
後
、
マ
ル
ク
ス
は
よ
り
狭
い
意
味
で
の
経
済
学
に
移
っ

た
。
す
な
わ
ち
「
一
八
六
八
年
の
固
定
資
本
と
信
用
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
」
の
は
じ
め
に
「
流
動
」〔„ flüssigem“

〕（
あ
る
い
は

„ zirkulierendem“
）
資
本
と
「
固
定
」
資
本
の
概
念
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
著
者
の
場
合
で
比
較
し
た
（S. 743-753, 761

）。
こ
の
よ
う

な
区
別
を
マ
ル
ク
ス
は
す
で
に
「
経
済
学
批
判
要
綱
」
と
一
八
六
三
年
か
ら
一
八
六
五
年
ま
で
の
『
資
本
論
』
第
二
部
の
た
め

の
第
一
草
稿
で
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
彼
が
批
判
し
て
い
た
の
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
リ
カ
ー
ド
ウ
に

お
け
る
、
彼
の
考
え
で
は
不
適
切
な
、
以
前
の
概
念
の
区
別
で
あ
っ
た
。
本
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
最
新
の
文
献

を
収
録
し
て
お
り
、『
資
本
論
』
第
二
部
の
た
め
の
第
二
草
稿
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
［
144
］。
す
で
に
一
八
六
七
年
秋
／
冬
に
は
、

マ
ル
ク
ス
は
見
出
し
語
に
応
じ
て
出
典
の
抜
粋
を
整
理
し
［
145
］、『
資
本
論
』
第
二
部
の
た
め
の
第
二
草
稿
お
よ
び
第
四
草
稿
で

こ
の
二
冊
の
ノ
ー
ト
を
用
い
た
。

　
「
固
定
資
本
と
流
動
資
本
」
の
章
の
た
め
、
と
り
わ
け
そ
こ
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
一
七
ペ
ー
ジ
の
研
究
の
た
め
、
そ
し
て
在
庫

形
成
と
運
輸
業
に
つ
い
て
の
章
の
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
は
と
り
わ
け
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」
に
お
い

て
作
成
さ
れ
た
、「
鉄
道
に
つ
い
て
の
王
立
委
員
会
」
報
告
書
か
ら
の
抜
粋
を
も
と
に
し
た
資
料
を
同
じ
く
詳
細
に
用
い
た
が
、

そ
の
資
料
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
列
車
や
エ
ン
ジ
ン
、
線
路
の
耐
用
年
数
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
た
［
146
］。
こ
の
時
マ
ル

ク
ス
は
、
摩
滅
と
い
う
概
念
を
使
用
し
た
。「
摩
滅
は
、
固
定
資
本
が
、
そ
の
消
耗
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
価
値
を
失
っ
て
い
く

平
均
的
程
度
に
応
じ
て
だ
ん
だ
ん
生
産
物
に
引
き
渡
し
て
い
く
価
値
部
分
の
こ
と
で
あ
る
」［
147
］。
使
用
そ
の
も
の
に
よ
る
摩
滅

と
自
然
諸
力
の
作
用
に
よ
る
摩
滅
と
の
区
別
を
、
マ
ル
ク
ス
は
報
告
書
か
ら
の
例
を
用
い
て
導
き
出
し
て
い
る
［
148
］。 
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第
二
草
稿
の
第
一
章
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
小
麦
貯
蔵
費
［
149
］、「
鉄
道
王
た
ち
」
と
「
産
業
家
や
商
人
」
と
の
対
立

に
発
展
す
る
と
さ
れ
る
運
輸
業
に
よ
る
価
値
付
加
と
貨
物
運
賃
の
関
連
［
150
］、
ま
た
鉄
道
会
社
に
よ
る
輸
送
品
の
分
類
の
問
題

［
151
］
で
あ
る
。【8

7
4

】
マ
ル
ク
ス
が
運
輸
資
本
と
産
業
資
本
と
の
間
の
利
害
対
立
を
説
明
す
る
の
は
、
産
業
資
本
が
絶
え
ず
削
減

し
よ
う
と
す
る
資
本
の
回
転
期
間
に
と
っ
て
、
た
と
え
ば
鉄
道
路
線
や
電
信
線
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
も
つ
重

要
性
に
つ
い
て
の
自
身
の
議
論
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
資
本
の
回
転
に
と
っ
て
の
こ
う
し
た
事
情
の
重
要
性
は
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
の
代
表
者
（
商
人
と
産
業
資
本
）
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
鉄
道
当
局
と
の
衝
突
に
示
さ
れ
て
い
る
（
上
記
で
引
用
し
た
鉄
道
委

員
会
の
青
書
を
見
よ
）」［
152
］。
こ
の
抜
粋
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
貨
物
の
分
類
と
乗
客
の
扱
い
に
関
す
る
鉄
道
会
社
の
「
ご
ま

か
し
」
に
つ
い
て
、
二
箇
所
で
参
照
し
て
い
る
（S. 682.29

お
よ
び687.9

）。

　

固
定
資
本
と
流
動
資
本
に
つ
い
て
の
研
究
に
引
き
続
き
、
マ
ル
ク
ス
は
「
一
八
六
八
年
の
固
定
資
本
と
信
用
に
つ
い
て
の
ノ
ー

ト
」
に
お
い
て
、
さ
ら
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
ニ
ン
グ
・
マ
ク
ラ
ウ
ド
や
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
ホ
ガ
ー
ス
・
パ
タ
ー
ソ
ン

な
ど
の
当
時
出
版
さ
れ
た
最
新
の
著
作
か
ら
信
用
制
度
や
貨
幣
市
場
、
貸
付
可
能
資
本
、
経
済
恐
慌
と
い
っ
た
諸
問
題
に
つ
い
て

抜
粋
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
抜
粋
は
、
マ
ル
ク
ス
が
一
八
六
八
年
以
降
に
さ
ら
に
何
回
か
、
膨
大
な
抜
粋
ノ
ー
ト
で
着
手
し
た
恐

慌
や
信
用
・
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
彼
の
新
た
な
研
究
の
発
端
を
な
し
た
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、『
資
本
論
』
に
関
わ
る
執
筆
や
恐
慌
、
信
用
・
銀
行
制
度
に
つ
い
て
の
抜
粋
（
こ
れ
ら
はM

EGA
2 IV/19

お
よ
び

資
本
主
義
の
周
縁
に
て
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IV/25

で
公
刊
さ
れ
る
）
の
ほ
か
に
、
彼
の
生
涯
の
最
後
の
一
五
年
間
に
、
生
理
学
（
こ
れ
はM

EGA
2 IV/23

で
公
刊
さ
れ
る
）、
化
学
、

鉱
物
学
、
地
質
学
、
植
物
学
、
動
物
学
（M

EGA
2 IV/26

お
よ
びIV/31

）
と
い
っ
た
自
然
科
学
研
究
も
行
っ
た
［
153
］。
も
っ
と
も
、

こ
の
研
究
は
、
た
ん
に
一
八
六
三
年
か
ら
一
八
六
五
年
ま
で
の
『
資
本
論
』
第
三
部
の
た
め
の
草
稿
を
、
統
計
的
あ
る
い
は
事
実

に
即
し
て
補
足
ま
た
は
更
新
し
た
こ
と
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
、
彼
の
経
済
学
批
判
が
先
述
の

理
論
領
域
に
お
い
て
非
常
に
大
き
く
拡
張
し
、そ
れ
は
『
資
本
論
』
の
そ
れ
ま
で
の
計
画
を
越
え
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
『
資
本
論
』
の
完
成
を
は
る
か
に
困
難
な
も
の
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
一
八
六
八
年
以
降
、
マ

ル
ク
ス
は
人
間
と
自
然
と
の
間
の
相
互
諸
作
用
を
、
そ
れ
ら
の
資
本
主
義
に
独
自
な
諸
形
態
を
理
解
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
研
究
し
た
［
154
］。
最
終
的
【8

7
5

】
に
は
、
資
本
主
義
以
前
の
社
会
や
非
西
洋
社
会
（
こ
れ
ら
の
ノ
ー
ト
はM

EGA
2 IV/21

か

らIV/24

ま
で
、IV/27

お
よ
びIV/28

で
公
刊
さ
れ
る
）
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
の
地
理
的
範
囲
は
広

が
っ
た
［
155
］。
抜
粋
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、
国
際
的
な
信
用
シ
ス
テ
ム
や
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
発
展
、
自
然
科
学
に
関
す
る
知
識

の
急
速
な
進
歩
、
資
本
主
義
の
地
理
的
拡
大
を
跡
づ
け
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
不
測
の
理
論
的
新
展
開
を
彼
の
経
済
学
草
稿
の
な
か

で
つ
ね
に
説
明
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
資
本
論
』
の
諸
巻
は
最
終
的
な
版

を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
の
抜
粋
が
つ
ね
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
と
彼
が
生
涯
の
最
後
の
一
五
年
間
に
取
り
組
ん
だ
「
新
た
な
テ
ー
マ
領
域
」

―
自
然
科
学
と
資
本

主
義
以
前
の
社
会
や
非
西
洋
社
会

―
と
の
関
連
を
理
解
す
る
た
め
に
、本
巻
で
公
表
さ
れ
た
一
八
六
八
年
の
三
冊
の「
農
業
ノ
ー

ト
」
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
は
、
晩
期
マ
ル
ク
ス
の
新
た
な
研
究
の
出
発
点
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
ま
さ
に
こ
の
二
つ
の
分
野
に
、
具
体
的
に
は
フ
ラ
ー
ス
と
ゲ

オ
ル
ク
・
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
マ
ウ
ラ
ー
の
著
作
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
人
の
著
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作
は
相
互
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
、
晩
期
マ
ル
ク
ス
の
二
つ
の
中
心
的
な
研
究
分
野
を
関
連
づ
け
る
発
端
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

第
二
に
、
ロ
シ
ア
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
よ
う
な
、
一
部
は
非
西
洋
的
な
、
一
部
は
植

民
地
的
従
属
に
お
か
れ
た
、
農
業
的
な
性
格
の
濃
い
諸
国
の
諸
関
係
は
、「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」
で

継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
ノ
ー
ト
を
、
は
じ
め
一
八
六
八
年
三
月
か
ら
夏
ま
で
用
い
て
い
た

が
、
そ
の
後
何
度
か
、
ま
だ
空
白
の
ペ
ー
ジ
を
新
し
い
抜
粋
で
埋
め
る
た
め
に
こ
の
ノ
ー
ト
に
立
ち
戻
っ
た
。
一
八
六
八
年
一
〇

月
、
彼
は
ア
ド
ル
フ
ァ
ス
・
ス
レ
イ
ド
の
『
ト
ル
コ
と
ク
リ
ミ
ア
戦
争
』
か
ら
の
抜
粋
を
作
成
し
、
約
一
年
後
に
も
「
コ
ベ
ッ
ト

の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
レ
ジ
ス
タ
ー
」
か
ら
の
抜
粋
を
作
成
し
た
が
、そ
れ
は
【8

7
6

】
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
済
も
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、お
そ
ら
く
一
八
七
二
年
一
二
月
に
マ
ル
ク
ス
は
、ニ
コ
ラ
イ
・
ガ
ヴ
リ
ー
ロ
ヴ
ィ
チ
・
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー

の
未
刊
行
原
稿
で
あ
る
『
宛
名
の
な
い
手
紙
』
か
ら
の
抄
訳
的
な
性
格
を
も
つ
抜
粋
を
こ
こ
に
書
き
留
め
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の

二
点
目
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、
議
会
報
告
書
か
ら
の
抜
粋
に
お
い
て
も
、
周
縁
部
に
お
け
る
諸
関
係
に
つ
い
て
た
び
た
び
取
り
上
げ
て
い
る
。

彼
が
『
資
本
論
』
第
二
部
の
た
め
の
第
二
草
稿
に
お
い
て
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
［
156
］
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
鉄
道
管
理
が
、
い
か

に
そ
の
国
の
生
産
力
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
か
わ
り
に
、
遊
休
さ
せ
て
お
く
か
は
後
の
箇
所
で
見
る
こ
と
に
な
る
」［
157
］
と
書

い
た
と
き
、お
そ
ら
く「
鉄
道
に
つ
い
て
の
王
立
委
員
会
」報
告
書
か
ら
の
自
身
の
抜
粋
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
。マ
ル
ク
ス
は
、『
資

本
論
』
の
た
め
の
諸
草
稿
の
な
か
で
は
こ
の
関
心
事
に
は
も
う
戻
ら
な
か
っ
た
が
、
彼
の
こ
の
抜
粋
に
は
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
漁

業
と
鉄
道
」
や
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
鉄
道
」
と
い
う
表
題
の
も
と
、
多
く
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
注
意

喚
起
し
て
い
る
の
は
、
い
か
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
鉄
道
の
拡
張
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
発
展
に
役
立
た
ず
、
む
し
ろ
、
鉄
道
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に
よ
っ
て
資
源
を
よ
り
よ
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
運
び
去
る
こ
と
が
で
き
た
が
た
め
に
、
英
国
の
植
民
地
支
配
を
深
め
た
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。「
漁
業
人
口
の
減
少
〔
…
…
〕
と
同
時
に
鉄
道
の
拡
張
〔
…
…
〕（
鉄
道
の
拡
張
と
と
も
に
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
自
身
で
と
っ

た
魚
を
も
は
や
食
べ
て
お
ら
ず
、
ダ
ブ
リ
ン
や
ロ
ン
ド
ン
、
リ
バ
プ
ー
ル
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
人
々
が
魚
を
食
べ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
る
）」（S. 690.11-14

）。
マ
ル
ク
ス
は
、
ま
さ
に
鉄
道
の
拡
張
に
よ
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン

へ
直
に
資
源
が
売
り
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ウ
シ
が
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
た
め
に
奪
わ
れ
た
」（S. 691.12

）
の
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
、『
資
本
論
』
第
二
部
で
の
在
庫
や
在
庫
形
成
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
議
論
に
と
っ
て
重
要
な
の
が
、
ア
メ

リ
カ
の
南
北
戦
争
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
綿
花
恐
慌
、「
綿
花
飢
饉
」
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
は
、「
綿
花
飢
饉
」
の
間
に
綿
花

の
輸
出
国
と
な
っ
た
が
、
土
地
利
用
が
変
化
し
た
が
ゆ
え
に
食
料
の
輸
入
国
に
も
な
っ
た
た
め
、
地
価
が
四
倍
に
な
っ
た
と
い
う
。

マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
を
望
ま
し
く
な
い
変
化
、「
変
化
（
望
ま
し
く
な
い
も
の
）」（S. 659.3

）
と
み
な
し
た
。
他
方
で
ス
イ
ス
で
は
、
こ

の
数
年
で
、
前
も
っ
て
蓄
え
ら
れ
て
い
た
綿
花
在
庫
が
「
綿
花
飢
饉
の
間
の
有
利
」
と
し
て
現
れ
た
（S. 661.15-16

）。
恐
慌
が
支

配
的
で
な
い
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
の
在
庫
の
管
理
や
保
存
は
生
産
費
の
上
昇
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ス
イ
ス
の
紡
績
業

者
に
と
っ
て
、こ
れ
ら
の
在
庫
は
、「
綿
花
飢
饉
」
の
間
に
は
例
外
的
に
有
利
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
は
逆
に
、
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
で
は
「
綿
花
飢
饉
」
は
綿
花
産
業
の
大
恐
慌
を
防
い
だ
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
綿
花
産
業

は
、
そ
れ
以
前
に
は
、
綿
花
在
庫
を
多
く
抱
え
す
ぎ
て
い
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
綿
花
を
輸
入
し
た
場
合
に
は
、
大
幅
な
価
格
下

落
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
［
158
］。

　
【8
7
7

】
ま
た
、「
在
庫
形
成
」
の
節
の
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
イ
ン
ド
に
つ
い
て
の
三
つ
の
議
会
報
告
書
か
ら
の
抜
粋
も
利

用
し
た
が
、そ
の
う
ち
の
二
つ

―
「
東
イ
ン
ド
（
ベ
ン
ガ
ル
と
オ
リ
ッ
サ
の
飢
饉
）」
と
「
東
イ
ン
ド
（
マ
ド
ラ
ス
と
オ
リ
ッ
サ
）
の
飢
饉
」
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―
は
、
イ
ン
ド
の
オ
リ
ッ
サ
州
（
現
オ
ー
デ
ィ
シ
ャ
ー
州
）
で
の
飢
饉
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
飢
饉
は
一
八
六
五
年
一
一
月

／
一
二
月
か
ら
一
八
六
六
年
の
終
わ
り
ま
で
猛
威
を
振
る
い
、
公
的
な
報
告
に
よ
れ
ば
当
時
の
オ
リ
ッ
サ
州
の
人
口
の
三
分
の
一

に
あ
た
る
一
〇
〇
万
人
が
死
亡
し
た
。
飢
饉
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
一
八
六
五
年
冬
の
干
ば
つ
で
、
そ
れ
は
冬
の
米
収
穫
の
不
振
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
際
、
秋
の
雨
量
は
十
分
だ
っ
た

が
、
降
水
を
貯
め
て
分
配
す
る
た
め
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム
が
不
十
分
だ
っ
た
。
研
究
文
献
で
は
、
英
国
の
植
民
地
支
配
が
間
接
的
な

責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
オ
リ
ッ
サ
の
基
幹
産
業
、
と
り
わ
け
塩
産
業
と
綿
花
産
業
が
英
国
に
よ
っ
て
経

営
不
振
に
陥
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
地
域
で
多
く
の
失
業
と
、
収
入
の
停
滞
、
さ
ら
に
は
減
少
を
も
た
ら

し
た
。
同
時
に
米
価
が
高
騰
し
、
そ
の
た
め
米
や
小
麦
の
古
い
在
庫
は
使
い
果
た
さ
れ
、
窮
状
の
前
も
、
そ
の
最
中
で
さ
え
も
オ

リ
ッ
サ
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
た
［
159
］。
ベ
ン
ガ
ル
に
本
拠
を
置
く
「
歳
入
局
」
は
、
オ
リ
ッ
サ
で
飢
饉
は
な
く
、
た
ん
に
経
済
的

不
況
が
あ
る
だ
け
で
、
解
消
の
た
め
の
国
家
的
な
介
入
は
必
要
な
い
と
い
う
論
拠
に
よ
っ
て
、
一
八
六
五
年
一
一
月
に
は
価
格
統

制
と
オ
リ
ッ
サ
へ
の
臨
時
的
な
米
の
供
給
を
拒
否
し
た
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、
す
で
に
一
八
六
七
年
八
月
一
四
日
に
彼
の
書
籍
商
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
キ
ン
グ
に
こ
の
報

告
書
を
注
文
し
て
お
り
［
160
］、『
資
本
論
』
第
一
巻
で
は
二
箇
所
で
こ
の
大
惨
事
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
。
自
然
諸
力
の
社
会

的
統
制
、
と
り
わ
け
灌
漑
の
問
題
と
い
う
文
脈
で
、
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。「
イ
ン
ド
の
相
互
に
つ
な
が
り
の
な
い

小
生
産
有
機
体
に
対
す
る
国
家
権
力
の
物
質
的
基
盤
の
一
つ
は
、
灌
漑
の
調
整
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
ム
ハ
ン
マ
ド
人
の
支
配
者

た
ち
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
後
継
者
よ
り
も
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
ベ
ン
ガ
ル
太
守
の
オ
リ
ッ

サ
州
で
一
〇
〇
万
人
以
上
の
ヒ
ン
ズ
ー
人
の
生
命
を
犠
牲
に
し
た
一
八
六
六
年
の
飢
饉
を
、思
い
出
す
だ
け
で
よ
い
だ
ろ
う
」［
161
］。

「
農
業
ノ
ー
ト
」の「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」に
お
い
て
、マ
ル
ク
ス
は
英
国
植
民
地
行
政
の
往
復
書
簡
や
飢
【8

7
8

】饉
の
経
過
、
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オ
リ
ッ
サ
の
地
理
的
諸
条
件
、
自
然
の
変
化
（
た
と
え
ば
森
林
伐
採
の
洪
水
へ
の
影
響
に
つ
い
て
）、
非
常
事
態
の
間
の
英
国
植
民
地
管

理
の
失
敗
に
つ
い
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
書
き
留
め
て
い
る
が
、基
本
的
に
、借
地
農
業
者
た
ち
（「
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
」）
と
地
主
た
ち
（「
ザ

ミ
ン
ダ
ー
ル
」）
と
の
間
の
イ
ン
ド
の
土
地
に
お
け
る
階
級
諸
関
係
や
、
英
国
の
植
民
地
政
策
、
例
え
ば
イ
ン
ド
農
民
へ
の
課
税
に

つ
い
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
を
書
き
留
め
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
の
抜
粋
で
は
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
経
済
と
、
一
九
世
紀
半
ば
に
世
界

市
場
に
統
合
さ
れ
た
際
に
そ
れ
が
破
壊
さ
れ
た
状
態
と
の
比
較
が
た
び
た
び
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
古
代
イ
ン
ド
に
は
、
価
格
統

制
の
シ
ス
テ
ム
や
消
費
フ
ァ
ン
ド
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
、
危
機
の
と
き
の
生
活
手
段
の
支
給
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
に
対
し

て
近
代
イ
ン
ド
で
は
食
糧
備
蓄
が
枯
渇
し
、
米
の
価
格
が
高
騰
し
た
の
で
あ
り
、
道
徳
的
な
経
済
が
な
け
れ
ば
農
民
は
自
由
な
賃

労
働
者
と
し
て
市
場
に
完
全
に
依
存
す
る
だ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
、「
現
代
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
飢
饉
に
打
ち
勝
つ
の
は
」
前
近

代
社
会
よ
り
も
「
困
難
で
あ
る
」
と
書
き
留
め
て
お
り
（S. 672.21-22

）、
本
巻
で
は
こ
の
事
項
に
も
っ
と
も
明
瞭
な
欄
外
書
き
込

み
を
付
与
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
ル
ク
ス
は
、
一
八
六
一
年
か
ら
出
版
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
『
イ
ン
ド
の
道
徳
的
お
よ
び
物
質
的
進
歩
と
状
態
に
関
す
る

報
告
』
の
一
八
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
版
か
ら
も
抜
粋
し
て
い
る
。
報
告
書
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
イ
ン
ド
の
借
地
農
業
者
と
地

主
は
、
灌
漑
を
利
用
す
る
と
借
地
料
な
い
し
は
地
租
を
増
加
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
灌
漑
設
備
に
ほ
と
ん
ど
手
を

つ
け
よ
う
と
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。「
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
は
彼
に
か
か
る
地
代
が
増
加
す
る
と
い
う
恐
怖
か
ら
水
を
定
期
的

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（S. 672.64-35

）［
162
］
の
だ
。

　

マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
二
部
の
た
め
の
第
二
草
稿
で
、
米
や
小
麦
の
価
格
高
騰
の
理
由
を
、「
綿
花
飢
饉
」
に
よ
っ
て
綿

花
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
み
て
い
た
。
綿
花
は
ま
す
ま
す
イ
ン
ド
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、

以
前
に
は
食
料
生
産
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
土
地
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
米
価
の
高
騰
が
、
不
作
の
場
合
の
た
め
に
穀
物
を
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備
蓄
す
る
と
い
う
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
習
慣
を
断
ち
切
り
、
農
業
地
域
で
の
貯
蔵
古
米
が
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
自
己
需
要
の
た
め
の
生
産
か
ら
商
品
生
産
へ
の
」
移
行
は
、「
そ
の
土
地
の
経
済
に
も
っ
と
も
恐
ろ

し
く
も
っ
と
も
危
険
な
危
機
」
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
［
163
］。
マ
ル
ク
ス
は
、「
備
蓄
と
い
う
商
品
形
態
と
備
蓄
そ
の
も
の
は
、

二
つ
の
異
な
る
も
の
」
で
あ
る
と
要
約
し
、「
直
接
的
な
生
産
物
備
蓄
が
商
品
備
蓄
の
形
態
に
転
化
す
る
こ
と
に
あ
た
っ
て
の
大

惨
事
」
に
つ
い
て
「
イ
ン
ド
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」
の
例
を
参
照
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
［
164
］。

　

こ
れ
ら
の
評
価
は
、
マ
ル
ク
ス
の
歴
史
観
の
新
た
な
展
開
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
八
五
三
年
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
デ
イ
リ
ー
・

ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
」
の
記
事
に
お
い
て
、彼
は
【8

7
9

】
ま
だ
「
こ
れ
ら
の
牧
歌
的
な
村
落
共
同
体
が
、た
と
え
無
害
に
み
え
よ
う
と
も
、

そ
れ
が
つ
ね
に
東
洋
専
制
政
治
の
強
固
な
基
礎
と
な
っ
て
き
た
」［
165
］
と
指
摘
し
、
そ
れ
ゆ
え
英
国
の
植
民
地
支
配
は
近
代
化
の

た
め
の
「
社
会
革
命
」
で
あ
る
よ
う
に
彼
に
は
見
え
た
［
166
］。
し
か
し
な
が
ら
、
後
年
、
彼
の
見
解
は
変
化
し
た
。「
経
済
学
批

判
要
綱
」
で
彼
は
、
人
間
と
自
然
と
の
間
の
物
質
代
謝
の
あ
の
「
分
離
」
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
ゲ
ル
マ
ン
的
生
産
様
式
、
古
典
古
代
的
生
産
様
式
お
よ
び
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
を
「
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る

諸
形
態
」
に
お
い
て
研
究
し
た
。
た
だ
し
、『
資
本
論
』
の
初
版
で
は
ま
だ
、「
産
業
の
よ
り
発
展
し
た
国
は
、
発
展
の
遅
れ
た
国

に
対
し
て
、
ほ
か
な
ら
ぬ
そ
の
国
自
身
の
未
来
の
姿
を
」
示
し
て
い
る
と
い
う
言
明
が
見
ら
れ
る
［
167
］。

　

こ
の
直
線
的
な
歴
史
的
経
過
と
い
う
示
唆
は
、
マ
ル
ク
ス
が
生
き
て
い
る
間
に
も
す
で
に
、
特
に
ロ
シ
ア
で
は
、
当
地
で

一
八
七
二
年
に
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
最
初
の
翻
訳
が
出
版
さ
れ
た
後
、
議
論
に
な
っ
て
い
た
。
晩
期
マ
ル
ク
ス
の
非
西
洋
社
会

や
資
本
主
義
以
前
の
社
会
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は

ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
こ
の
国
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
を
読
ん
だ
。
当
時
の
ロ
シ
ア
に
は
、
再
分
配
的
な
共
同
体
（「
ミ
ー
ル
」）

が
ま
だ
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
が
社
会
主
義
的
社
会
の
物
質
的
な
基
礎
と
し
て
機
能
し
う
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
は
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近
代
化
の
過
程
が
ど
ん
な
に
残
酷
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
資
本
主
義
的
生
産
様
式
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
主
義
的
潮
流
の
も
と
で
議
論
さ
れ
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
の

翻
訳
者
の
一
人
で
あ
る
ゲ
ル
マ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ロ
パ
ー
チ
ン
と
個
人
的
に
知
り
合
い
で
あ
り
、
ま
た
他
の
二
人

の
翻
訳
者
、
ニ
コ
ラ
イ
・
フ
ラ
ン
ツ
ェ
ヴ
ィ
チ
・
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ー
ン
と
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ュ
バ
ー
ビ
ン
と
は
手

紙
の
や
り
取
り
を
す
る
仲
で
あ
り
、
彼
ら
は
農
村
共
同
体
を
基
礎
と
し
た
社
会
主
義
へ
の
ロ
シ
ア
の
特
別
な
道
程
を
宣
伝
し
て
い

た
。
と
り
わ
け
ロ
パ
ー
チ
ン
と
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ー
ン
を
通
じ
て
マ
ル
ク
ス
は
、
シ
ベ
リ
ア
に
追
放
さ
れ
た
革
命
家
で
あ
り
文
芸
評
論

家
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
・
ガ
ヴ
リ
ー
ロ
ヴ
ィ
チ
・
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
著
作
を
知
り
、
彼
の
『
宛
名
の
な
い
手
紙
』
の
草

稿
を
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」
に
お
い
て
、大
部
分
自
ら
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
て
い
る
（S. 705-719

）（
成

立
と
来
歴S. 1142-1144

を
見
よ
）。
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
は
こ
こ
で
、
一
八
六
一
年
の
農
政
改
革
に
対
す
る
自
身
の
批
判
を

展
開
し
て
い
る
が
、
彼
の
考
え
で
は
、
こ
れ
は
貴
族
と
土
地
所
有
者
の
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
農
民
の
解
放
を

と
も
な
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
彼
は
「
ミ
ー
ル
」
の
維
持
、
農
奴
の
完
全
解
放
、
そ
し
て
農
民
に
と
っ
て
有

利
に
な
る
よ
う
な
土
地
の
無
償
配
分
を
要
求
し
て
い
る
。

　
「
農
業
ノ
ー
ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」
が
示
し
て
い
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
は
、
す
で
に
一
八
六
八
年
に
は
資
本
主

義
以
前
の
社
会
や
非
西
洋
社
会
に
ま
す
ま
す
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
一
八
七
二
年
か
ら

一
八
七
五
年
ま
で
の
『
資
本
論
』
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
本
源
的
蓄
【8

8
0

】
積
の
歴
史
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
定

す
る
た
め
に
［
168
］、
一
段
落
を
修
正
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
一
八
六
八
年
以
降
の
非
西
洋
社
会
へ
の
彼
の
徹
底
的
な
取
り
組
み
が

表
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、『
資
本
論
』
に
お
け
る
自
ら
の
分
析
の
妥
当
性
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
た
だ
け
で

な
く
、
資
本
の
力
に
対
す
る
非
西
洋
の
社
会
主
義
的
抵
抗
の
新
た
な
可
能
性
を
も
見
て
と
っ
た
の
で
あ
る
。
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マ
ル
ク
ス
は
ロ
シ
ア
社
会
や
イ
ン
ド
社
会
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
に
つ
れ
、
自
覚
的
に
自
身
の
以
前
の
洞
察
を
よ
り
精
密

に
規
定
し
た
。
彼
の
資
本
主
義
以
前
の
社
会
に
対
す
る
新
た
な
評
価
は
、
ヴ
ェ
ー
ラ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ー
ヴ
ナ
・
ザ
ス
ー
リ
チ
へ
の
手

紙
と
そ
の
下
書
き
に
お
い
て
ま
さ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
一
年
二
月
、
こ
の
ロ
シ
ア
の
女
性
社
会
主
義
者
は
マ
ル
ク
ス
に
、

ロ
シ
ア
の
農
耕
共
同
体
は
歴
史
の
法
則
的
必
然
性
に
し
た
が
っ
て
ま
ず
解
体
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
、そ
れ
と
も
、

そ
れ
が
専
制
的
な
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
社
会
主
義
へ
の
直
接
的
な
移
行
の
可
能
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
質
問
し
た
［
169
］。
マ
ル
ク
ス
は
ひ
と
つ
の
回
答
の
た
め
に
、
四
通
の
下
書
き
を
書
き
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
、「
こ
の
運
動
の
「
歴

史
的
宿
命
性
」
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
明
示
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
」
と
繰
り
返
し
、
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
植
民
地
支
配
が

イ
ン
ド
社
会
に
及
ぼ
し
た
進
歩
的
作
用
を
否
定
し
た
［
170
］。
マ
ル
ク
ス
は
、
い
ま
で
は
資
本
主
義
以
前
の
社
会
の
「
生
命
力
」
を

強
調
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
「
原
始
的
共
同
社
会
の
生
命
力
は
、
セ
ム
人
、
ギ
リ
シ
ャ
人
、
ロ
ー
マ
人
な
ど
の
社
会
の
そ
れ
よ
り
も
、

ま
し
て
現
代
資
本
主
義
諸
社
会
の
そ
れ
よ
り
も
、比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
」と
指
摘
し
て
い
る［
171
］。
さ
ら
に
彼
は「
こ

の
「
農
耕
共
同
体
」
が
、そ
れ
か
ら
生
ま
れ
出
た
新
し
い
共
同
体
に
き
わ
め
て
は
っ
き
り
と
刻
印
を
押
し
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
、

そ
の
た
め
、
マ
ウ
ラ
ー
は
、
後
者
の
意
味
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
者
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
ど
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。〔
…
…
〕
自
己
の
原
型
か
ら
受
け
継
い
だ
諸
特
質
の
お
か
げ
で
、
こ
の
共
同
体
は
、
全
中
世
を
つ
う
じ
て
自
由
と
人
民
生

活
の
唯
一
の
根
源
と
な
っ
て
い
た
」［
172
］
と
続
け
た
。

　

注
目
に
値
す
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
が
こ
れ
ら
の
手
紙
の
下
書
き
の
な
か
で
、
本
巻
で
徹
底
的
に
抜
粋
し
た
二
人
の
著
者
の
知
見

に
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
一
八
六
八
年
三
月
二
五
日
付
け
の
手
紙
の
な
か
で
強

調
し
て
称
賛
し
た
の
と
同
じ
二
人
の
著
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
〔
一
人
は
〕、
過
度
の
森
林
伐
採
か
ら
生
じ
た
気
候
変
動
の
結
果
、
古

代
文
明
（「
セ
ム
人
、
ギ
リ
シ
ャ
人
、
ロ
ー
マ
人
の
社
会
」）
が
没
落
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
カ
ー
ル
・
フ
ラ
ー
ス
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
こ
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れ
ら
の
社
会
で
は
、
す
で
に
私
的
な
土
地
所
有
シ
ス
テ
ム
が
支
配
的
で
あ
り
、
も
は
や
土
地
は
ほ
と
ん
ど
共
同
的
に
規
制
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
【8

8
1

】
が
、「
原
始
的
な
諸
共
同
社
会
」［
173
］
で
は
私
的
所
有
が
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の

よ
う
な
共
同
的
な
規
制
力
こ
そ
が
そ
の
共
同
体
に
強
い「
生
命
力
」、す
な
わ
ち
物
質
的
生
産
の
持
続
性
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
が
名
前
を
あ
げ
た
二
人
目
の
著
者
は
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
マ
ウ
ラ
ー
で
あ
り
、
彼
の
『
マ
ル
ク
・

ホ
ー
フ
・
村
落
・
都
市
制
度
お
よ
び
公
権
力
の
歴
史
序
説
』を
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
八
年
の
は
じ
め
に
詳
細
に
読
ん
だ
。「
農
業
ノ
ー

ト
」
の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
二
」
お
よ
び
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
三
」
で
、
彼
は
こ
の
本
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
章
か
ら
抜
粋

し
て
い
る
が
（S. 542-559, 563-577

お
よ
び589-600

）、
そ
こ
で
法
歴
史
家
の
マ
ウ
ラ
ー
は
、
ゲ
ル
マ
ン
社
会
と
そ
の
所
有
シ
ス
テ

ム
を
論
じ
て
い
る
。
す
で
に
、
ゲ
ル
マ
ン
共
同
体
は
個
人
的
所
有
が
優
位
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
見
て
い
た

ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
メ
ー
ザ
ー
や
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
キ
ン
ド
リ
ン
ガ
ー
と
は
対
照
的
に
、
マ
ウ
ラ
ー
は
詳
細
な
事
例
を
用
い
て
、
共
同
体

自
身
の
構
成
員
に
よ
る
長
年
に
わ
た
る
共
同
的
規
制
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
農
耕
共
同
体
の
構
成
員
た
ち
は
、
耕
作
地
な

ど
を
抽
選
で
年
々
再
配
分
し
た
の
だ
ろ
う
し
、
そ
の
際
、
共
有
地
は
庭
園
や
畑
地
、
草
地
、
森
林
な
ど
と
と
も
に
、
共
同
利
用
の

た
め
に
用
意
さ
れ
、民
主
的
な
調
整
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。マ
ウ
ラ
ー
を
読
ん
だ
後
、マ
ル
ク
ス
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
一
種
の「
判

断
力
の
欠
如
に
と
ら
わ
れ
て
」［
174
］
い
た
こ
と
を
伝
え
た
。
マ
ル
ク
ス
は
マ
ウ
ラ
ー
に
賛
同
し
、
現
在
も
な
お
存
在
し
て
い
る
共

同
的
土
地
所
有
の
痕
跡
を
認
識
し
た
の
だ
。

　

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
農
学
者
で
あ
る
フ
ラ
ー
ス
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
法
歴
史
家
で
あ
る
マ
ウ
ラ
ー
と
は
、
ほ
と
ん

ど
な
ん
の
共
通
点
も
示
し
て
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ー
ス
は
、
マ
ル
ク
ス
が
持
っ
て
い
た
『
農
業
危
機
と
そ
の
治

癒
手
段
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
、
マ
ウ
ラ
ー
の
『
序
説
』
か
ら
引
用
を
行
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ー
ス
が
農
業
に
お
け
る
生
産
性
向

上
の
歴
史
的
法
則
性
を
指
摘
す
る
と
き
、
彼
は
マ
ウ
ラ
ー
の
論
証
を
称
賛
し
な
が
ら
、
ゲ
ル
マ
ン
的
農
耕
共
同
体
の
例
に
言
及
し
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て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
マ
ウ
ラ
ー
は
「
最
初
の
ゲ
ル
マ
ン
的
村
落
形
成
は
、
す
で
に
、
つ
ね
に
地
力
の
向
上

の
必
要
性
と
い
う
法
則
に
従
っ
て
い
た
」［
175
］
こ
と
を
示
し
た
と
い
う
。
彼
は
マ
ウ
ラ
ー
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
そ
し
て
も
し
、
村
落
マ
ル
ク
が
も
ち
ろ
ん
ま
だ
木
も
、
干
し
草
や
藁
も
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
糞
尿
、
牛
（
豚
！
）
で
さ
え
も
、

村
落
構
成
員
の
ほ
か
に
も
販
売
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
マ
ル
ク
内
で
栽
培
さ
れ
た
す
べ
て
の
作
物
は
、
ワ
イ
ン
を
含
め
て
、
そ
こ

で
消
費
も
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
命
じ
て
い
た
（
そ
こ
か
ら
し
ば
し
ば
独
占
的
経
営
権
が
成
立
し
た
）
の
で
あ
れ
ば
、
畑
地
の
力
を

維
持
す
る
た
め
の
手
段
が
不
足
し
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
森
林
や
牧
草
地
の
助
力
を
利
用
し
た
り
、
よ
り
多
く
は
川
に
よ
っ

て
施
肥
さ
れ
た
草
地
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
〔
地
〕
力
の
上
昇
が
生
じ
た
に
違
い
な
か
っ
た
（
マ
ウ
ラ
ー

〔
…
…
〕）」［
176
］。
こ
の
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
資
本
主
義
以
前
の
社
会
を
特
徴
づ
け
た
「
生
命
力
」
の
物
質
的
基
礎
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
。

　
【8

8
2

】
お
そ
ら
く
、『
農
業
危
機
と
そ
の
治
癒
手
段
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
、
マ
ル
ク
ス
に
マ
ウ
ラ
ー
の
著
作
を
読
む
き
っ
か
け

を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。一
八
六
八
年
三
月
二
五
日
付
け
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
の
な
か
で
、マ
ル
ク
ス
は
フ
ラ
ー
ス
と
マ
ウ
ラ
ー

の
二
人
に
「
無
意
識
的
な
社
会
主
義
的
傾
向
」
を
認
め
た
。
一
方
で
フ
ラ
ー
ス
は
、
森
林
破
壊
が
文
明
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
、
近

代
的
な
生
産
諸
力
の
上
昇
が
事
態
の
悪
化
を
招
い
た
と
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
マ
ル
ク
ス
は
、
自
然
と
意
識
的
に
関
わ
る
こ
と
を
将

来
社
会
の
課
題
と
し
て
導
き
出
し
た
。
フ
ラ
ー
ス
自
身
は
、
自
然
力
を
利
用
す
る
こ
と
が
持
続
的
な
農
業
経
営
に
ど
の
よ
う
に
貢

献
で
き
る
の
か
、
を
詳
述
し
た
。
他
方
で
マ
ウ
ラ
ー
は
、
マ
ル
ク
共
同
体
の
農
業
は
、
す
べ
て
の
構
成
員
の
平
等
と
自
由
を
保
証

す
る
よ
う
な
方
法
で
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
彼
は
「
最
古
の
も
の
の
な
か
に
最
新
の
も
の
」［
177
］
を

見
出
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ラ
ー
ス
が
、
生
産
性
が
上
昇
す
る
も
と
で
さ
え
生
産
が
持
続
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
一
方
で
、

マ
ウ
ラ
ー
は
平
等
の
可
能
性
を
説
い
た
。
こ
の
点
で
、
マ
ル
ク
ス
が
後
年
、
自
由
と
平
等
、
持
続
性
が
支
配
的
に
な
る
よ
う
な
生
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産
様
式
の
た
め
の
諸
条
件
を
研
究
す
る
た
め
に
二
つ
の
分
野

―
自
然
科
学
と
資
本
主
義
以
前
の
社
会

―
を
同
時
に
研
究
し
た

こ
と
は
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
八
六
八
年
の
マ
ウ
ラ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
、
晩
期
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
以
前
の
社
会
に
つ
い
て
の
研
究
の

出
発
点
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
マ
ウ
ラ
ー
に
続
く
、
オ
リ
ッ
サ
で
の
飢
饉
や
「
コ
ベ
ッ
ト
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・

レ
ジ
ス
タ
ー
」
に
つ
い
て
の
抜
粋
、
ま
た
ス
レ
イ
ド
や
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
本
か
ら
の
抜
粋
が
す
で
に
示
し
て
い
る
と

お
り
で
あ
る
。
一
八
六
八
年
以
降
、
マ
ル
ク
ス
は
さ
ら
に
二
度
、
マ
ウ
ラ
ー
の
多
数
の
著
作
か
ら
抜
粋
し
［
178
］、
さ
ら
に
そ
れ
を

越
え
て
、
資
本
主
義
以
前
の
他
の
社
会
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
抜
粋
の
公
刊
は
、
ザ
ス
ー
リ
チ
へ
の
手

紙
の
下
書
き
に
も
、
マ
ル
ク
ス
の
最
後
の
出
版
物
で
あ
る
『
共
産
党
宣
言
』
の
ロ
シ
ア
語
第
二
版
へ
の
序
文
に
も
新
た
な
光
を
投

げ
か
け
る
で
あ
ろ
う
。
後
者
で
は
、
マ
ル
ク
ス
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
も
し
ロ
シ
ア
革

命
が
西
欧
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
対
す
る
合
図
と
な
っ
て
、
両
者
が
互
い
に
補
い
あ
う
な
ら
、
現
在
の
ロ
シ
ア
の
土
地
共
有
制

は
共
産
主
義
的
発
展
の
出
発
点
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」［
179
］。

　

マ
ル
ク
ス
は
ま
た
、
ザ
ス
ー
リ
チ
へ
の
手
紙
の
第
一
の
下
書
き
の
な
か
で
科
学
に
つ
い
て
も
語
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
資
本
主
義

が
【8

8
3

】
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
二
重
の
困
難
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
た
［
180
］。
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
や
フ
ラ
ー
ス

の
よ
う
な
自
然
科
学
者
は
一
方
で
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
も
と
で
の
農
業
生
産
性
は
、
人
間
と
自
然
と
の
間
の
物
質
代
謝
を

攪
乱
す
る
こ
と
な
し
に
は
高
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
科
学
の
潜
在
力
は
不
十
分
に
し
か
実
現
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
を
示
し
た
。
他
方
で
、
資
本
は
、
そ
の
絶
え
間
な
い
蓄
積
の
結
果
、
自
己
増
殖
を
目
指
す
「
衝
動
」
に
簡
単
に
従
属
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
他
の
社
会
の
諸
形
態
に
遭
遇
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
自
然
科
学
と
資
本
主
義
以
前
の
社
会

に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
の
研
究
が
統
合
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
テ
ー
マ
領
域
に
対
す
る
彼
の
関
心
は
、
一
八
八
三
年
に
彼
が
亡
く
な
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る
ま
で
続
い
た
。

　

本
巻
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
編
集
方
針
に
し
た
が
っ
て
編
集
さ
れ
た
［
181
］。
校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
の
基
礎
を

な
す
の
は
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
現
存
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
草
稿
で
あ
る
。

　

抜
粋
ノ
ー
ト
と
手
帳
は
年
代
順
に
配
列
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
成
立
順
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
例
外
は
、「
農
業
ノ
ー
ト
」

の
「
一
八
六
八
年
の
ノ
ー
ト
一
」
に
あ
るM

s-S.[1]-[28]

の
覚
え
書
き
と
抜
粋
で
、
そ
れ
ら
の
大
半
は
、
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
ノ
ー

ト
を
一
八
六
八
年
一
月
か
ら
農
業
に
関
す
る
研
究
を
続
け
る
た
め
に
利
用
す
る
前
の
、
一
八
六
四
年
か
ら
一
八
六
七
年
末
ま
で
の

間
に
作
成
さ
れ
た
。
ノ
ー
ト
の
時
期
推
定
の
根
拠
は
、
個
々
の
ノ
ー
ト
や
テ
キ
ス
ト
典
拠
に
関
係
す
る
付
属
資
料
部
分
で
あ
る
成

立
と
来
歴
に
記
し
た
。

　

抜
粋
ノ
ー
ト
と
手
帳
の
な
か
の
資
料
は
、
異
な
る
時
期
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
は
、
マ
ル
ク
ス

の
ノ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ
付
け
に
従
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
が
ノ
ー
ト
あ
る
い
は
手
帳
に
ペ
ー
ジ
付
け
を
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
は
ノ
ー
ト
あ
る
い
は
手
帳
の
物
理
的
な
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
ペ
ー
ジ
の
順
序
に
従
っ
て
い
る
。
と
り

わ
け
手
帳
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
資
料
の
成
立
時
期
が
異
な
る
こ
と
が
、
筆
記
具
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ

れ
て
い
る
。
注
解
と
典
拠
文
書
に
つ
い
て
の
記
録
に
は
、
用
い
ら
れ
た
筆
記
具
に
つ
い
て
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
多
言
語
の
典
拠
か
ら
抜
粋
し
て
い
る
た
め
、
校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
も
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
語
、
英

編
集
者
例
言
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語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
イ
タ
リ
ア
【8

8
4

】
語
、
ラ
テ
ン
語
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
を
含
ん
で
い
る
。
マ
ル

ク
ス
は
、
テ
キ
ス
ト
の
節
句
を
逐
語
的
に
書
き
写
し
た
り
、
よ
り
長
い
一
節
を
部
分
的
に
自
分
の
言
葉
で
要
約
し
た
り
し
た
の
で
、

文
法
的
、
統
語
的
、
正
書
法
的
に
は
特
異
で
、
ま
た
誤
り
も
示
す
よ
う
な
多
言
語
混
在
の
テ
キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
。
正
書
法
の

統
一
な
い
し
現
代
語
化
は
行
わ
な
か
っ
た
。一
般
的
な
略
称（u., od., v., J.

）や
マ
ル
ク
ス
が
頻
繁
に
使
用
し
た
略
称（G

vt., B. o. E.

）

は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
（
略
称
・
略
語
・
記
号
一
覧
を
見
よ
）、そ
の
他
の
略
さ
れ
た
語
や
マ
ル
ク
ス
が
略
し
た
ド
イ
ツ
語
の
冠
詞
（d.

）

は
、
編
集
者
フ
ォ
ン
ト
（
下
点
）
で
略
さ
ず
に
書
い
た
（der4
4, die4
4, das4
4

な
ど
）。
マ
ル
ク
ス
が
し
ば
し
ば
行
っ
た
単
語
の
短
縮
に
よ
っ

て
省
略
さ
れ
、
短
縮
さ
れ
、
つ
づ
め
ら
れ
た
文
字
は
、
校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
で
は
無
印
で
書
か
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、„dch“

（durch

）、„w
ährd“, „w

hd“

（w
ährend

）、„Engld“

（England

）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
重
の
ｎ
や
ｍ
に

対
し
て
一
文
字
の
み
で
、
そ
の
上
に
横
棒
が
書
か
れ
た
単
語
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

抜
粋
ノ
ー
ト
と
手
帳
に
は
、
三
枚
の
糊
付
け
さ
れ
た
新
聞
の
切
り
抜
き
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
テ
キ
ス
ト
と
手
書
き

の
テ
キ
ス
ト
と
を
区
別
す
る
た
め
に
、
糊
付
け
さ
れ
た
新
聞
の
切
り
抜
き
は
八
ポ
イ
ン
ト
の
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
で
印
刷
さ
れ
再
現

さ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
書
き
は
一
〇
ポ
イ
ン
ト
の
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
で
、
ま
た
彼
ら
が
手
書
き
で
作
成
し

た
比
較
的
大
き
な
表
は
八
ポ
イ
ン
ト
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
に
は
、
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
自
分
自
身
で
使
用
す
る
た
め
に
作
成
し
た
草
稿
や
覚
え
書
き
が
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
多
く
の
不
備
や
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。
明
ら
か
な
書
き
間
違
い
や
写
し
間
違
い
、
事
実
の
記
載
間
違
い
は
編

集
上
訂
正
さ
れ
た
。
句
読
点
や
引
用
符
、
括
弧
の
欠
落
は
、
そ
れ
が
テ
キ
ス
ト
理
解
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に

の
み
付
け
加
え
た
。
判
読
が
困
難
な
文
字
は
、
大
文
字
の
「
Ｘ
」
あ
る
い
は
小
文
字
の
「
ｘ
」
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト

の
こ
う
し
た
変
更
は
す
べ
て
、
訂
正
目
録
に
示
さ
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
理
解
の
た
め
に
必
要
な
編
集
上
の
挿
入
（
た
と
え
ば
、
欠
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落
し
て
い
る
単
語
や
、
抜
粋
の
個
々
の
節
の
表
題
の
欠
落
な
ど
）
は
、
編
集
者
フ
ォ
ン
ト
（H

elvetica

）
で
印
刷
し
、
角
括
弧
で
囲
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
必
要
な
指
摘
は
訂
正
目
録
の
評
注
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

典
拠
の
テ
キ
ス
ト
を
再
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
引
用
符
の
す
べ
て
は
、
す
べ
て
フ

ラ
ン
ス
語
の
逆
引
用
符
（»  «

）
と
し
て
統
一
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
が
抜
粋
し
た
テ
キ
ス
ト
を
（»  «

）
で
示
さ
れ
た
引

用
符
で
囲
ん
だ
場
合
、
そ
れ
は
通
例
、
ほ
ぼ
逐
語
的
な
引
用
と
な
っ
て
い
る
。
典
拠
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
抜
粋
に
引
き
継
が
れ
た
引

用
符
や
、
典
拠
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
囲
ん
で
い
な
い
引
用
符
は
、
通
常
の
形
（„“

）
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

手
稿
ペ
ー
ジ
の
先
頭
と
末
尾
は
、
校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
の
ペ
ー
ジ
付
け
は
示
さ
れ
て

お
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
編
集
上
、
角
括
弧
で
補
足
さ
れ
て
い
る
（
略
称
・
略
号
・
記
号
一
覧
お
よ
び
典
拠
文
書
に
つ

い
て
の
記
録
を
見
よ
）。

　
【8

8
5

】
マ
ル
ク
ス
が
抜
粋
し
た
典
拠
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
欠
落
や
不
完
全
な
記
載
は
、
編
集
者
フ
ォ
ン
ト
と
角
括
弧
で
補
足
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
補
足
は
、
著
者
の
書
き
方
に
応
じ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
よ
り
大
き
な
ま
と
ま
り
の
最
後
に
お
か
れ
て
い
る
。

　

テ
キ
ス
ト
内
の
強
調
は
す
べ
て
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
抜
粋
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
下
線
は
、
そ
れ
ら

が
抜
粋
そ
の
も
の
と
同
じ
筆
記
具
で
引
か
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
が
抜
粋
で
用

い
た
筆
記
具
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
お
そ
ら
く
よ
り
後
の
時
点
で
引
い
た
と
思
わ
れ
る
下
線
は
、
校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
で
は

「
青

 
―
・
―
・
―
・
―
・

鉛
筆
、
赤―

―
 
―
―
 
―
―

鉛
筆
、
鉛―筆
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

切
り
抜
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
下
線
は
下
線
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
の
切
り
抜
き
に
お
け
る
強
調（
イ

タ
リ
ッ
ク
体
あ
る
い
は
隔
字
体
で
印
刷
さ
れ
た
単
語
）
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

欄
外
の
線
引
き
は
、
校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
で
は
、「
イ
ン
ク
―
、
鉛
筆 

― 

、
青
鉛
筆 

・―・―
」
の
よ
う
な
縦
線
で
示
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
他
の
欄
外
の
目
印
は
適
切
な
方
法
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
中
に
再
現
さ
れ
て
い
る
各
テ
キ
ス
ト
典
拠
に
対
し
て
は
、
学
術
的
な
付
属
資
料
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
付
属
資
料
は
成
立
と

来
歴
の
部
分
（
典
拠
文
書
に
つ
い
て
の
記
録
を
含
む
）
と
訂
正
目
録
お
よ
び
注
解
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
注
解
に
は
、
と
り
わ
け
マ

ル
ク
ス
が
典
拠
に
見
て
取
っ
た
文
献
に
つ
い
て
の
指
示
や
マ
ル
ク
ス
の
他
の
著
作
へ
の
指
示
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
抜
粋
さ
れ
糊

付
け
さ
れ
た
新
聞
記
事
の
う
ち
い
く
つ
か
は
典
拠
が
不
明
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
他
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
ぼ
同
じ
テ
キ

ス
ト
を
、
い
わ
ゆ
る
「
代
替
典
拠
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

資
料
に
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
広
範
な
書
誌
に
関
す
る
覚
え
書
き
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
タ
イ
ト
ル
は
、
文
献
索
引

に
完
全
な
書
誌
情
報
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ａ
）
マ
ル
ク
ス
の
覚
え
書
き
に
あ
る
タ
イ
ト
ル
が
明
確
に
識
別

で
き
な
い
た
め
、
文
献
索
引
で
容
易
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
ｂ
）
タ
イ
ト
ル
が
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る

場
合
、
ま
た
は
ｃ
）
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
タ
イ
ト
ル
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
マ
ル
ク
ス
の
蔵
書
一

覧
に
お
い
て
そ
の
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
、
注
解
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
覧
は
、
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン

ゲ
ル
ス
の
個
人
蔵
書
で
確
認
さ
れ
た
も
の
の
注
釈
付
き
目
録
（M

EGA
2 IV/32

）、
ダ
ニ
エ
ル
ス
の
リ
ス
ト
（M

EGA
2 IV/5

）
お
よ
び

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
蔵
書
の
多
く
の
タ
イ
ト
ル
を
受
け
入
れ
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
図
書
館
の
目
録
で
あ
る
。

　

本
巻
に
は
、
さ
ら
に
人
名
索
引
、
文
献
索
引
、
付
属
資
料
で
検
討
さ
れ
た
典
拠
と
利
用
さ
れ
た
研
究
書
の
目
録
、
な
ら
び
に
校

訂
済
み
テ
キ
ス
ト
の
最
重
要
見
出
し
語
を
収
録
し
た
事
項
索
引
が
含
ま
れ
て
い
る
。
英
国
大
使
館
と
領
事
の
三
〇
の
議
会
報
告
書

か
ら
の
抜
粋
に
つ
い
て
は
、マ
ル
ク
ス
は
独
自
の
事
項
索
引
を
作
成
し
た
（「
上
記
の
た
め
の
簡
略
化
し
た
索
引
」（S. 666-669

）
を
見
よ
）。

人
名
索
引
に
は
、
校
訂
済
み
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
人
名
綴
り
の
う
ち
、
確
実
な
形
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
丸
括
弧
に

入
れ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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【8

8
6

】本
巻
は
、大
谷
禎
之
介（
東
京
）お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｗ
）の
テ
ィ
ム
・
グ
ラ
ー

ス
マ
ン
の
指
揮
の
も
と
東
京
の
日
本
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
編
集
委
員
会
で
編
集
さ
れ
た
。
編
集
委
員
会
に
は
明
石
英
人（
東
京
）、浅
川
雅
己（
札

幌
）、斎
藤
幸
平
（
大
阪
）、佐
々
木
隆
治
（
東
京
）、隅
田
聡
一
郎
（
東
京
）、平
子
友
長
（
東
京
）、高
畑
明
尚
（
沖
縄
）、森
下
宏
美
（
札
幌
）

が
所
属
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、天
野
光
則
（
千
葉
）、伊
藤
武
（
大
阪
）、出
雲
雅
志
（
神
奈
川
）、竹
永
進
（
東
京
）、鳥
居
伸
好
（
東
京
）、

内
田
博
（
札
幌
）
も
様
々
な
作
業
段
階
で
参
加
し
た
。
全
体
の
編
集
、
付
属
資
料
の
諸
部
分
、
成
立
と
来
歴
の
事
柄
お
よ
び
解
題

の
仕
上
げ
は
斎
藤
幸
平
と
テ
ィ
ム
・
グ
ラ
ー
ス
マ
ン
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
解
題
で
は
斎
藤
幸
平
の„N

atur gegen Kapital: 

M
arx’ Ö

kologie in seiner unvollendeten Kritik des Kapitalism
us“

（Frankfurt a.M
. 2016

）
か
ら
研
究
成
果
が
組

み
込
ま
れ
た
。
典
拠
文
書
に
つ
い
て
の
記
録
は
大
谷
禎
之
介
が
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
・
ヴ
ァ
ー
シ
ナ
（
モ
ス
ク
ワ
）
の
協
力
の
も
と
作
成

し
た
。
事
項
索
引
は
、
斎
藤
幸
平
、
明
石
英
人
、
隅
田
聡
一
郎
、
佐
々
木
隆
治
が
作
成
し
た
。

　

本
巻
の
編
集
者
は
、
以
下
の
方
々
の
協
力
と
支
援
に
感
謝
す
る
。
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
・
ヴ
ァ
ー
シ
ナ
は
、
ロ
シ
ア
語
の
典
拠
か
ら

の
抜
粋
の
編
集
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
ロ
ル
フ
・
ヘ
ッ
カ
ー
は
解
読
作
業
に
携
わ
り
、ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
と
も
に
「
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
に
つ
い
て
の
伝
記
的
覚
え
書
き
」
に
つ
い
て
の
注
解
を
執
筆
し
て
く
れ
た
。
付
属
資
料
の
た
め
の
ラ
テ
ン

語
の
引
用
文
の
翻
訳
は
、
ウ
ル
リ
ー
ケ
・
ホ
ー
エ
ン
ゼ
ー
（
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｗ
）
と
平
子
友
長
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
ギ
ヨ
ー
ム
・
フ
ォ
ン

デ
ュ
と
ジ
ャ
ン
・
ケ
テ
ィ
エ
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
テ
キ
ス
ト
の
訂
正
を
読
ん
で
く
れ
た
。
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
（
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｗ
）

は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
刺
激
と
指
摘
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
最
終
編
集
に
は
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
ロ
イ
テ
ア
（
ベ
ル
リ
ン
）、ゲ
ラ
ル
ト
・

フ
ー
プ
マ
ン
（
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｗ
）、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
、
羽
島
有
紀
、
神
岡
秀
治
、
菊
地
賢
、
隅
田
聡
一
郎
（
い
ず
れ
も
東
京
）

が
協
力
し
た
。
さ
ら
に
編
集
者
は
、
本
巻
の
準
備
と
編
集
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
機
関
、
と
り
わ
け
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
・
社
会
史
国
際
研
究
所
（
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
お
よ
び
モ
ス
ク
ワ
の
ロ
シ
ア
国
立
社
会
政
治
史
文
書
館
（
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）
に
感
謝
の
意
を
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表
し
た
い
と
思
う
。
最
後
に
、
ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
本
作
業
を
包
括
的
に
支
援
し
て
く
れ
た
こ

と
に
感
謝
す
る
。

　

本
巻
の
編
集
作
業
は
二
〇
一
八
年
一
二
月
に
完
了
し
た
。
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註

［
１
］ M

arx an Engels, 1. M
ai 1865. In: M

EGA
2 III/13. Br. 239.5-7.

［
２
］ Karl M

arx: Zur Kritik der Politischen O
ekonom

ie. Erstes H
eft. Berlin 1859. In: M

EGA
2 II/2. S. 

95-245.

［
３
］ M

arx an Engels, 13. Februar 1866. (M
EGAdigital.)

［
４
］ 「
そ
ん
な
わ
け
で
、
私
の
著
作
を
完
成
す
る
た
め
に
、
仕
事
の
で
き
る
瞬
間
は
す
べ
て
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

私
は
健
康
も
人
生
の
幸
福
も
家
族
も
犧
牲
に
し
て
き
た
の
で
す
。」(M

arx an Sigfrid M
eyer, 30. April 1867. 

(M
EGAdigital.))

［
５
］ M

arx an Johann Philipp Becker, 17. April 1867. (M
EGAdigital.) 

［
６
］ Engels an M

arx, 11. M
ärz 1865. In: M

EGA
2 III/13. Br. 180.53

を
見
よ
。

［
７
］ Karl M

arx: D
as Kapital. Kritik der politischen Ö

konom
ie. Erster Band. H

am
burg 1867. M

EGA
2 

II/5. S. 7.

［
８
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. 3. Aufl. M

EGA
2 II/8. S. 591.37-41

を
見
よ
。

［
９
］ 

マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
七
／
一
八
六
八
年
の
草
稿
に
お
い
て
も
同
様
の
計
算
を
行
っ
て
い
る
。M

EGA
2 II/4.3

を
見

よ
。

［
10
］ Karl M

arx: D
as Kapital (Ö

konom
isches M

anuskript 1863-1865). D
rittes Buch. M

EGA
2 II/4.2. S. 

561-583 

お
よ
び597-646

を
見
よ
。

［
11
］ Ebenda. S. 664.9-29.
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［
12
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 493.

［
13
］ 

彼
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
一
八
六
六
年
二
月
一
三
日
付
け
の
手
紙
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の「
呪
わ
れ
た
」

本
は
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
二
月
末
に
で
き
あ
が
っ
た
。
地
代
に
関
す
る
論
述
、
つ
ま

り
最
後
か
ら
二
番
目
の
章
だ
け
で
も
、
今
の
草
稿
で
は
、
ほ
と
ん
ど
一
冊
の
本
を
な
し
て
い
る
。
僕
は
、
昼
間
は
博

物
館
に
行
き
、
晩
に
書
い
た
。」(M

EGAdigital.)
［
14
］ M

arx: D
as Kapital (Ö

konom
isches M

anuskript 1863-1865). D
rittes Buch. M

EGA
2 II/4.2. S. 725. 

［
15
］ Karl M

arx: Zur Kritik der politischen Ö
konom

ie 〈M
anuskript 1861-1863

〉. In: M
EGA

2 II/3.3

を

見
よ
。

［
16
］ M

arx an Engels, 13. Februar 1866. (M
EGAdigital.) 

［
17
］ M

arx: D
as Kapital (Ö

konom
isches M

anuskript 1863-1865). D
rittes Buch. M

EGA
2 II/4.2. S. 723. 

［
18
］ M

arx an Engels, 13. Februar 1866. (M
EGAdigital.) 

［
19
］ W

illiam
 H

. Brock: Justus von Liebig. The Chem
ical G

atekeeper. Cam
bridge 2002. S. VII

を
見

よ
。

［
20
］ Karl M
arx: Exzerpte aus Justus Liebig: D

ie organische Chem
ie ... In: M

EGA
2 IV/9. S. 172-213. 

［
21
］ Karl M

arx: Exzerpte aus Justus von Liebig: U
eber Theorie und Praxis in der Landw

irthschaft 
(IISG

, M
EN

, Sign. B 93). 

［
22
］ M

ark R. Finlay: The Rehabilitation
 of an Agricultural Chem

ist: Justus von Liebig and the 
Seventh Edition. In: Am

bix. Vol. 38. 1991. N
r. 3. S. 155-166

を
見
よ
。

［
23
］ [W

ilhelm
 H

am
m

:] Justus von Liebig. In: Agronom
ische Zeitung. Jg. 20. 1865. N

r. 50. S. 791. 
Zitiert nach W

olfgang Böhm
: Biographisches H

andbuch zur G
eschichte des Pflanzenbaus. 

M
ünchen 1997. S. 189. 
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［
24
］ W

ilhelm
 Roscher: System

 der Volksw
irthschaft. Bd. 2. N

ationalökonom
ik des Ackerbaues 

und der verw
andten U

rproductionen. 4. verm
. und verb. Aufl. Stuttgart 1865. S. VI.

さ
ら
に
、

ロ
ッ
シ
ャ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
彼
が
国
民
経
済
学
的
に
重
要
な
い
く
つ
か
も
の
事
実
を
見
逃
し
て

い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
こ
の
偉
大
な
自
然
研
究
者
の
名
は
、
つ
ね
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
名
と

同
様
に
、
国
民
経
済
学
の
歴
史
に
お
い
て
も
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
続
け
る
だ
ろ
う
。」(Ebenda. S. 66.)

［
25
］ Karl M

arx: Exzerpte aus Jam
es Finlay W

eir Johnston: Lectures on Agricultural Chem
istry 

and G
eology. In: M

EG
A

2 IV/9. S. 276-317; und ders.: Exzerpte aus Jam
es Finlay W

eir 
Johnston: Catechism

 of Agricultural Chem
istry and G

eology. In: M
EGA

2 IV/9. S. 372-386. 

［
26
］ M

arx an Engels, 13. O
ktober 1851. In: M

EGA
2 III/4. S. 232. 

―
一
八
七
〇
年
代
に
も
マ
ル
ク
ス
は

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
地
質
学
の
著
作『
農
芸
化
学
お
よ
び
地
質
学
の
要
素
』（Edinburgh, 1842

）か
ら
抜
粋
し
て
い
る
。

こ
の
抜
粋
に
つ
い
て
は
、M

EGA
2 IV/26. S. 70-82

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

［
27
］ Karl M

arx: Exzerpte aus: The Econom
ist 1851. In: M

EGA
2 IV/8. S. 88-90. 

［
28
］ M

arx an Engels, 13. O
ktober 1851. M

EGA
2 III/4. S. 232.

［
29
］ M

arx an Engels, 13. Februar 1866. (M
EGAdigital.) 

［
30
］ M
arx an Engels, 13. Februar 1866. (M

EGAdigital.) 

［
31
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 97.

［
32
］ Karl M

arx, Friedrich Engels: D
eutsche Ideologie. M

anuskripte und D
rucke. In: M

EGA
2 I/5. S. 

71/72. 

［
33
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 409.

［
34
］ Ebenda. S. 410.

［
35
］ Ebenda.
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［
36
］ Ebenda. S. 184/185.

［
37
］ Ebenda. S. 183, 184

お
よ
び205.

［
38
］ M

arx an Engels, 10. Februar 1866. (M
EGAdigital.) 

［
39
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 410-413.

［
40
］ 「
実
用
に
供
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
な
に
か
の
分
野
で
新
し
い
科
学
的
進
歩
が
達
成

さ
れ
る
と
、
彼
ほ
ど
純
粋
に
喜
ぶ
こ
と
の
で
き
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。」(Friedrich Engels: D

raft for the 

Speech over the G
rave of Karl M

arx. In: M
EGA

2 I/25. S. 403.)

［
41
］ M

arx an Engels, 4. Juli 1864. In: M
EGA

2 III/12. Br. 375.32-36.

―
こ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル
を
マ
ル
ク
ス

は
以
前
に
ロ
ン
ド
ン
の
書
籍
商
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
書
き
留
め
て
い
た
。
注
解23.22, 24.8, 24.9

お
よ
び24.10

を
見
よ
。
彼
の
処
理
済
み
の
線
引
は
、
彼
が
、
こ
の
本
の
リ
ス
ト
に
書
き
留
め
ら
れ
た
、
さ
ら
に
四
つ
の
自
然

科
学
の
タ
イ
ト
ル
を
入
手
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、G

eorge Com
be: The Constitution 

of M
an

（
注
解23.24
）, P. Evers: The Student’s Com

pendium
 of Com

parative Anatom
y

（
注
解

23.38

）, W
illiam

 Lovett: Elem
entary Anatom

y and Physiology

（
注
解23.31

）, Robert Bunsen: 
G

asom
etry

（
注
解24.11

）
で
あ
る
。

［
42
］ M

arx an Engels, 4. Juli 1864. M
EGA

2 III/12. Br. 375.44-47.

［
43
］ [Charles] Ad[olphe] W

urtz: H
istoire des doctrines chim

iques depuis Lavoisier jusqu’à nos 
jours. Paris, Londres, Leipzig 1869.

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
本
を
彼
の
蔵
書
と
し
て
持
っ
て
い
た
（M

EGA 

IV/32. N
r. 1432

）。
一
八
七
〇
年
代
に
お
け
る
分
子
論
に
関
す
る
彼
の
取
組
み
に
つ
い
て
はM

EGA
2 IV/31. S. 

285-294

を
見
よ
。

［
44
］ W

illiam
 N

assau M
olesw

orth an M
arx, 23. und 25. August 1865. In: M

EGA
2 III/13. Br. 296 und 

297

を
見
よ
。
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［
45
］ Karl M

arx: Exzerpte aus H
enry Enfield Roscoe: Kurzes Lehrbuch der Chem

ie (IISG
, M

EN
, Sign. 

B 108); und in: M
EG

A
2 IV/31. S. 3-463. H

andexem
plar m

it M
arginalien von M

arx: RG
ASPI, 

Sign. f. 1, op. 1, d. 6407. (M
EGA

2 IV/32. N
r. 1139.) 

［
46
］ 

マ
ル
ク
ス
は
、『
化
学
詳
解
』
を
彼
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ェ
ー
ド
ラ
ー
『
自
然
読
本
』
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ィ
ン
レ
イ
・

ウ
ィ
ア
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
『
農
芸
化
学
お
よ
び
地
質
学
の
要
素
』
か
ら
の
抜
粋
の
な
か
で
用
い
て
い
る
。M

EGA
2 

IV/26. S. 45-94

お
よ
びM

EGA
2 IV/31. S. 3-463.

［
47
］ 「
農
業
お
よ
び
林
業
」
お
よ
び
「
自
然
科
学
、
数
学
、
技
術
学
」
の
項
目
の
索
引
（M

EGA
2 IV/32. S. 730

お
よ
び

737
）
を
見
よ
。

［
48
］ M

arx an Engels, 28. Januar 1863. In: M
EGA

2 III/12. Br. 207.37; M
arx an Engels, 9. M

ärz 1870 
(IISG

, M
EN

, Sign. L 4645) 

を
見
よ
。
同
様
に
、
イ
ェ
ニ
ー
・
マ
ル
ク
ス
は
、
ヨ
ハ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
ッ
カ
ー

へ
の
一
八
六
六
年
一
月
二
九
日
付
け
の
手
紙
に
お
い
て
、
ハ
ク
ス
リ
ー
の
講
義
に
彼
女
の
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
参

加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
（M

EGAdigital.

）。
ま
た
、Jenny M

arx (Tochter) an Eleanor M
arx, 

Juni (RGASPI, Sign. f. 7, d. 253. 

再
版
はO. W

orobjow
a und I. Sinelnikow

a: D
ie Töchter M

arx. Berlin 

1984. S. 56) 

も
見
よ
。

［
49
］ 「
私
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
の
ハ
ク
ス
リ
ー
教
授
や
テ
ィ
ン
ダ
ル
教
授
、
ホ
フ
マ
ン
教
授
に
よ
る
生
理
学
や
地
質
学
、

化
学
に
つ
い
て
の
講
義
に
定
期
的
に
参
加
し
て
い
た
。〔
…
…
〕
こ
こ
で
も
私
た
ち
に
そ
う
す
る
よ
う
鼓
舞
し
た
の

は
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
だ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
自
身
は
、
こ
の
講
義
に
と
き
お
り
参
加
す
る
の
を
常
と
し
て
い
た
。」

(Friedrich Leß ner: Vor 1848 und nachher. Erinnerungen eines alten Kom
m

unisten. In: ders.: Ich 

brachte das „ Kom
m

unistische M
anifest “ zum

 D
rucker. Berlin 1975. S. 98.) 

［
50
］ 「
と
く
に
自
然
科
学
の
分
野
に
お
い
て
〔
…
…
〕
マ
ル
ク
ス
は
あ
ら
ゆ
る
新
刊
を
追
い
求
め
、
あ
ら
ゆ
る
進
歩
を
つ

き
と
め
て
い
た
。
ま
た
、
モ
レ
シ
ョ
ッ
ト
や
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
、
ハ
ク
ス
リ
ー

―
彼
ら
の
「
一
般
講
座
」
に
わ
れ
わ
れ
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は
き
ち
ん
と
参
加
し
て
い
た
の
だ
が

―
は
、
リ
カ
ー
ド
ウ
や
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
や
イ
タ
リ
ア
の
国
民
経
済
学
者
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
内
で
名
前
が
あ
が
っ
た
。」(W

ilhelm
 

Liebknecht: Karl M
arx zum

 G
edächtnis. In: M

ohr und G
eneral. Erinnerungen an M

arx und Engels. 

Berlin 1965. S. 81.)

［
51
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 395.28-36.
［
52
］ Karl M

arx: D
as Kapital. Kritik der politischen Ö

konom
ie. Erster Band. 2. Aufl. H

am
burg 1872. 

In: M
EGA

2 II/6. S. 308.43-44 und Var

を
見
よ
。

［
53
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 427.35-39. 

本
巻
で
公
刊
さ
れ
た
抜
粋
は
、
あ
る
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
た
グ
ロ
ー
ヴ
の
講
演
か
ら
の
も
の
で
あ
る
（
成
立
と
来
歴S. 1022

を
見
よ
）。

［
54
］ M

arx an Ferdinand Lassalle, 16. Januar 1861. In: M
EGA

2 III/11. Br. 202.55-56.

［
55
］ 「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
、
分
業
や
競
争
、
新
市
場
の
開
拓
、「
諸
発
明
」
や
マ
ル
サ
ス
的
「
生
存
競
争
」
を
と
も
な
う
彼
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
を
、
動
植
物
界
の
な
か
で
も
再
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は

ホ
ッ
ブ
ズ
の
言
う
「
万
人
の
万
人
に
対
す
る
闘
争
」
で
あ
り
、
ま
た
『
現
象
学
』
の
な
か
の
ヘ
ー
ゲ
ル
を
思
い
出
さ

せ
る
が
、
そ
こ
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
が
「
精
神
的
な
動
物
界
」
と
し
て
現
れ
、
他
方
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
お
い
て
は

動
物
界
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
社
会
と
し
て
現
れ
る
の
だ
。」(M

arx an Engels, 18.Juni 1862. In: M
EGA

2 III/12. Br. 

82.38-45.)

［
56
］ Louis Kugelm

ann an M
arx, 8. April 1868:

「〔
…
…
〕
私
は
、
い
ま
彼
（
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
）
に
あ
な
た
の
著
作

へ
の
注
意
を
喚
起
し
、
彼
に
、
い
か
に
あ
な
た
が
細
胞
と
し
て
の
商
品
形
態
を
出
発
点
と
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
を

分
析
し
て
い
る
か
等
、
あ
な
た
が
経
済
学
に
お
い
て
採
用
し
て
い
る
方
法
が
、
彼
が
医
学
に
お
い
て
採
用
し
て
い
る

方
法
と
同
じ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
す
。
あ
な
た
の
『
資
本
論
』
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
「
細
胞
病
理
学
」

と
適
切
に
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
。」(RGASPI, Sign. f. 1, op. 5, d.1849.)
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［
57
］ M

arx an Kugelm
ann, 17. April 1868 (IISG

, M
EN

, Sign. C 349). 

マ
ル
ク
ス
が
指
し
て
い
た
の
は
、Rudolf 

Virchow
: D

ie Cellularpathologie in ihrer Begründung auf physiologische und pathologische 
G

ew
ebelehre. Berlin 1858

の
こ
と
で
あ
る
。

［
58
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 12.

［
59
］ 

一
八
六
四
年
八
月
三
一
日
、
マ
ル
ク
ス
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
、
シ
ュ
ラ
イ
デ
ン
が
も
っ
て
い
る
の
は
「
愚
説
へ
の
生
得

の
素
質
で
あ
り
、彼
は
誤
解
の
結
果
と
し
て
細
胞
を
発
見
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
う
で
あ
る
」と
語
っ
た（M

EGA
2 

III/12, Br. 402.31-33

）。

［
60
］ 

脚
注
41
を
見
よ
。
ま
た
、Seungw

an H
an: D

ie M
etapher der Zelle. Zur Rekonstruktion M

arxscher 
epistem

ischer Kontexte. In: Karl M
arx - zw

ischen Philosophie und N
aturw

issenschaften. 
H

rsg. von Anneliese G
riese und H

ans-Jörg Sandkühler. Frankfurt a.M
. u.a. 1997. S. 105-128

も
見
よ
。

［
61
］ Karl M

arx: Ö
konom

isch-philosophische M
anuskripte. In: M

EGA
2 I/2. S. 263.

［
62
］ M

arx, Engels: D
eutsche Ideologie. M

EGA
2 I/5. S. 8.

［
63
］ 「
他
方
で
、
地
代
は
土
地
の
豊
度
の
不
変
指
数
と
し
て
は
役
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
近
代
に
お
け

る
化
学
の
応
用
は
た
え
ず
地
質
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
地
質
学
上
の
知
識
が
、
今
日
ま

さ
に
相
対
的
な
豊
度
の
旧
来
の
評
価
を
ま
っ
た
く
く
つ
が
え
し
始
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
東
部

諸
地
方
に
お
け
る
広
大
な
こ
れ
ま
で
未
開
墾
で
あ
っ
た
土
地
で
耕
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
た
か
だ
が
二
〇
年

前
か
ら
だ
が
、
そ
れ
は
腐
植
土
と
下
層
土
の
成
分
と
の
関
連
が
よ
う
や
く
最
近
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
歴
史
が
、
地
代
に
お
い
て
で
き
あ
が
っ
た
土
地
評
価
台
帳
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
い
か
に
歴
史
が
既
成
の
土
地
評
価
台
帳
を
つ
ね
に
変
化
さ
せ
、
完
全
に
覆
す
の
か
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。」（Karl M

arx: D
as Elend der Philosophie. In: M

EGA
2 I/30. S. 325.

）
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［
64
］ Ebenda. S. 327

お
よ
びM

arx an Engels, 7. Januar 1851. In: M
EGA

2 III/4. S. 10

を
見
よ
。 

［
65
］ M

arx: Zur Kritik der politischen Ö
konom

ie 〈M
anuskript 1861-1863

〉. M
EGA

2 II/3. S. 765.

［
66
］ Karl M

arx: Exzerpte aus Jam
es Anderson: An Inquiry into the Causes ... In: M

EGA
2 IV/9. S. 

119; ders.: Exzerpte aus Jam
es Anderson: Essays Relating to Agriculture and Rural Affairs. 

In: Ebenda. S. 124

を
見
よ
。

［
67
］ Karl M

arx: Exzerpte aus H
enry Charles Carey: The Past, The Present, and the Future. In: M

EGA
2 

IV/8. S. 745

を
見
よ
。

［
68
］ Ebenda. S. 743, 744, 746.

［
69
］ M

arx: Exzerpte aus Liebig: D
ie organische Chem

ie ... M
EGA

2 IV/9. S. 209. 〔
訳
注
：S. 210

の
誤
記

と
思
わ
れ
る
。〕

［
70
］ M

arx an Engels, 14. August 1851. In: M
EGA

2 III/4. S. 183. 

す
で
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
国
民
経
済
学
批
判

大
綱
」
に
お
い
て
、
マ
ル
サ
ス
の
想
定
に
対
し
て
科
学
の
進
歩
を
対
置
す
る
た
め
に
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
を
と
り
わ
け
取
り

上
げ
て
い
た
。

［
71
］ Roland D

aniels: M
ikrokosm

os. Entw
urf einer physiologischen Anthropologie [1851]. Frankfurt 

a.M
. 1988. Roland D

aniels an M
arx, 8. Februar 1851. In: M

EGA
2 III/4. S. 308.

［
72
］ Karl M

arx: Reflection. In: M
EGA

2 IV/8. S. 233/234. 

［
73
］ Ernst H

aeckel: G
enerelle M

orphologie der O
rganism

en. Allgem
eine G

rundzüge der organi-
schen Form

en-W
issenschaft, m

echanisch begründet durch die von C
harles D

arw
in 

reform
irte D

escendenz-Theorie. Bd. 1.2. Berlin 1866

を
見
よ
。

［
74
］ Eugene P. O

dum
: The Strategy of Ecosystem

 D
evelopm

ent. An U
nderstanding of Ecological 

Succession Provides a Basis for Resolving M
an’s Conflict w

ith N
ature. In: Science. Vol. 164. 



79

マ
ル
ク
ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
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1969. Is. 3877. S. 262-270.

マ
ル
ク
ス
は
テ
オ
ド
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
の
「
細
胞
論
」
を
も
知
っ
て
お
り
、
そ
の

理
論
は
、
細
胞
の
化
学
的
変
化
や
相
互
作
用
を
「
代
謝
的
な
」
と
い
う
形
容
詞
を
用
い
て
記
述
し
て
い
る
。
脚
注
41

を
見
よ
。

［
75
］ J[ulius] R[obert] M

ayer: D
ie organische Bew

egung in ihrem
 Zusam

m
enhange m

it dem
 Stoff-

w
echsel. Ein Beitrag zur N

aturkunde. H
eilbronn 1845; Jac[ob] M

oleschott: D
ie Physiologie 

der N
ahrungsm

ittel. Ein H
andbuch der D

iätetik. D
arm

stadt 1850; ders.: Lehre der 
N

ahrungsm
ittel. Für das Volk. Erlangen 1850; Ludw

ig Feuerbach: D
ie N

aturw
issenschaft 

und die Revolution [1850]. In: G
esam

m
elte W

erke. Bd. 10. Berlin 1971. S. 347-368.

［
76
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 129.

［
77
］ 「
自
然
は
は
じ
め
て
、
純
粋
に
、
人
間
に
と
っ
て
の
対
象
と
な
り
、
純
粋
に
、
有
用
性
を
も
つ
物
象
と
な
り
、
独
自

の
威
力
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
や
め
る
。
ま
た
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
然
の
自
立
的
な
諸
法
則
の
理
論
的
認
識
が
、

自
然
を
、
消
費
の
対
象
と
し
て
で
あ
れ
、
生
産
の
手
段
と
し
て
で
あ
れ
、
人
間
の
諸
欲
求
に
服
従
さ
せ
る
、
そ
の
た

め
の
狡
智
と
し
て
し
か
現
れ
な
い
。」（M

arx: G
rundrisse. M

EGA
2 II/1. S. 322.

）
マ
ル
ク
ス
は
、こ
の
こ
と
を
『
経

済
学
批
判
要
綱
』
に
お
い
て
「
資
本
の
偉
大
な
文
明
化
作
用
」
と
み
な
し
た
。

［
78
］ Ebenda. S. 393.

［
79
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 12. 

［
80
］ M

arx: Exzerpte aus Johnston: Lectures on Agricultural Chem
istry and G

eology. M
EGA

2 IV/9. 
S. 288, 292/293, 312

を
見
よ
。
後
に
マ
ル
ク
ス
は
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
地
質
の

諸
層
の
順
次
的
継
起
に
つ
い
て
、
ひ
と
は
、
明
確
に
分
離
さ
れ
た
諸
時
代
が
突
如
と
し
て
現
れ
る
な
ど
と
考

え
て
は
な
ら
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
社
会
的
構
成
体
の
形
成
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。」（M

arx: 

Zur K
ritik der politischen Ö

konom
ie 

〈M
anuskript 1861-1863

〉. M
EG

A2 II/3. S. 1972.) -Anneliese 
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G
riese: D

ie naturw
issenschaftlichen Studien von M

arx. Versuch ihrer Einordnung in die 
W

issenschaftsentw
icklung des 19. Jahrhunderts. In: Interaktionen zw

ischen Philosophie 
und em

pirischen W
issenschaften. H

rsg. von H
ans Jörg Sandkühler. Frankfurt a.M

. u.a. 
1995. S. 263-287

を
見
よ
。

［
81
］ H

andw
örterbuch

 der Physiologie m
it Rücksicht auf physiologische Pathologie. H

rsg. von 
Rudolph W

agner. Bd. 1. Braunschw
eig 1842. S. XXI.

［
82
］ M

arx: Zur Kritik der politischen Ö
konom

ie 〈M
anuskript 1861-1863

〉. M
EGA

2 II/3. S. 817. 

［
83
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 246.

［
84
］ Lothar M

eyer: D
ie Chem

ie in ihrer Anw
endung auf Forstw

irthschaft. In: Zeitschrift für Forst- 
und Jagdw

esen. H
rsg. von Bernhard D

anckelm
ann. Bd.1. Berlin 1869. S. 312-341, hier: S. 320. 

［
85
］ H

[enry] C[harles] Carey: D
ie G

rundlagen der Socialw
issenschaft. Bd. 1. M

ünchen 1863. S. 
350. 

［
86
］ 

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ィ
ル
ト
も
ま
た
、
近
代
的
生
産
の
掠
奪
的
性
格
に
以
下
の
よ
う
な
警
告
を
発
し
た
。「
掠
奪
と
は
、

す
な
わ
ち
、
一
定
期
間
の
後
に
は
鉱
山
が
も
は
や
利
益
を
と
も
な
っ
て
掘
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
と
い
う
危
険
を

冒
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
急
速
か
つ
高
い
利
益
の
み
を
顧
慮
し
て
経
営
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
〔
…
…
〕。」

(M
ax W

irth: G
rundzüge der N

ational-O
ekonom

ie. 2., um
gearb., verm

. und verb. Aufl. Bd. 2. Köln 

1861. S. 292.) 

［
87
］ H

[enry] C[harles] Carey: Letters to the President on the Foreign and D
om

estic Policy of the 
U

nion, and its Effects, as Exhibited in the Condition of the People and the State. Philadelphia 
1858. S. 55. 

［
88
］ Justus von Liebig: Chem

ische Briefe. W
ohlfeile Ausgabe. Leipzig, H

eidelberg 1865. S. 487. 
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［
89
］ Adolf M

ayer: D
as D

üngerkapital und der Raubbau. Eine w
irthschaftliche Betrachtung auf 

naturw
issenschaftlicher G

rundlage. H
eidelberg 1869. S. 45. 

［
90
］ Karl M

arx: D
raft of a Speech on the “Fenian Q

uestion”. In: M
EGA

2 I/21. S. 19. 

一
八
世
紀
末
以

降
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
産
業
空
洞
化
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
見
よ
。Entw

urf des 
Vortrags über den Fenianism

us im
 Arbeiterbildungsverein. In: Ebenda. S. 26/27. 
［
91
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 569. 

［
92
］ M

arx: D
as Kapital (Ö

konom
isches M

anuskript 1863-1865). D
rittes Buch. M

EGA
2 II/4.2. S. 752/ 

753. 

［
93
］ Ebenda. S. 838.

［
94
］ W

[illiam
] Stanley Jevons: The Coal Q

uestion; an Inquiry Concerning the Progress of the 
N

ation, and the Probable Exhaustion of O
ur Coal-M

ines. London, Cam
bridge 1865.

［
95
］ 

一
八
八
二
年
一
二
月
一
九
日
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
マ
ル
ク
ス
へ
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
た
。「
ポ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
が
完

全
に
忘
れ
て
い
る
の
は
、
労
働
し
て
い
る
人
間
は
、
た
ん
に
現
在
の
太
陽
熱
の
固
定
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

よ
り
も
ず
っ
と
は
な
は
だ
し
い
過
去
の
太
陽
熱
の
浪
費
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
物
で
あ
る

石
炭
や
鉱
石
、
森
林
な
ど
の
乱
費
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
、
僕
よ
り
君
の
ほ
う
が
よ
く
知
っ

て
い
る
。」(IISG

, M
EN

, Sign. D
 1878.) 

［
96
］ M

arx: D
as Kapital (Ö

konom
isches M

anuskript 1863-1865). D
rittes Buch. M

EGA
2 II/4.2. S. 744-753. 

成
立
と
来
歴S. 968-970

も
見
よ
。

［
97
］ M

arx: D
as Kapital (Ö

konom
isches M

anuskript 1863-1865). D
rittes Buch. M

EGA
2 II/4.2. S. 718. 

［
98
］ [Eugen] D

ühring: Bodenvergeudung und Volksw
irthschaft. In: Centralblatt für die gesam

m
te 

Landeskultur. Jg. 17. Prag 1866. S. 135.
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［
99
］ Jam

es F[inlay] W
[eir] Johnston: N

otes on N
orth Am

erica. Agricultural, Econom
ical, and So-

cial. Vol. 1. London 1851. S. 54/55.

［
100
］ M

arx: D
as Kapital (Ö

konom
isches M

anuskript 1863-1865). D
rittes Buch. M

EGA
2 II/4.2. S. 670. 

［
101
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 409/410.

［
102
］ M

arx an Laura und Paul Lafargue, 11. April 1868 (RGASPI, Sign. f. 1, op. 1, d. 6052). 
［
103
］ M

arx an Louis Kugelm
ann, 6. M

ärz 1868 (IISG
, M

EN
, Sign. C 346).

［
104
］ M

arx an Louis Kugelm
ann, 17. M

ärz 1868 (IISG
, M

EN
, Sign. C 347). 

こ
れ
が
ま
っ
た
く
事
実
で
な
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
本
巻S. 85.18

の
彼
の
支
出
を
見
よ
。

［
105
］ M

arx an Engels, 3. Januar 1868 (IISG
, M

EN
, Sign. L 4512).

［
106
］ Engels an M

arx, 6. Januar 1868 (IISG
, M

EN
, Sign. D

 1661). 

［
107
］ 

二
月
の
は
じ
め
に
は
、
シ
ョ
ル
レ
ン
マ
ー
自
身
が
次
の
よ
う
な
否
定
的
な
返
答
を
し
て
い
る
。「
過
去
数
年
の
農
芸

化
学
の
進
展
に
つ
い
て
は
、
文
献
が
手
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
追
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

一
八
六
六
年
の
化
学
の
進
展
に
つ
い
て
の
年
誌
は
ま
だ
完
全
に
は
出
版
さ
れ
て
お
ら
ず
、
農
芸
化
学
を
含
む
分
冊
を

受
け
取
る
の
は
来
月
に
な
る
。
フ
ラ
ー
ス
の
沖
積
理
論
に
つ
い
て
は
、
君
以
上
に
は
知
ら
な
い
。〔
…
…
〕
ロ
ー
ズ
と

ギ
ル
バ
ー
ト
の
様
々
な
論
考
が
あ
る
。
彼
ら
は
昨
年
、
王
立
協
会
の
賞
を
も
ら
っ
て
い
る
」(IISG

, M
EN

, Sign. D
 

3986.)

。
こ
の
返
答
は
お
そ
ら
く
マ
ル
ク
ス
を
失
望
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
マ
ル
ク
ス
は
す

で
に
一
八
六
〇
年
代
の
は
じ
め
に
は
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
に
よ
る
論
駁
書
で
あ
る
『
理
論
と
実
践
』（
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ

イ
ク
、
一
八
五
六
年
）
を
読
み
、
ロ
ー
ズ
や
ギ
ル
バ
ー
ト
と
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
間
の
論
争
を
追
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

(IISG
, M

EN
, Sign. B 93)

。

［
108
］ 「
彼
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
養
あ
る
実
践
人
た
ち
の
間
で
の
時
の
話
題
と
な
っ
た
。
ほ
ど
な

く
し
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
農
業
関
連
の
集
会
の
議
題
に
あ
が
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
、
文
筆
家
や
出
版
社
の
投
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機
に
と
っ
て
た
く
さ
ん
の
儲
け
を
も
た
ら
す
源
泉
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。」（Julius Au: D

ie H
ilfsdüngem

ittel in 

ihrer volks- und privatw
irthschaftlichen Bedeutung. Eine gekrönte Preisschrift. H

eidelberg 1869. S. 

85.

）

［
109
］ 

ア
ウ
の
『
補
助
肥
料
…
…
』（
脚
注
108
）
の
ほ
か
に
、
マ
ル
ク
ス
が
所
有
し
詳
し
く
読
ん
だ
も
の
と
し
て
、
た
と

え
ば
以
下
の
も
の
が
あ
る
（M

EGA
2 IV/32. N

r.42

）。J[ohannes] Conrad: Liebig’s Ansicht von
der 

Bodenerschöpfung und ihre geschichtliche, statistische und nationalökonom
ische 

Büegrndung kritisch geprüft. Jena 1864

や
、Karl Arnd: Justus Liebig’s Agrikulturcurchem

ie 
und seinpenst der Bodenerschöpfung. Frankfurt a.M

. 1864; M
ayer: D

as D
üngerkapital und 

der Raubbau 
（
脚
注
89
）; Etienne Laspeyres: Justus von Liebig’s Theorie der Bodenerschöp-

fung, vom
 nationalökonom

ischen Standpunkt beleuchtet. Riga 1869.

［
110
］ 

マ
ル
ク
ス
は
当
時
、デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
著
作
を
ほ
か
に
も
多
く
読
ん
で
い
た
。
成
立
と
来
歴S. 1047-1050

を
見
よ
。

［
111
］ E[ugen] D

ühring: Kritische G
rundlegung der Volksw

irthschaftslehre. Berlin 1866. S. 230.

［
112
］ M

arx: D
as Kapital (Ö

konom
isches M

anuskript 1863-1865). D
rittes Buch. M

EGA
2 II/4.2. S. 838.

［
113
］「
あ
と
数
年
で
グ
ア
ノ
資
源
が
枯
渇
し
、
そ
う
な
れ
ば
、
生
命
の
諸
条
件
の
維
持
に
配
慮
す
る
よ
う
人
間
に
命
ず
る

自
然
法
則
の
存
在
を
実
証
し
、
そ
の
法
則
の
侵
害
が
ど
の
よ
う
に
報
復
す
る
か
を
実
証
す
る
の
に
は
、
科
学
的
、
あ

る
い
は
こ
う
言
っ
て
も
よ
い
が
、
理
論
的
説
明
も
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
諸
民
族
は
自
己
保
存
の
た
め
に
、
均

衡
に
達
す
る
ま
で
悲
惨
な
戦
争
の
な
か
で
絶
え
間
な
く
相
互
に
傷
つ
け
合
い
、
殲
滅
し
合
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
だ
ろ
う
し
、
一
八
一
六
年
と
一
八
一
七
年
の
よ
う
な
二
年
が
続
い
た
と
き
に
は

―
ど
う
か
そ
ん
な
こ
と
に
は
な

ら
な
い
で
ほ
し
い
が

―
そ
れ
を
経
験
す
る
人
々
は
数
十
万
人
も
の
死
者
が
路
上
に
斃
れ
て
い
る
の
を
見
る
だ
ろ

う
。」(Liebig: Agriculturchem

ie. Einleitung. S. 125/126.) 

［
114
］ [Eugen] D

ühring: Liebigs Lehre von der Bodenerschöpfung. In: Ergänzungsblätter zur Kennt-
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niß der G
egenw

art. H
rsg. von H

[erm
ann] J[ulius] M

eyer. Bd. 1. H
. 8. H

ildburghausen 1869. S. 
499.

［
115
］ Eugen D

ühring: Carey’s U
m

w
älzung der Volksw

irthschaftslehre und Socialw
issenschaft. M

ün-
chen 1865. S. 67.

［
116
］ Dühring: Liebigs Lehre von der Bodenerschöpfung （
脚
注
114
）. S. 500.

［
117
］ M

ayer: D
as D

üngerkapital und der Raubbau （
脚
注
89
）. S. 59.

［
118
］ 
脚
注
109
を
見
よ
。

［
119
］ Conrad: Liebig’s Ansicht von der Bodenerschöpfung 

（
脚
注
109
）. 

マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ

た
も
の
は
、Exzerptheft 1875/1876 (IISG

, M
EN

, Sign. B 139. S. 26)

に
あ
る
。

［
120
］ Karl Fraas: D

ie Ackerbaukrisen und ihre H
eilm

ittel. Ein Beitrag zur W
irthschaftspolitik des 

Ackerbauschutzes. Leipzig 1866 (SPD
-Bibliothek. N

r. 33717); ders.: H
istorisch-encyklopä-

discher G
rundriß der Landw

irthschaftslehre. Stuttgart 1848 (M
EGA

2 IV/32. N
r.435); ders.: D

as 
W

urzelleben der Kulturpflanzen und die Ertragssteigerung. 2. Ausg. Berlin 1872 (M
EG

A
2 

IV/32. N
r. 437).

［
121
］ M

arx an Engels, 25. M
ärz 1868 (IISG

, M
EN

, Sign. L 4527).

［
122
］ Fraas: H

istorisch-encyklopädischer G
rundriß der Landw

irthschaftslehre （
脚
注
120
）. S. 64.

［
123
］ Ebenda. S. 111.

［
124
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 410.

［
125
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. 2. Aufl. M

EGA
2 II/6. S. 477.

［
126
］ M

eeting of the G
eneral Council June22, 1869 In: M

EGA
2 I/21. S. 665.

［
127
］「
議
会
の
考
え
で
は
、
現
代
社
会
の
経
済
的
発
展
が
生
み
出
す
も
の
は
、
耕
作
地
を
社
会
の
共
同
財
産
に
転
化
し
、



85

マ
ル
ク
ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
〇

鉱
山
や
鉄
道
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
と
類
似
し
た
条
件
の
も
と
で
、
土
地
を
国
家
に
か
わ
っ
て
農
業
企
業

に
貸
す
と
い
う
社
会
的
必
要
性
で
あ
る
。」(The International W

orking M
en’s Association. Resolutions of 

the Congress of G
eneva, 1866, and the Congress of Brussels, 1868. London [1869]. S. 12/13 (M

EG
A

2 

I/21. S. 1955). )
［
128
］ 

一
八
六
九
年
七
月
六
日
の
中
央
評
議
会
の
議
事
録
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
決
議
に
も
っ

と
力
強
い
形
式
を
与
え
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
」（ebenda. S. 671

）。
彼
は
、
中
央
評
議
会
は

決
議
に
対
し
て
「
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
力
説
し
た
（ebenda. S. 672

）。

［
129
］ Ebenda. S. 670/671. 

プ
ル
ー
ド
ン
主
義
的
立
場
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
批
判
に
は
、「
農
業
ノ
ー
ト
」
の

「
一
八
六
五
／
一
八
六
六
年
の
大
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
抜
粋
さ
れ
た
、
分
割
地
所
有
に
対
す
る

ル
イ
・
ム
ニ
エ
の
王
党
主
義
的
な
批
判
も
余
韻
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
農
業
の
生
産
性
の
低

下
や
森
林
伐
採
や
環
境
破
壊
の
原
因
は
、フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
土
地
の
断
片
化
と
囲
い
込
み
の
欠
如
に
あ
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、「
土
地
所
有
の
二
つ
の
形
態
が
ど
ち
ら
も
好
ま
し
か
ら
ぬ
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
小

農
民
は
名
目
上
の
所
有
者
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
自
分
で
は
い
ま
な
お
事
実
上
の
所
有
者
の
つ
も
り
で
い
る
の
で
、

な
お
さ
ら
危
険
な
の
で
あ
る
」（Ebenda. S. 672.

ム
ニ
エ
に
つ
い
て
は
、成
立
と
来
歴S. 968-970

を
見
よ
）。
し
か
し
、

マ
ル
ク
ス
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
既
存
の
大
土
地
所
有
を
、
農
民
企
業
あ
る
い
は
労
働
者
企
業
に
賃
貸
し
す

る
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
現
存
す
る
小
農
民
の
即
時
土
地
収
用
を
擁
護
し
て
い
た
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、す
で
に
「
土
地
の
国
有
化
」（RGASPI, Sign. f. 1, op. 1, d. 

2543

）
と
い
う
編
集
上
の
タ
イ
ト
ル
で
知
ら
れ
、M

EGA
2 I/23

で
公
刊
さ
れ
る
草
稿
に
お
い
て
立
ち
返
っ
て
い
る

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、H

al D
raper: Karl M

arx’s Theory of Revolution. Vol. 2. The Politics of Social Classes. 

N
ew

 York 1978. S. 408-410

を
見
よ
）。

［
130
］ M

eeting of the G
eneral Council July 6, 1869 (M

EGA
2 I/21. S. 671).
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［
131
］ 

決
議
文
は
、「
一
、
大
会
は
、
社
会
が
土
地
の
私
的
所
有
を
廃
止
し
、
そ
れ
を
共
同
財
産
に
転
化
す
る
権
利
を
有

し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
二
、
大
会
は
、
こ
の
転
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
し
て
い

る
（Report of the Fourth Annual Congress of the International W

orking M
en’s Association, held at 

Basle, in Sw
itzerland. ... London 1869. S. 19

）。
こ
の
決
議
は
世
論
の
大
き
な
反
響
を
受
け
た
。
例
え
ば
、
ア

ド
ル
フ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
の
農
耕
共
同
体
（「
ミ
ー
ル
」）
の
例
に
も
と
づ
い
て
、
集
団
的
な
土

地
所
有
を
批
判
し
た（Adolph W

agner: D
ie Abschaffung des privaten G

rundeigenthum
s. Leipzig 1870. S. 

20-24

）。
バ
ー
ゼ
ル
大
会
の
参
加
者
で
も
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ッ
プ
ル
ガ
ー
ス
は
、
英
国
の
あ
る
貴
族
院
議
員
か
ら
、

地
所
を
共
同
所
有
に
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
決
議
に
賛
成
し
た
か
ど
う
か
を
問
わ
れ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
ー
ス
は

書
面
で
の
回
答
を
希
望
し
、一
八
六
九
年
一
二
月
二
日
に
マ
ル
ク
ス
に
「
な
ぜ
土
地
は
共
同
所
有
に
す
べ
き
な
の
か
」

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
よ
う
依
頼
し
た
（RGASPI, Sign. f. 1, op. 1, d. 2544

）。
マ
ル
ク
ス
は
彼
に
「
土
地

所
有
と
そ
の
廃
止
の
必
要
性
に
つ
い
て
〔
…
…
〕
び
っ
し
り
書
い
た
八
ペ
ー
ジ
」
を
送
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
（M

arx an Engels, 4. D
ezem

ber 1869 （IISG
, M

EN
, Sign. L 4634

））。

［
132
］ Ebenda. S. 672.

［
133
］ 

そ
れ
ら
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。Eduard N

ey: D
ie natürliche Bestim

m
ung des W

aldes und die 
Streunutzung. D

ürkheim
 1869 (M

EGA
2 IV/32. N

r. 948); August Bernhardt: D
ie W

aldw
irthschaft 

und der W
aldschutz ... Berlin 1869 (M

EG
A

2 IV/32. N
r. 120); G

ustav W
alz: U

eber den D
ünger 

und die W
aldstreu. Zur Beherzigung für Land- und Forstw

irthe. 2. Aufl. Stuttgart 1870 (M
EGA

2 

IV/32. N
r. 1400); G

eorg Ludw
ig H

artig: Lehrbuch für Förster ... Berlin 1871 (M
EG

A
2 IV/32. N

r. 

540); H
einrich Cotta: G

rundriß der Forstw
issenschaft. 6. Aufl. Leipzig 1872 (M

EGA
2 IV/32. N

r. 

256). SPD

の
図
書
館
の
目
録(N

r. 31621)

に
は
、
こ
の
他
にG

eorg von Vollm
ar: D

er gegenw
ärtige 

Stand der W
aldschutzfrage. Leipzig 1880

が
あ
る
。
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マ
ル
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ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
〇

［
134
］ Karl M

arx: D
as Kapital 〈Ö

konom
isches M

anuskript 1868-1870

〉. Zw
eites Buch: D

er Zirkula-
tionsprozeß des Kapitals (M

anuskript II). In: M
EGA

2 II/11. S. 203. 

マ
ル
ク
ス
は
ま
た
、
一
八
七
二
年

の
『
資
本
論
』
第
二
版
に
お
い
て
、新
た
な
脚
注
で
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
高
地
の
肥
沃
な
土
地
を
利
潤
獲
得
の
た
め
に
、

耕
作
せ
ず
、
狩
猟
の
た
め
の
原
生
林
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
に
お
け
る

農
業
の
発
展
が
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。(M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. 2. Aufl. M

EGA
2 II/6. S. 658/659.　

Carl-Erich Vollgraf: M
arx über die sukzessive U

ntergrabung des Stoffw
echsels der G

esellschaft 

bei entfalteter kapitalistischer M
assenproduktion. In: Beiträge zur M

arx-Engels-Forschung. N
.F. 

2014/15. H
am

burg 2016. S. 106-132.)

［
135
］ M

arx: D
as Kapital 

〈Ö
konom

isches M
anuskript 1868-1870

〉. Zw
eites Buch. M

EGA
2 II/11. S. 188.

［
136
］ Ebenda. S. 187.

［
137
］ M

arx: D
as Kapital (Ö

konom
isches M

anuskript 1863-1865). D
rittes Buch. M

EGA
2 II/4.2. S. 709.

［
138
］ 

こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
が
次
の
よ
う
に
書
い
た
と
き
の
彼
の
想
定
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
両
者
〔
訳
注
：
大
工
業
と

工
業
的
に
経
営
さ
れ
る
農
業
〕
を
は
じ
め
に
区
別
す
る
の
が
、
前
者
が
む
し
ろ
労
働
力
を
、
そ
れ
ゆ
え
人
間
の
自
然
力

を
荒
廃
さ
せ
破
滅
さ
せ
、後
者
が
む
し
ろ
直
接
に
土
地
の
自
然
力
を
荒
廃
さ
せ
破
滅
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
後
の
進
展
に
お
い
て
両
者
は
互
い
に
手
を
取
り
合
う
。
と
い
う
の
は
、
工
業
シ
ス
テ
ム
は
農
村
で
も
労
働
者
た

ち
を
衰
弱
さ
せ
、
工
業
と
商
業
の
ほ
う
は
農
業
に
土
地
を
疲
弊
さ
せ
る
諸
手
段
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。」(Ebenda. 

S. 753.) 

［
139
］ M

arx: D
as Kapital 〈Ö

konom
isches M

anuskript 1868-1870

〉. Zw
eites Buch. M

EGA
2 II/11. S. 214/ 

215.

［
140
］ Karl M

arx: Exzerpte aus John Yeats: The N
atural H

istory of the Raw
 M

aterials of Com
m

erce. 
In: M

EGA
2 IV/26. S. 3-44.
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［
141
］ 

抜
粋
は
詳
細
な
内
容
目
録
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
そ
の
た
び
ご
と
に
、
国
名
と
年
号
を
表
題
と

し
て
書
き
留
め
、
そ
の
下
に
キ
ー
ワ
ー
ド
と
、
と
き
に
は
記
事
か
ら
の
比
較
的
長
め
の
引
用
を
、
そ
の
後
ろ
に
は
報

告
書
か
ら
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
大
陸
の
三
五
を
超

え
る
国
、
地
域
お
よ
び
一
つ
の
自
由
都
市
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
）
に
つ
い
て
の
一
〇
〇
の
記
事
を
記

録
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
れ
ら
の
目
録
を
「
上
記
の
た
め
の
簡
略
化
し
た
索
引
」
と
い
う
題
と
と
も
に
、
再
び
上
位

の
内
容
目
録
に
ま
と
め
て
い
る
（S. 666-669

）。
成
立
と
来
歴S. 1130

を
見
よ
。

［
142
］ M

arx: Ö
konom

isches M
anuskript 1863-1865. M

EGA
2 II/4.2. S. 333.

［
143
］ 

こ
れ
以
外
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
、
金
融
シ
ス
テ
ム
と
農
業
に
お
け
る
生
産
諸
関
係
と
の
関
係
や
、
そ
の

ほ
か
に
通
貨
、
銀
行
と
信
用
会
社
、
国
家
債
務
（
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ト
ル
コ
）、
為
替
相
場
が

あ
る
。
最
後
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
一
八
五
七
年
と
一
八
六
六
年
の
経
済
恐
慌
の
経
過
と
、
ナ
ッ
サ
ウ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
イ
ン
ド
で
の
そ
の
展
開
を
扱
っ

て
い
る
（
成
立
と
来
歴S. 1129/1130

を
見
よ
）。
彼
は
他
の
抜
粋
ノ
ー
ト
で
こ
の
二
つ
の
恐
慌
に
つ
い
て
詳
し
く
研

究
し
た
（M
EGA

2 IV/14, IV/19

を
見
よ
）。

［
144
］ M

arx: D
as Kapital 〈Ö

konom
isches M

anuskript 1868-1870

〉. Zw
eites Buch. M

EGA
2 II/11. S. 178.

［
145
］ Karl M

arx: Them
atisch ausgew

ählte Q
uellenauszüge für Buch 2 des „Kapitals“. In: M

EGA
2 

II/4.3. S. 44-56.

［
146
］ M

arx: D
as Kapital 〈Ö

konom
isches M

anuskript 1868-1870

〉. Zw
eites Buch. M

EGA
2 II/11. S. 101-

105.

［
147
］ Ebenda. S. 114.

［
148
］ Ebenda. S. 112-114.

［
149
］ Ebenda. S. 66.
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誌
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〇
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［
150
］ Ebenda. S. 71.

［
151
］ Ebenda. S. 84.

［
152
］ Ebenda. S. 211.

［
153
］ 

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
マ
ル
ク
ス
の
死
後
、
二
人
は
自
然
科
学
を
「
た
だ
断
片
的
に
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
、
散
発
的
に

し
か
追
求
」
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
た
（Friedrich Engels: H

errn Eugen D
ührings U

m
w

älzung der 

W
issenschaft. Vorw

ort zu 3. Aufl. In: M
EGA

2 I/27. S. 494

）。

［
154
］ 
マ
ル
ク
ス
の
晩
年
に
お
け
る
自
然
科
学
に
関
す
る
歩
み
に
は
、
フ
ル
ー
ベ
ク
が
、
彼
の
『
農
業
総
論
』
の
「
序
文
」

で
述
べ
た
こ
と
が
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
う
し
た
精
確
な
知
見
は
〔
…
…
〕、
物
質
的

な
自
然
全
体
が
植
物
の
生
産
や
動
物
の
生
産
と
相
互
作
用
す
る
か
ぎ
り
、
物
質
的
な
自
然
全
体
に
ま
で
及
ぶ
。
知
見

の
対
象
が
多
様
で
あ
る
こ
と
と
人
間
の
理
解
に
制
約
が
あ
る
こ
と
が
要
請
す
る
の
は
、
自
然
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
理
解
し
、
研
究
し
、
同
質
の
知
見
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
思
考
法
則
に
照
応
す
る
よ
う
な
、
あ
る
い

は
体
系
的
な
関
連
の
な
か
に
導
く
こ
と
、
あ
る
い
は
個
別
の
自
然
科
学
を
分
業
に
よ
っ
て
明
る
み
に
出
す
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
地
理
学
、
天
文
学
、
鉱
物
学
、
地
質
学
〔G

eognosie, G
eologie

〕、
植
物
学
、
動
物

学
、
物
理
学
〔N

aturlehre oder Physik

〕、
化
学
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
病
理
学
、
治
療
学
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら

の
知
見
が
連
関
の
な
か
で
把
握
さ
れ
る
こ
と
で
、物
質
的
な
自
然
に
関
す
る
人
間
の
知
識
を
な
し
て
い
る
。」 (F[ranz] 

X[aver] H
lubek: D

ie Landw
irthschaftslehre in ihrem

 ganzen U
m

fange ... 2., verb. Aufl. Bd. 1. W
ien 

1851. S. VIII.)

［
155
］ 

こ
れ
ら
の
抜
粋
は
、
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
の
問
題
を
研
究
す

る
う
え
で
示
唆
に
富
む
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
下
の
も
の
を
見
よ
。Kevin B. Anderson: M

arx at 
the M

argins. O
n N

ationalism
, Ethnicity, and non-W

estern Societies. Chicago 2010; H
eather 

A. Brow
n: M

arx on G
ender and the Fam

ily. A Critical Study. Boston, Leiden 2012; Vollgraf: 
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M
arx über die sukzessive U

ntergrabung des Stoffw
echsels ... 

（
脚
注
134
）; Kohei Saito: N

atur 
gegen Kapital. M

arx’ Ö
kologie in seiner unvollendeten Kritik des Kapitalism

us. Frankfurt 
a.M

. 2016.

［
156
］ 「in Irland

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
）」
と
い
う
判
読
は
、MEGA

2 II/11

で
提
示
さ
れ
た
「im

 Inland

（
国
内
で
の
）」

と
い
う
解
釈
よ
り
も
っ
と
も
ら
し
い
。

［
157
］ M

arx: D
as Kapital 〈Ö

konom
isches M

anuskript 1868-1870

〉. Zw
eites Buch. M

EGA
2 II/11. S. 75.

［
158
］ Ebenda. S. 68.

［
159
］ 

以
下
を
見
よ
。J. K. Sam

al: Econom
ic H

istory of O
rissa, 1866-1912. N

ew
 D

elhi 1990; H
. K. M

ish-
ra: Fam

ines and Poverty in India. N
ew

 D
elhi 1991; Bidyut M

ohanty: O
rissa Fam

ine of 
1866: D

em
ographic and Econom

ic Consequences. In: Econom
ic and Political W

eekly. Vol. 
28. 1993. N

r. 1/2. S. 55-57 und 59-66; U
pam

anyu Pablo M
ukherjee: N

atural D
isasters and 

Victorian Em
pire. Fam

ines, Fevers and Literary Cultures of South Asia. Basingstoke 2013.

［
160
］ M

arx an Philip Stephen King, 14. August 1867. (M
EGAdigital.)

［
161
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 419. 

―
本
源
的
蓄
積
の
章
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。「
一
八
六
六
年
に
は
、
オ
リ
ッ
サ
一
州
だ
け
で
一
〇
〇
万
人
以
上
の
ヒ
ン
ズ
ー
人
が
餓
死
し
た
。

〔
…
…
〕
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
餓
死
し
か
か
っ
て
い
る
人
々
に
売
ら
れ
る
食
料
の
価
格
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
の

国
庫
を
富
ま
そ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
」（Ebenda. S. 603

）。

［
162
］ 

マ
ル
ク
ス
は
、「
東
イ
ン
ド
灌
漑
・
運
河
株
式
会
社
」
が
導
入
し
た
、
オ
リ
ッ
サ
の
農
業
に
お
け
る
灌
漑
の
問
題
を
、

一
八
六
九
年
に
『
マ
ネ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
』
か
ら
の
抜
粋
（M

EGA
2 IV/19

）
に
お
い
て
追
っ
て
い
る
。

［
163
］ M

arx: D
as Kapital 〈Ö

konom
isches M

anuskript 1868-1870

〉. Zw
eites Buch. M

EGA
2 II/11. S. 61.

［
164
］ Ebenda. S. 535.
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マ
ル
ク
ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
〇

［
165
］ Karl M

arx: The British Rule in India. In: M
EGA

2 I/12. S. 172.

［
166
］ Ebenda. S. 173.

［
167
］ M

arx: D
as Kapital. Bd. 1. M

EGA
2 II/5. S. 12. 

［
168
］ 「
だ
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
国
々
も
す
べ
て
同
じ
運
動
を
通
過
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
異
な
る
の
は
、

こ
の
運
動
は
、
環
境
に
よ
っ
て
地
域
的
色
合
い
が
変
わ
り
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
そ
れ
が
よ
り
狭
い
範
囲
に
と
じ
こ
め

ら
れ
た
り
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
特
徴
を
示
し
た
り
、
ま
た
あ
る
と
こ
ろ
で
は
違
っ
た
順
序
を
た

ど
っ
た
り
す
る
こ
と
だ
け
な
の
で
あ
る
。」(Karl M

arx: Le capital. Trad. de M
. J. Roy, entièrem

ent rev. par 

I’auteur. Paris 1872-1875. In: M
EGA

2 II/7. S. 634.) 

［
169
］ Vera Zasulič an M

arx, 16. Februar 1881 (RGASPI, Sign. f. 1, op. 5, d. 4255; veröffentlicht in: M
arx-

Engels-Archiv. Bd. 1. H
rsg. von D

avid Rjazanov. Frankfurt a.M
. [1926]. S. 316/317). 

［
170
］ Karl M

arx: Lettre à Vera Ivanovna Zassoulitch. Troisièm
e projet. In: M

EGA
2 I/25. S. 235/236.

［
171
］ Karl M

arx: Lettre à Vera Ivanovna Zassoulitch. Prem
ier projet. In: M

EGA
2 I/25. S. 229.

［
172
］ M

arx: Lettre à Vera Ivanovna Zassoulitch. Troisièm
e projet. M

EGA
2 I/25. S. 235.  〔

訳
注
：S. 236

の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。〕

［
173
］
マ
ル
ク
ス
は
、「
原
古
的
」
と
い
う
言
葉
に
驚
愕
す
る
必
要
は
な
い
と
述
べ
た
。(M

arx: Lettre à Vera Ivanovna 

Zassoulitch. Prem
ier projet. (M

EGA
2 I/25. S. 220)).

［
174
］ M

arx an Engels, 25. M
ärz 1868 (IISG

, M
EN

, Sign. L 4527).

［
175
］ Fraas: D

ie Ackerbaukrisen und ihre H
eilm

ittel （
脚
注
120
）. S. 209.

［
176
］ Ebenda. S. 210.

［
177
］ M

arx an Engels, 25. M
ärz 1868 (IISG

, M
EN

, Sign. L 4527).

［
178
］ 

一
八
七
六
年
に
マ
ル
ク
ス
は
以
下
の
著
作
か
ら
新
た
な
抜
粋
と
と
も
に
三
冊
の
抜
粋
ノ
ー
ト
を
作
成
し
た
（IISG

, 
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Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
第
IV
部
門
第
一
八
巻
解
題

M
EN

, Sign. B 133, B 134, B 135

）。
す
な
わ
ち
、 „Einleitung zur G

eschichte der M
ark-, H

of-, D
orf- 

und Stadt-Verfassung“

、さ
ら
に „G

eschichte der M
arkenverfassung in D

eutschland“ (Erlangen 
1856)

、
四
巻
か
ら
な
る „G

eschichte der Fronhöfe, der Bauernhöfe und der H
ofverfassung in 

D
eutschland“ (Erlangen 1862/1863) 

お
よ
び
二
巻
か
ら
な
る„G

eschichte der D
orfverfassung in 

D
eutschland“ (Erlangen 1865/1866)

で
あ
る
。一
八
八
二
年
、
彼
は
再
び
『
序
説
』
と
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
マ

ル
ク
体
制
の
歴
史
』
か
ら
の
抜
粋
を
作
成
し
た
（IISG

, M
EN

, Sign. J 22 und J 44

）。

［
179
］ Karl M

arx, Friedrich Engels: Vorrede zur zw
eiten russischen Ausgabe des „M

anifestes der 
Kom

m
unistischen Partei“. In: M

EGA
2 I/25. S. 296.

［
180
］ 「
歴
史
的
見
地
か
ら
み
て
、
き
わ
め
て
有
利
な
事
情
は
、〔
…
…
〕「
こ
の
農
耕
共
同
体
」
が
、
資
本
主
義
制
度
の
ま
だ

無
傷
で
あ
っ
た
時
代
を
と
お
り
こ
し
て
生
き
残
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
現
在
、
資
本
主
義
制
度
が
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
労
働
者
大
衆
と
も
科
学
、
ま
た
こ
の
制
度
の
生
み
出
す
生
産
諸
力

そ
の
も
の
と
も
、
闘
争
状
態
に
あ
る
の
を
、
一
言
で
言
え
ば
、
そ
れ
が
危
機
の
う
ち
に
あ
る
の
を
「
農
耕
共
同
体
」

が
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」(M

arx: Lettre à Vera Ivanovna Zassoulitch. Prem
ier 

projet. In: M
EGA

2 I/25. S. 225.) 

［
181
］ Editionsrichtlinien der M

arx-Engels-G
esam

tausgabe (M
EGA). Berlin 1993

を
見
よ
。
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1983 年生まれ。専門はマルクスとエコロジー、地代論。共著に『マルクスとエコロジー―資本主義批判としての物
質代謝論』（堀之内出版、2016 年）。論文に「『資本論』第 3 部主要草稿における差額地代第二形態論の再検討 」（『唯物論』
92 号、2018 年）、「マルクスの地代論草稿とその射程 」（『季刊経済理論』第 54 巻第 2 号、2017 年）など。

はじま・ゆうき　駒澤大学経済学部経済学科講師
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恐
慌
論
と
利
潤
率
の
低
下

　

恐
慌
の
真
っ
只
中
に
あ
る
と
き
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
し
ば
し
ば
恐
慌
の
原
因
を
説
明
す
る
た
め
に
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
理

論
に
訴
え
て
き
た
（e.g. Carchedi 2011; Klim

an 2012; Shaikh 2010; M
oseley 1990

）。
例
え
ば
マ
イ
ケ
ル
・
ロ
バ
ー
ツ
（
二
〇
一
四
）

は
最
近
の
研
究
発
表
の
中
で
、
現
在
の
長
期
不
況
の
原
因
を
こ
の
傾
向
に
帰
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
な
い
し
法
則
は
以
下
の
よ
う

に
作
用
す
る
。

１
．
競
争
は
、
資
本
主
義
的
生
産
者
が
市
場
シ
ェ
ア
維
持
の
た
め
に
労
働
節
約
技
術
に
投
資
す
る
こ
と
を
強
い
る
。

２
．
充
用
さ
れ
た
生
産
手
段
の
価
値
（
ｃ
、不
変
資
本
）
は
、投
下
さ
れ
た
労
働
力
の
価
値
（
ｖ
、可
変
資
本
）
を
上
回
る
傾
向
に
あ
る
。

３
．
投
下
さ
れ
た
可
変
資
本
に
対
す
る
不
変
資
本
の
比
率（
生
産
性
な
い
し
資
本
の
価
値
構
成
、c/v

）が
上
昇
す
る
。も
し
も
搾
取
率（s/v

、

投
下
さ
れ
た
可
変
資
本
に
対
す
る
生
産
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
比
率
）
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
利
潤
率
（s/(c + v)

）
は
低
下
す
る
だ
ろ
う
。 David Harvey

ニューヨーク市立大学特別教授

小谷英生　訳
群馬大学准教授

恐
慌
論
と
利
潤
率
の
低
下
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４
．
と
は
い
え
、
対
抗
的
傾
向
も
あ
る
。
労
働
力
搾
取
率
は
上
昇
し
う
る
。
機
械
装
置
、
原
材
料
、
中
間
生
産
物
を
供
給
す

る
セ
ク
タ
ー
で
の
生
産
力
上
昇
に
伴
っ
て
、
不
変
資
本
は
安
価
に
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
長
期
的
な
利
潤
率

の
減
少
傾
向
を
相
殺
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
対
抗
的
傾
向
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。「
そ
れ
ゆ
え
」、

と
ロ
バ
ー
ツ
は
結
論
づ
け
る
、「
収
益
性
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
、
資
本
主
義
は
恐
慌
に
、
す
な
わ
ち
短
期
的
な
成

長
に
よ
っ
て
の
み
中
断
さ
れ
る
よ
う
な
、
ひ
と
つ
の
運
動
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
」。

　

利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
は
、
資
本
の
収
益
性
が
時
間
と
と
も
に
辿
る
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
ら
し
い
理
論

的
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
出
し
て
い
る
。
ロ
バ
ー
ツ
は
利
潤
率
低
下
に
関
す
る
グ
ラ
フ
と
統
計
デ
ー
タ
を
列
挙
し
、
法
則
の
妥
当

性
の
証
拠
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
主
張
を
強
化
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
デ
ー
タ
が
実
際
に
彼
の
議

論
を
支
持
す
る
か
ど
う
か
は
、
次
の
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
。（
一
）
理
論
に
対
す
る
デ
ー
タ
の
信
頼
性
と
適
切
性
。（
二
）

ロ
バ
ー
ツ
が
説
明
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
異
な
っ
た
、
し
か
し
利
潤
低
下
を
も
た
ら
し
う
る
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
有
無
。

果
た
し
て
、
彼
の
議
論
の
ど
こ
が
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

マ
ル
ク
ス
は
古
典
派
経
済
学
批
判
と
い
う
や
り
方
に
よ
っ
て
、
自
身
の
理
論
的
仕
事
に
着
手
し
て
い
る
。『
経
済
学
批
判

要
綱
』
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
が
批
判
し
、
置
換
し
よ
う
と
試
み
た
の
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
リ
カ
ー
ド
ウ
説
に
お
け
る
利
潤

低
下
の
法
則
で
あ
っ
た
。
リ
カ
ー
ド
ウ
は
利
潤
低
下
を
土
地
の
限
界
生
産
性
低
下
に
関
す
る
マ
ル
サ
ス
の
テ
ー
ゼ
に
帰
し
て

い
る
。〔
こ
の
テ
ー
ゼ
に
よ
れ
ば
、〕
土
地
の
限
界
生
産
性
低
下
が
意
味
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
賃
金
の
上
昇
に
結
び
つ
く
食

糧
価
格
の
上
昇
で
あ
る
。
食
糧
価
格
の
上
昇
は
地
主
階
級
を
強
化
し
、
特
に
も
っ
と
も
肥
沃
な
土
地
で
地
代
の
上
昇
を
引
き

起
こ
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
資
本
の
利
潤
は
賃
金
上
昇
と
地
代
上
昇
に
挟
ま
れ
て
減
少
す
る
だ
ろ
う
。
究
極
的
に
は
こ
の
こ

［訳註］本稿は David Harvey, "Crisis theory and the falling rate of profit," in: The Great Financial Meltdown: Sys-
temic, Conjunctural or Policy Created?, ed., Turan Subasat, Edward Elgar Publishing Limited, 2016 の全訳である。
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と
は
、
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す
だ
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う
。

　

明
ら
か
に
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
考
え
を
支
持
し
て
い
た
が
、
社
会
変
革
を
自
然
要
因
（
自
然
の
希
少
性
や
マ
ル
サ
ス
的
限
界
の
よ
う
な
自

然
要
因
）
に
帰
す
る
こ
と
を
忌
避
し
た
。
だ
か
ら
彼
は
、
資
本
の
内
的
矛
盾
に
由
来
す
る
利
潤
低
下
の
原
因
を
探
究
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低
下
理
論
が
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
利
潤
率
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
飽
く
な
き

競
争
を
通
じ
た
相
対
的
剰
余
価
値
の
追
求
か
ら
生
じ
る
、
絶
え
ず
上
昇
す
る
資
本
の
生
産
力
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。『
経
済

学
批
判
要
綱
』
の
中
で
は
、
生
産
力
の
絶
え
ざ
る
上
昇
が
資
本
主
義
の
究
極
的
な
「
墓
堀
人
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
か
も
し

れ
な
い
、
と
さ
え
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
（M

arx 1973: 750-754

）。
マ
ル
ク
ス
は
特
定
の
想
定
の
下
で
利
潤
率
低
下
の
法
則
を
演
繹

し
て
い
る
。
私
が
他
の
と
こ
ろ
で
示
し
た
よ
う
に
、『
資
本
論
』
の
大
部
分
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
構
築
は
、
彼
が
名
付

け
た
合
法
則
的
一
般
性
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
普
遍
的
諸
条
件
（
予
測
不
能
な
自
然
と
の
関
係
）、
諸
々
の
特
殊
性

（
分
配
制
度
、
剰
余
価
値
取
得
を
め
ぐ
る
階
級
闘
争
お
よ
び
そ
の
他
の
闘
争
、
そ
し
て
競
争
状
態
）、
諸
々
の
個
別
性
（
消
費
者
の
流
行
の
移
り
行
き
や

国
家
政
策
の
諸
効
果
の
よ
う
な
）
は
、
マ
ル
ク
ス
の
論
証
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
彼
が
考
え
る
「
純
粋
」
状
態
に
お

い
て
い
か
に
資
本
が
機
能
す
る
か
を
吟
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
（H

arvey 2012

）。
彼
の
最
高
傑
作
〔『
資
本
論
』
の
こ
と
〕
か
ら
多
く

の
こ
と
が
除
外
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
自
然
と
の
関
係
、
分
配
お
よ
び
市
場
の
特
殊
性
、
人
為
的
選
択
の
個
別
性
な
ど
は

重
要
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
、
い
か
な
る
社
会
シ
ス
テ
ム
で
も
何
か
取
る
に
足
り
な
い
特
徴
で
し
か
な
い
と
マ
ル
ク
ス
が
考
え
て

い
た
証
拠
だ
と
受
け
取
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
よ
り
歴
史
的
・
政
治
的
な
著
作
に
お
い
て
は
正
反
対
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
利
潤
率
低
下
理
論
を
含
む
理
論
的
展
望
は
『
資
本
論
』
に
お
い
て
探
究
を
進
め
る
た
め
に
マ
ル
ク
ス
が
選
ん
だ
も

の
で
し
か
な
く
、
よ
り
厳
密
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
『
資
本
論
』
第
一
巻
に
お
い
て
「
資
本
〔
主
義
的
〕
蓄
積
の
一
般
的
法
則
」
を
構
築
す
る
中
で
、
マ
ル
ク
ス
は
更
な
る
具
体
的
な
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想
定
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
資
本
家
は
何
の
問
題
も
な
く
自
ら
の
財
を
市
場
で
価
値
通
り
に
販
売
し
、
回
収
し
た
剰
余
価
値

を
生
産
へ
と
再
循
環
さ
せ
る
。
全
て
の
商
品
は
価
値
通
り
に
売
買
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
労
働
力
を
例
外
と
し
て
。
労
働
力
の
価
値
は
蓄
積
の

活
発
さ
に
応
じ
て
上
下
す
る
か
ら
で
あ
る
）。
市
場
を
見
い
出
す
の
に
何
の
困
難
さ
も
な
い
し
、
有
効
需
要
の
欠
如
も
存
在
し
な
い
わ
け

で
あ
る
。
第
二
に
、
剰
余
価
値
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
…
…
例
え
ば
利
潤
、
利
子
、
商
業
利
得
、
地
代
等
々
に
分
裂
す
る
」（M

arx 

1976: 709-710

）
仕
方
に
つ
い
て
は
、
考
察
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。「
研

究
の
対
象
を
そ
の
純
粋
性
に
お
い
て
攪
乱
的
な
付
随
事
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
は

全
商
業
世
界
を
一
国
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
、
資
本
主
義
的
生
産
が
す
で
に
ど
こ
で
も
確
立
さ
れ
て
い

て
す
べ
て
の
産
業
部
門
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（M

arx 1976: 727

）。

　

こ
う
し
た
想
定
は
全
て
、『
資
本
論
』
第
三
巻
に
お
け
る
利
潤
率
低
下
の
導
出
に
引
き
継
が
れ
る
。
第
一
巻
・
第
三
巻
に
お
い

て
マ
ル
ク
ス
は
、
高
度
に
単
純
化
さ
れ
た
資
本
蓄
積
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
関
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
が
導

出
さ
れ
る
の
は
、
完
全
競
争
と
困
難
な
き
剰
余
価
値
の
実
現
ま
た
は
分
配
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

作
動
す
る
絶
対
的
・
相
対
的
剰
余
価
値
の
理
論
か
ら
で
あ
る
。〔
絶
対
的
剰
余
価
値
と
相
対
的
剰
余
価
値
と
い
う
〕
二
つ
の
モ
デ
ル
は
資

本
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
重
要
な
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
一
方
で
、
資
本
が
全
体
と
し
て
〔
す
な
わ
ち
「
純
粋
」
で
な
い
状
態
と
し
て
〕
見

ら
れ
た
と
き
に
は
、
こ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
絶
対
的
真
理
に
近
似
し
た
何
も
の
か
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
ち
ら
の

モ
デ
ル
も
そ
の
共
通
の
想
定
が
許
す
か
ぎ
り
で
の
み
正
し
い
。
生
産
と
分
配
の
矛
盾
、
独
占
と
競
争
の
矛
盾
、
そ
の
他
諸
々
と
同

じ
よ
う
に
、〔
価
値
の
〕
生
産
と
実
現
の
矛
盾
的
統
一
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
導
出
さ
れ
た
法
則
の
適
用
可
能
性

を
厳
し
く
制
限
し
て
し
ま
う
。

　

問
題
を
以
上
の
よ
う
に
抽
象
的
に
扱
っ
た
点
で
、
私
は
マ
ル
ク
ス
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
抽
象
的
な
も
の
を
定
式
化
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し
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
化
と
現
在
で
は
呼
ば
れ
る
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
資
本
蓄
積
の
複
雑
さ

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
。
こ
の
点
で
彼
は
素
晴
ら
し
い
パ
イ
オ
ニ
ア
な
の
で
あ
る
。
マ
ル

ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
で
は
自
身
の
想
定
を
綿
密
に
説
明
し
て
い
る
が
、〔
第
三
巻
の
〕
利
潤
率
低
下
理
論
の
場
合
に
は
そ
う

し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
る
諸
資
料
が
準
備
段
階
の
も
の
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
理
解
可
能

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
利
潤
低
下
法
則
の
支
持
者
た
ち
の
中
に
は
、
マ
ル
ク
ス
が
行
っ
た
諸
限
定
に
対
す
る
異
な
っ
た
、
そ
し
て
私

見
で
は
不
当
な
読
み
方
を
し
て
き
た
者
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
に
言
わ
せ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
利
潤
低
下
法
則
を
述
べ
る
際
に
分
配

の
諸
問
題
（
と
り
わ
け
金
融
、
信
用
、
利
子
生
み
資
本
の
役
割
）
を
無
視
し
え
た
以
上
、
金
融
化
と
二
〇
〇
七
―

〇
八
年
の
暴
落
の
間
に

は
何
の
関
係
も
な
い
こ
と
を
マ
ル
ク
ス
の
議
論
は
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
実
際
の
出
来
事
の
経
過
を
見
れ

ば
馬
鹿
げ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
ま
た
、
恐
慌
を
生
み
出
す
際
に
銀
行
家
と
金
融
業
者
が
果
た
し

た
役
割
を
無
視
し
、
彼
ら
を
免
責
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
の
想
定
が
持
つ
厳
格
な
性
格
に
鑑
み
れ
ば
、
私
た
ち
は
彼
の
理
論
的
帰
結
を
あ
ま
り
に
も
遠
く
ま
で
推
し
進
め
る
こ

と
に
注
意
深
く
な
る
べ
き
で
あ
る
。『
資
本
論
』
第
一
巻
で
提
示
さ
れ
た
ま
す
ま
す
貧
困
化
す
る
産
業
予
備
軍
の
生
産
と
、
第
三

巻
で
提
示
さ
れ
た
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
は
、
状
況
依
存
的
な
命
題
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
傾
向
も
、
も
っ
ぱ
ら
技
術
変
革
の
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
進
展
す
る
。
マ
ル
ク
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
草
稿
を
読
め
ば
、
徐
々
に
彼
が
恐
慌
を
資
本
主
義
の
差
し
迫
っ
た
崩

壊
の
兆
候
で
は
な
く
、
資
本
主
義
の
再
編
成
と
更
新
の
段
階
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
マ
ル
ク
ス
は
、「
恐
慌
は
、
つ
ね
に
、
た
だ
既
存
の
諸
矛
盾
の
一
時
的
な
暴
力
的
な
解
決
で
し
か
な
く
、
攪
乱
さ
れ
た
均
衡

を
一
瞬
間
回
復
す
る
暴
力
的
な
爆
発
で
し
か
な
い
」（M

arx 1981: 357

）
と
述
べ
て
い
る
の
だ
。
上
昇
す
る
労
働
の
生
産
力
か
ら

恐
慌
が
生
ま
れ
る
〔
と
い
う
考
え
〕
は
マ
ル
ク
ス
の
頭
か
ら
消
え
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
う
し
た
恐
慌
は
周
期
的
な
「
資
本
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マ
ル
ク
ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
〇

の
プ
レ
ト
ラ
」
や
、
過
剰
蓄
積
へ
と
向
か
う
絶
え
ざ
る
傾
向
の
よ
う
な
他
の
諸
矛
盾
に
補
完
さ
れ
た
り
関
連
づ
け
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
（M

arx 1981: Chapter 15; H
arvey 1982: 176-203

）。

　

マ
ル
ク
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
草
稿
の
編
集
を
担
う
ド
イ
ツ
人
研
究
者
た
ち
の
一
人
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
（2009, 

2013

）
は
、マ
ル
ク
ス
は
利
潤
低
下
法
則
に
対
し
て
、エ
ン
ゲ
ル
ス
が
編
集
し
た
版
に
認
め
ら
れ
る
よ
り
も
全
く
熱
心
で
は
な
か
っ

た
と
主
張
し
、
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
（Thom

as and Reuten 2014

も
見
よ
）。
利
潤
低
下
法
則
の
支
持
者
た
ち
の
一
部
は
、
控
え

目
に
見
て
も
猛
烈
と
言
え
る
抗
議
を
行
っ
て
い
る
。
私
は
ド
イ
ツ
語
を
読
ま
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
研
究
者
た
ち
に

任
せ
る
。
し
か
し
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
説
明
は
、
利
潤
低
下
法
則
の
一
般
的
妥
当
性
に
つ
い
て
私
が
長
年
抱
え
て
き
た
懐
疑
と
大
部

分
で
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
周
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
の
用
語
法
は
彼
の
発
見
を
法
則
と
呼
ぶ
か
、
傾
向
的

法
則
と
呼
ぶ
か
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
単
に
傾
向
性
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
に
と
ど
め
る
か
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
る
。
彼

は
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』
の
よ
う
な
政
治
的
著
作
に
お
い
て
は
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
言
及
し
て

い
な
い
の
だ
。『
資
本
論
』
第
三
巻
に
お
け
る
一
八
四
八
年
と
五
七
年
の
二
つ
の
恐
慌
に
つ
い
て
考
察
し
た
箇
所
で
さ
え
、
そ
れ

ら
の
恐
慌
は
「
商
業
と
金
融
の
恐
慌
」
と
描
写
さ
れ
、
銀
行
業
、
信
用
、
金
融
の
諸
章
に
お
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
析

の
中
で
は
利
潤
率
低
下
に
つ
い
て
ご
く
わ
ず
か
に
言
及
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（M

arx 1981: Chapters 30-34

）。
私
た
ち
は
さ

ら
に
、
マ
ル
ク
ス
が
一
八
六
八
年
以
降

―
明
ら
か
に
不
完
全
で
お
そ
ら
く
は
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

―
利
潤
率
低
下

理
論
に
戻
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
知
っ
て
い
る
（M

osley 2014

）。
そ
の
理
由
を
明
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
か
つ
て
『
経

済
学
批
判
要
綱
』
の
中
で
「
経
済
学
の
最
重
要
法
則
」
と
呼
ん
で
い
た
も
の
を
、
マ
ル
ク
ス
が
そ
の
研
究
生
活
の
最
後
の
十
数
年

間
で
無
視
す
る
こ
と
に
決
め
た
と
い
う
の
は
奇
妙
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
も
っ
と
も
、〔「
経
済
学
の
最
重
要
法
則
」
と
呼
ん
だ
と
き
に
〕

マ
ル
ク
ス
が
リ
カ
ー
ド
ウ
の
経
済
学
を
話
題
に
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
マ
ル
ク
ス
自
身
の
そ
れ
を
話
題
に
し
て
い
る
の
か
は
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
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慌
論
と
利
潤
率
の
低
下

な
い
の
だ
が
）。

　
「
一
八
七
〇
年
代
の
終
わ
り
に
」
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
（2013

）
は
述
べ
る
、「
マ
ル
ク
ス
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
恐
慌
に
直
面
し
た
。

そ
れ
は
何
年
も
続
く
不
況
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
が
そ
れ
ま
で
知
っ
て
い
た
急
激
で
局
面
的
な
上
下
運
動
か
ら
は
っ
き
り
と
区
別
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」。
マ
ル
ク
ス
は
「
瞬
間
的
な
」
崩
壊
と
し
て
の
恐
慌
と
い
う
考
え
を
、
も
は
や
適
切
な
も
の
と
は
考
え
て

い
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
の
注
意
は
国
立
銀
行
が
新
た
に
果
た
す
重
要
な
国
際
的
役
割
に
向
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
役
割
と
は
恐
慌
の
過
程
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
ま
と
め

ら
れ
た
考
察
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
恐
慌
論
の
体
系
的
な
取
り
扱
い
は
、（
エ
ン
ゲ
ル
ス
版
『
資
本
論
』
第
三
巻
が
示
唆
す

る
よ
う
に
）
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
に
直
接
基
づ
く
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
利
子
生
み
資
本
と
信
用
の
登
場
後
に

初
め
て
可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（H

enrich 2013

）

　

こ
の
こ
と
は
、
な
ぜ
一
八
四
八
年
と
五
七
年
の
恐
慌
が
「
商
業
と
金
融
の
恐
慌
」
と
呼
ば
れ
、
銀
行
業
と
金
融
の
諸
章
で
検
証

さ
れ
た
の
か
を
説
明
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
も
「
国
立
銀
行
が
そ
の
よ
う
な
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
な
ら

ば
」、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
続
け
る
、「
国
家
の
分
析
が
除
外
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
用
シ
ス
テ
ム
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
提
示
さ
れ
う
る
と
い
う
の
は
非
常
に
疑
わ
し
い
。
同
様
の
こ
と
は
世
界
市
場
に
も
当
て
は
ま
る
」。
か
つ
て
は
利
潤
低
下
法
則

の
導
出
は
形
式
的
想
定
の
下
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
マ
ル
ク
ス
は
、
お
そ
ら
く
は
実
際
に
生
じ
て
い
る
蓄
積
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

に
関
連
づ
け
る
た
め
に
、
こ
の
想
定
を
放
棄
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
明
確
に
理
解
し
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
は
ま
た
普
遍
性
と
い
う
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マ
ル
ク
ス
研
究
会
年
誌
二
〇
二
〇

レ
ヴ
ェ
ル
を
脇
に
お
き
、
分
配
（
と
り
わ
け
信
用
シ
ス
テ
ム
）
と
市
場
競
争
の
状
態
と
い
う
特
殊
性
を
自
身
の
理
論
形
成
に
組
み
入
れ

た
（H

arvey 2012

）。

　

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
（2013; Thom

as and Reuten 2014

も
参
照
）
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。「
恐
慌
理
論
の
体
系
的
取
り

扱
い
は
…
…
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
」
か
ら
直
接
的
に
生
じ
え
ず
、
利
子
生
み
資
本
と
信
用
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
展

開
さ
れ
た
後
に
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
」。

　

一
見
す
る
と
マ
ル
ク
ス
の
議
論
は
両
義
的
で
揺
ら
い
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
程
度
真
剣
に
受
け
取
る
べ
き
か

は
、
彼
の
厳
格
な
想
定
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
だ
け
で
な
く
、
彼
が
特
定
し
た
対
抗
的
諸
傾
向
が
持
っ
て
い
る
強
度
と
普
遍

性
に
も
依
存
し
て
い
る
。
法
則
の
擁
護
者
は
概
し
て
対
抗
的
諸
傾
向
を
軽
視
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
の
中
で
そ
う

し
た
諸
傾
向
の
う
ち
の
六
つ
を
挙
げ
て
い
る
が
、「
そ
の
う
ち
二
つ
（
外
国
貿
易
と
株
式
資
本
の
増
大
）
は
マ
ル
ク
ス
の
最
初
の
想
定

（
閉
鎖
的
な
経
済
と
、
実
際
の
分
配
を
考
慮
外
に
置
い
た
剰
余
価
値
の
概
念
）
と
う
ま
く
適
合
し
な
い
」（H

arvey 1982: Chapter 6; M
arx 1981: 

Chapter 14

）。
と
こ
ろ
が
現
実
の
恐
慌
で
は
、『
資
本
論
』
第
三
巻
で
一
八
四
八
年
と
五
七
年
の
恐
慌
に
対
し
て
マ
ル
ク
ス
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
金
融
と
株
式
資
本
の
問
題
を
度
外
視
で
き
る
余
地
は
な
い
。
金
融
と
株
式
資
本
は
、
恐
慌
の
根
本
的
原
因
と

ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
そ
の
現
象
形
態
に
お
い
て
は
か
な
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
貨
幣
と
金
融

の
諸
章
の
中
で
提
示
さ
れ
た
証
拠
に
基
づ
け
ば
、
外
国
貿
易
の
不
均
衡
が
与
え
る
不
確
定
的
な
影
響
（
こ
う
し
た
影
響
に
言
及
さ
れ
る

場
合
に
は
、「
地
金
流
出
」
と
呼
ば
れ
る
）
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
バ
ー
ツ
の
言
う
二
つ
の
対
抗

的
影
響
を
強
調
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
「
賃
金
を
労
働
力
の
価
値
よ
り
も
低
く
抑
え
る
こ
と
、
産
業
予
備
軍
が
増
加
す
る

こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。
産
業
予
備
軍
の
増
加
は
、
労
働
力
を
機
械
に
よ
っ
て
置
換
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、特
定
の
セ
ク
タ
ー
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
よ
る
損
害
か
ら
保
護
す
る
。イ
ギ
リ
ス
で
発
明
さ
れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
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恐
慌
論
と
利
潤
率
の
低
下

は
、
労
働
力
の
過
剰
の
た
め
に
当
地
で
は
充
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
中
で
マ
ル
ク
ス
は
指
摘
し
て
い

る
。
む
し
ろ
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
と
（M

arx 1976: 516-517

を
見
よ
）。

　
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
で
は
、
利
潤
率
を
安
定
さ
せ
う
る
そ
の
他
色
々
の
要
因
に
つ
い
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
も
し
も
利
潤
率

を
回
復
さ
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
恐
慌
に
よ
っ
て
な
さ
れ
う
る
ひ
と
つ
の
方
法
は
既
存
の
不
変
資
本
（
と
り
わ
け
固
定
資
本
）
の
大

幅
な
減
価
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
は
ま
た
次
の
点
に
も
言
及
し
て
い
る
。
既
存
資
本
の
一
部
の
恒
常
的
な

減
価
（
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
技
術
変
革
の
結
果
と
し
て
固
定
資
本
設
備
の
〔
社
会
的
〕
磨
滅
が
早
々
と
進
み
、
減
価
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
）。
大

部
分
の
資
本
が
直
接
的
生
産
に
は
役
立
た
な
い
固
定
資
本
へ
と
転
化
す
る
こ
と
（
例
え
ば
公
共
事
業
と
都
市
化
へ
の
投
資
は
全
て
、
企
業

の
利
潤
を
全
く
顧
み
ず
、
利
子
の
み
を
目
当
て
に
流
通
し
う
る
だ
ろ
う
）。
そ
し
て
非
生
産
的
な
浪
費
（
軍
事
費
の
よ
う
な
も
の
。
マ
ル
ク
ス
は
軍
事

費
を
、
商
品
を
海
に
投
げ
捨
て
る
の
と
同
じ
だ
と
考
え
て
い
た
）。
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
は
さ
ら
に
、
利
潤
率
の
低
下
は
「
資

本
に
比
例
し
て
よ
り
多
く
の
直
接
的
労
働
が
必
要
な
生
産
諸
部
門
、
あ
る
い
は
、
労
働
の
生
産
力
す
な
わ
ち
資
本
の
生
産
力
が
ま

だ
発
展
し
て
い
な
い
新
た
な
生
産
諸
部
門
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
妨
げ
ら
」
れ
う
る
と
記
し
て
い
る
。
最
後
に
、
独
占

は
利
潤
率
低
下
に
対
す
る
緩
衝
材
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
技
術
革
新
に
向
か
う
競
争
圧
力
を
和
ら
げ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
（M

arx 1973: 750-751

）。

　

こ
れ
は
、
私
が
か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
「
諸
要
因
の
や
や
寄
せ
集
め
的
な
列
挙
」
で
あ
る
（H

arvey 1982: 

178

）。
そ
の
よ
う
な
要
因
の
内
の
い
く
つ
か
は
、（
独
占
や
新
し
い
生
産
ラ
イ
ン
の
開
始
と
い
っ
た
よ
う
に
）
圧
倒
的
に
重
要
で
あ
り
う
る
。

そ
の
他
の
要
因
、
土
地
へ
の
固
定
資
本
投
下
や
、
よ
り
一
般
的
に
は
都
市
化
と
い
っ
た
要
因
は
、
私
が
や
は
り
別
の
と
こ
ろ
で
示

そ
う
と
し
た
よ
う
に
、
恐
慌
の
成
立
や
解
決
に
と
っ
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
二
〇
〇
七
―
八
年
と
そ
の
直
後
に
生
じ
た

出
来
事
に
お
い
て
も
っ
と
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
よ
う
に
）。
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一
九
六
〇
年
代
終
盤
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
に
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義
の
理
論
家
た
ち
（Boccara 1974

）
は
、
利

子
と
引
き
換
え
に
共
同
的
な
固
定
資
本
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
、
利
潤
率
低
下
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
の
一
方
策
と
考
え
て
い

た
（
共
同
的
な
不
変
資
本
は
い
わ
ば
割
り
引
き
価
格
で
流
通
し
う
る
）。「
家
屋
を
建
て
、
物
で
満
た
す
」
こ
と
で
恐
慌
か
ら
脱
出
し
た
ア
メ

リ
カ
の
歴
史
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
そ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
に
は
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
）。
こ
う
し
た
歴
史
は
現
在
、
住
宅
建
設

だ
け
で
も
近
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
中
国
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、

不
動
産
市
場
の
暴
落
は
よ
り
一
般
的
な
恐
慌
の
よ
く
知
ら
れ
た
引
き
金
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
―

〇
八
年
が
も
っ
と
も
明
白
な
近
年

の
事
例
で
あ
る
が
、
一
九
二
八
年
の
ア
メ
リ
カ
は
重
大
な
、
し
か
し
見
落
と
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
事
例
で
あ
る
（H

arvey 2013b: 

Chapter 2

）。

　
〔
利
潤
率
低
下
へ
の
〕
様
々
な
対
抗
的
影
響
を
さ
ら
に
複
数
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
例
え
ば
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
（『
資
本
論
』
第

二
巻
で
考
察
さ
れ
た
主
題
で
あ
る
）
生
産
と
流
通
の
双
方
に
お
け
る
回
転
時
間
の
増
速
・
加
速
が
利
潤
率
に
作
用
す
る
こ
と
に
気
づ
い

て
い
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
（
非
常
に
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
）『
資
本
論
』
第
三
巻
の
中
に
こ
う
し
た
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
章

を
挿
入
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
彼
は
、
利
潤
率
低
下
へ
の
影
響
に
言
及
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
（M

arx 1981: Chapter 4

）。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
利
潤
率
低
下
法
則
の
支
持
者
た
ち
か
ら
無
視
さ
れ
て
き
た
。
マ
ル
ク
ス
は
と
い
え
ば
、
漠
然
と
し
て

は
い
る
も
の
の
他
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
し
も
何
か
特
定
の
産
業
に
お
い
て
生
産
力
が
二
倍
に
上
が
っ
た
な
ら
ば
、
生

産
さ
れ
た
商
品
の
単
位
価
格
は
半
分
に
な
り
、
全
体
の
生
産
量
は
二
倍
に
な
り
う
る
（
十
分
な
有
効
需
要
に
支
え
ら
れ
た
商
品
に
対
す
る

要
求
や
欲
求
あ
る
い
は
欲
望
が
存
在
す
る
な
ら
ば
）。
そ
の
結
果
、
労
働
の
生
産
力
が
二
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
産
業
に
お
け
る
雇
用
（
と

剰
余
価
値
生
産
）
は
変
わ
ら
ず
維
持
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
満
た
さ
れ
て
い
な
い
要
求
、
欲
求
あ
る
い
は
欲
望
に
支
え
ら
れ
て
有

効
需
要
が
増
加
す
る
と
、
雇
用
と
剰
余
価
値
生
産
が
増
加
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
う
る
。
こ
れ
は
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
・
モ
デ
ル
の
組
み
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立
て
ラ
イ
ン
式
生
産
と
い
う
歴
史
的
事
例
に
お
い
て
、
実
際
に
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
年
私
た
ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
携
帯

電
話
に
お
い
て
似
た
よ
う
な
現
象
を
目
撃
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
全
て
に
お
い
て
、
消
費
者
世
界
が
創
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
消
費
者
世
界
で
は
、
贅
沢
品
が
急
速
に
必
需
品
と
な
り
、
増
加
す
る
（
信
用
ベ
ー
ス
の
？
）
有
効
需
要
が
商
品
市
場
を
拡

張
し
て
い
っ
た
。
生
産
力
の
上
昇
と
雇
用
・
剰
余
価
値
生
産
の
増
加
は
、
特
定
の
状
況
に
お
い
て
は
手
を
取
り
合
っ
て
心
地
よ
く

進
む
。
結
局
の
と
こ
ろ
利
潤
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
簡
単
に
上
下
し
う
る
も
の
だ
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
介
入
は
決
定
的
で
あ
る
。『
資
本
論
』
第
三
巻
に
お
い
て
致
命
的
な
言
葉
を
付
け
加
え
た
の
は
、
ま
さ
に

エ
ン
ゲ
ル
ス
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
し
か
し
実
践
に
お
い
て
は
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
利
潤
率
は
長
期
的

に
低
下
す
る
だ
ろ
う
」（M

arx 1981: 337

）
と
。

　

第
三
巻
の
続
く
章
「
こ
の
法
則
の
内
的
な
諸
矛
盾
の
展
開
」
で
は
、よ
り
興
味
深
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
な
章
タ
イ
ト
ル
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章
は
実
際
に
は
、
法
則
を
導
出
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
諸

想
定
を
取
り
除
い
た
と
き
に
何
が
生
じ
る
の
か
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
章
タ
イ
ト
ル
が
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
利
潤
率
低
下
の
法
則
な
い
し
傾
向
は
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
し
か
し
内
的
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
結
果
と
し
て
、
多
様
な
諸
矛
盾
を
同
時
並
行
的
に
並
べ
立
て
て
、
恐
慌
の
成
立
過
程
を
果
て
し
な
く
描
写
し
た
章
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
用
語
法
も
変
化
し
て
お
り
、
恐
慌
が
こ
こ
で
は
資
本
主
義
の
終
焉
を
告
げ
る
前
兆
と
い
う
契
機
と
し
て
で
は
な

く
、均
衡
を
回
復
す
る
の
に
役
立
つ
暴
力
的
爆
発
で
あ
る
と
確
言
さ
れ
て
い
る
。市
場
に
お
け
る〔
価
値
の
〕実
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

世
界
市
場
に
お
け
る
生
産
、
非
資
本
主
義
社
会
の
形
成
と
の
諸
関
係
、
資
本
の
集
中
と
分
散
の
度
合
い
、
信
用
シ
ス
テ
ム
内
部
に

存
在
す
る
通
貨
不
安
と
過
剰
投
機
、
減
価
と
問
題
含
み
な
固
定
資
本
流
通
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
全
て
は
、
資
本
の
過
剰
蓄
積
や
い

わ
ゆ
る
資
本
の
「
プ
レ
ト
ラ
」
の
役
割
、
そ
し
て
「
慈
悲
深
い
や
り
方
」
で
全
人
口
の
要
求
を
満
た
す
こ
と
が
慢
性
的
に
不
可
能
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性
で
あ
る
と
い
っ
た
概
念
に
即
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
既
存
資
本
か
ら
の
「
資
本
剥
奪
」
と
い
う
形
態
で
な
さ
れ
る
新
規
の
本

源
的
蓄
積
期
間
ま
で
も
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
全
て
が
恐
慌
成
立
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
部
と
な
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
版
に
よ
る
と
明
確
で
き
っ
ぱ
り
と
し
た
答
え
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
個
所
で
、
多
様
な
問

い
を
提
示
し
て
い
る
。「
問
題
は
」、と
草
稿
に
深
く
通
じ
た
研
究
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
ヘ
ル
ト
・
ロ
イ
テ
ン
は
言
う（2009: 229

）、「
エ

ン
ゲ
ル
ス
が
自
身
の
編
集
作
業
の
中
で
マ
ル
ク
ス
の
心
配
事
の
大
部
分
を
消
し
去
り
、
あ
た
か
も
『
資
本
論
』
第
三
巻
が
た
ん
な

る
研
究
草
稿
で
は
な
く
ほ
ぼ
完
成
原
稿
で
あ
る
か
の
ご
と
く
仕
立
て
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
」。
私
は
、ま
さ
に
こ
う
し
た
〔『
資
本
論
』

第
三
巻
に
見
ら
れ
る
〕
交
錯
す
る
力
線
や
多
様
な
諸
矛
盾
の
渦
の
中
か
ら
、
資
本
主
義
の
下
で
い
か
に
恐
慌
が
展
開
す
る
の
か
、
い

か
に
し
て
恐
慌
へ
の
傾
向
は
、
決
し
て
消
え
去
る
こ
と
な
く
転
移
し
続
け
る
の
か
に
つ
い
て
の
感
覚
を
長
年
に
わ
た
り
鍛
え
上
げ

て
き
た
（H

arvey 2010

）。

　

し
て
み
れ
ば
、
利
潤
率
低
下
を
も
た
ら
す
諸
矛
盾
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
う
ち
に
は
、
他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。『
資

本
論
』
第
三
巻
で
は
、例
え
ば
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（1981: 615

）。「
す
べ
て
の
現
実
の
恐
慌
の
究
極
の
原
因
は
、

や
は
り
、
資
本
主
義
的
生
産
の
衝
動
に
対
比
し
て
の
大
衆
の
窮
乏
と
消
費
制
限
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
衝
動
は
、
ま
る
で
た
だ
社

会
の
絶
対
的
消
費
能
力
だ
け
が
生
産
力
の
限
界
を
な
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
生
産
力
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
」。
第

二
巻
で
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

資
本
主
義
的
生
産
様
式
に
お
け
る
矛
盾
。
労
働
者
は
商
品
の
買
い
手
と
し
て
市
場
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら

の
商
品

―
労
働
力

―
の
売
り
手
と
し
て
は
、
資
本
主
義
社
会
は
、
そ
の
価
格
を
最
低
限
に
制
限
す
る
傾
向
が
あ
る
。
も

う
一
つ
の
矛
盾
。
資
本
主
義
的
生
産
が
そ
の
す
べ
て
の
潜
勢
力
を
発
揮
す
る
時
代
は
、
き
ま
っ
て
過
剰
生
産
の
時
代
と
な
っ
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て
現
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
生
産
の
潜
勢
力
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
価
値
が
単
に
生
産
さ
れ
う
る
だ
け
で
は
な

く
実
現
も
さ
れ
う
る
ほ
ど
に
は
、
け
っ
し
て
充
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
商
品
の
販
売
、
商
品

資
本
の
実
現
、
し
た
が
っ
て
ま
た
剰
余
価
値
の
実
現
は
、
社
会
一
般
の
消
費
欲
望
に
よ
っ
て
限
界
を
画
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
大
多
数
の
成
員
が
つ
ね
に
貧
乏
で
あ
り
ま
た
つ
ね
に
貧
乏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
社
会
の
消
費
欲
望
に

よ
っ
て
限
界
を
画
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（M

arx 1978: 391

）

　

こ
の
こ
と
は
、『
資
本
論
』
第
三
巻
の
重
要
な
第
一
五
章
の
中
で
、〔
価
値
〕
実
現
能
力
の
制
限
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
制
限
は
「
分

配
の
敵
対
的
状
況
」
の
せ
い
で
あ
り
、「
こ
の
状
況
は
社
会
の
大
多
数
の
人
々
に
よ
る
消
費
を
最
低
限
度
ま
で
減
少
さ
せ
る
」（M

arx 

1981: 352

）
の
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
利
潤
率
低
下
理
論
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
労
作
を
扱
う
の
と
同
様
の
真
剣
さ
で
、

以
上
の
よ
う
な
記
述
を
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
。そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
、利
潤
率
低
下
に
抵
抗
す
る
よ
う
な
可
能
性
の
探
求
に
よ
っ

て
、
マ
ル
ク
ス
が
問
題
を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
資
本
主
義
は
「
支
払
う
消
費
で
な
い
消
費
は
知
ら
な
い
」
の
だ

か
ら
、「
恐
慌
は
支
払
能
力
あ
る
消
費
ま
た
は
支
払
能
力
あ
る
消
費
者
の
不
足
か
ら
生
ず
る
、
と
言
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
の
同

義
反
復
」
で
あ
る
。
こ
う
述
べ
た
後
で
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
て
い
る
。「
ま
さ
に
、
労
賃
が
一
般
的
に
上
が
っ
て
、

労
働
者
階
級
が
年
間
生
産
物
中
の
消
費
用
部
分
の
よ
り
大
き
な
分
け
ま
え
を
現
実
に
受
け
取
る
と
い
う
時
期
こ
そ
は
、
い
つ
で
も

恐
慌
を
準
備
す
る
の
だ
」（M

arx 1978: 486-7

）
と
。
恐
慌
は
そ
れ
ゆ
え
、
賃
金
が
抑
制
さ
れ
需
要
が
不
十
分
と
な
る
時
期
は
も
ち

ろ
ん
、
労
働
者
階
級
の
賃
金
が
上
昇
し
、
そ
し
て
／
あ
る
い
は
期
待
が
上
昇
す
る
時
期
に
お
い
て
も
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
資
本

主
義
的
蓄
積
の
一
般
法
則
に
つ
い
て
述
べ
る
際
、
マ
ル
ク
ス
は
蓄
積
が
活
発
に
行
わ
れ
る
局
面
で
の
賃
金
増
大
が
い
か
に
利
潤
を
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減
じ
さ
せ
、
結
果
と
し
て
蓄
積
を
鈍
化
さ
せ
る
の
か
を
説
明
し
て
い
る
（G

lyn and Sutcliffe 1972

）。
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
恐
慌
は
ま
っ
た
く
別
の
方
向
か
ら
や
っ
て
来
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
も
し
も
賃
金
が
高
く
な
り
す
ぎ
た

な
ら
ば
、
利
潤
の
割
合
が
減
少
す
る
た
め
、
蓄
積
は
危
機
に
瀕
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
も
し
も
賃
金
が
低
す
ぎ
た
な
ら
ば
、
有
効
需

要
の
欠
如
が
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
し
た
が
っ
て
恐
慌
は
、
複
合
的
で
高
度
に
局
所
的
で
さ
え
あ
る
よ
う
な
諸
条
件
に
基
づ
い
て

い
る
。
利
潤
低
下
の
目
的
論
は
、
変
動
的
な
状
況
依
存
性
に
道
を
譲
る
わ
け
で
あ
る
。

　

結
論
的
に
言
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低
下
理
論
は
そ
れ
自
体
、
決
定
論
的
命
題
で
は
な
く
状
況
依
存
的
な
命
題
と
し
て
扱

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
利
潤
率
低
下
理
論
は
事
実
、
も
し
も
利
潤
率
の
低
下
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
利
潤
率
低
下

を
も
た
ら
し
う
る
で
あ
ろ
う
多
く
の
道
筋
の
う
ち
の
一
つ
が
存
在
す
る
と
主
張
し
て
い
る
〔
に
す
ぎ
な
い
〕
の
で
あ
る
。
だ
が
、
作

用
し
て
い
る
の
が
〔
利
潤
率
低
下
と
い
う
〕
こ
の
特
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の
か
ど
う
か
は
、
現
在
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
注
意
深
く

分
析
し
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
私
見
で
は
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
恐
慌
が
生
じ
る
こ
と
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
稀
で
あ

る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
。

　

こ
の
こ
と
は
、
資
本
主
義
の
歴
史
の
中
で
技
術
変
革
が
も
た
ら
し
た
不
安
定
化
と
、
し
ば
し
ば
破
壊
的
な
作
用
に
関
す
る
マ
ル

ク
ス
の
よ
り
一
般
的
な
指
摘
と
決
し
て
矛
盾
し
な
い
。
こ
う
し
た
作
用
は
し
ば
し
ば
恐
慌
の
形
成
に
関
与
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は

ま
っ
た
く
異
な
る
理
由
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
固
定
資
本
の
形
成
と
使
用
の
場
合
に
は
、
加
速
的
な
技
術
変
革
は
建
造
環
境
や

物
理
イ
ン
フ
ラ
へ
の
巨
額
投
資
を
含
む
既
存
の
固
定
資
本
の
急
激
な
減
価
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
の
次
の
よ
う

な
考
察
は
、
真
剣
に
受
け
取
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
よ
う
な
、
連
続
的
な
、
い
く
つ
も
の
回
転
を
含
ん
で
い

て
多
年
に
わ
た
る
循
環
に
、資
本
は
そ
の
固
定
的
成
分
に
よ
っ
て
縛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、こ
の
よ
う
な
循
環
に
よ
っ

て
、
周
期
的
な
恐
慌
の
一
つ
の
物
質
的
な
基
礎
が
生
ず
る
」（M

arx 1978: 264

）。
既
存
の
固
定
資
本
の
減
価
が
利
潤
率
の
低
下
に
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抵
抗
す
る
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
役
目
を
演
ず
る
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
考
察
は
提
示
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
議
論
と
類
似
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、興
味
深
い
こ
と
に
、周
期
的
恐
慌
の
こ
の
よ
う
な
物
質
的
基
礎
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
の
説
明
に
あ
っ

て
は
、
利
潤
率
低
下
と
比
較
し
て
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
叙
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

急
激
な
技
術
変
革
は
使
い
捨
て
可
能
な
失
業
労
働
者
予
備
軍
を
創
造
す
る
結
果
に
終
わ
る
が
、
同
様
に
有
効
需
要
を
消
失
さ
せ

る
も
の
と
し
て
資
本
循
環
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
う
る
。
二
〇
〇
七
―

〇
八
年
の
恐
慌
を
創
始
し
た
あ
の
急
落
は
、
一
九
八
〇
年

頃
以
後
に
世
界
中
の
伝
統
的
工
業
生
産
地
域
を
襲
っ
た
脱
工
業
化
と
減
価
と
い
う
長
期
的
な
出
来
事
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
ル
ー
ル
川
沿
い
、
ア
メ
リ
カ
中
西
部
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
地
域
、
果
て
は
ム
ン
バ
イ
の
工
場
で
さ
え
閉
鎖
に

追
い
込
ま
れ
た
。
そ
れ
は
部
分
的
に
は
、
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
し
た
流
通
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

革
命
の
結
果
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
デ
ト
ロ
イ
ト
、
エ
ッ
セ
ン
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ム
ン
バ
イ
、
中
国
北
部
の
工
業
都
市
の

よ
う
な
地
域
を
襲
っ
た
の
は
局
所
的
な
恐
慌
で
あ
り
、
一
般
的
恐
慌
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
人
々
が
い
る
の
も

も
っ
と
も
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
万
人
が
至
る
と
こ
ろ
で
一
斉
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
真
の
世
界
恐
慌
と
い
う
も
の
は
、

私
た
ち
が
「
資
本
主
義
世
界
」
と
し
て
大
雑
把
に
言
及
す
る
よ
う
な
も
の
の
中
に
さ
え
、
今
ま
で
の
存
在
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（「
資
本
主
義
世
界
」
と
は
す
な
わ
ち
、
資
本
取
引
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
外
部
世
界
を
部
分
と
し
て
含
ん
で
い
な

い
世
界
の
こ
と
で
あ
る
）。
二
〇
〇
七
―

〇
八
年
の
出
来
事
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
打
撃
を
受
け
て
い
な
い
地
域
も
実
際
に
は
た
く
さ
ん

あ
っ
た
（
例
え
ば
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
大
部
分
）。
一
方
で
、一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
間
に
製
造
業
の
伝
統
的
中
心
地
を
襲
っ

た
脱
工
業
化
は
長
期
的
で
、
徐
々
に
燃
え
広
が
り
、
か
つ
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
資
本
主
義
世
界
全
体
で
感
じ
取
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
私
た
ち
は
お
そ
ら
く
、
一
九
二
九
年
、
一
九
七
三
年
、
二
〇
〇
七
―

〇
八
年
に
起
き
た
短
期
的
な
急
落
と
、
マ
ル
ク

ス
が
一
八
七
三
年
以
後
に
遭
遇
し
、
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て
資
本
主
義
の
表
情
を
一
変
さ
せ
た
長
期
的
な
調
整
と
を
区
別
す
べ
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き
で
あ
ろ
う
。

　

し
て
み
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
時
間
と
と
も
に
利
潤
率
が
低
下
す
る
と
い
う
一
般
的
傾
向
な
ど
存

在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
利
潤
率
低
下
は
い
か
に
し
て
〔
二
〇
〇
七
―
〇
八
年
の
〕
恐
慌
を

説
明
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
恐
慌
は
様
々
な
時
間
と
場
所
に
お
い
て
様
々
な
強
度
を
伴
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
セ
ク
タ
ー
を

様
々
な
仕
方
で
汚
染
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
シ
ス
テ
ム
の
中
を
伝
染
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
以
前
に
は
、
少
な
く
と
も
表
面
上
は
（
ス
ペ
イ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
そ
の
他
様
々
な
国
の
各
所
と
共
に
）
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
、
フ
ロ
リ
ダ
そ
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
住
宅
市
場
で
始
ま
っ
た
、
単
な
る
商
業
・
金
融
恐
慌
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

ロ
バ
ー
ツ
と
そ
の
他
多
く
の
利
潤
率
低
下
理
論
支
持
者
た
ち
が
集
め
て
き
た
経
験
的
証
拠
の
重
要
性
に
つ
い
て
穏
健
に
意
見
を

述
べ
る
前
に
、
い
く
つ
か
の
深
刻
な
問
題
に
答
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
に
は
、
デ
ー
タ
に
対
し
て
洗
練
さ
れ
た
対
抗

分
析
を
企
て
る
つ
も
り
も
資
格
も
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、
適
切
か
つ
有
意
味
な
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
の
困
難

さ
に
つ
い
て
、
ご
く
一
般
的
な
考
察
を
行
う
だ
け
に
し
よ
う
。

　

利
潤
率
低
下
を
示
す
デ
ー
タ
は
マ
ル
ク
ス
が
主
張
し
た
よ
う
な
特
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
存
在
を
必
ず
し
も
確
証
し
な
い
。
こ
れ

は
、私
見
で
は
利
潤
率
低
下
法
則
に
関
す
る
大
部
分
の
研
究
に
対
す
る
最
も
重
要
な
反
論
で
あ
る
。利
潤
率
は
無
数
の
理
由
に
よ
っ

て
低
下
し
う
る
。
見
て
き
た
よ
う
に
、
階
級
闘
争
の
高
ま
り
が
賃
金
を
押
し
上
げ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
十
分
な
総
有
効
需
要

が
市
場
に
な
け
れ
ば
利
潤
は
減
少
し
う
る
。
技
術
革
新
が
生
じ
れ
ば
、そ
の
正
味
の
影
響
は
よ
り
大
き
な
不
平
等
の
創
出
で
あ
る
。

い
か
な
る
抵
抗
も
対
抗
的
諸
力
も
存
在
し
な
け
れ
ば
富
者
は
ま
す
ま
す
富
み
、
貧
者
は
ま
す
ま
す
貧
す
る
。
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主

義
的
蓄
積
の
一
般
的
法
則
は
、
こ
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
強
力
な
国
家
機
構
に
支
援
さ
れ
た
、
組
織
さ
れ
た
労
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働
者
階
級
は
、
利
潤
低
下
の
危
機
を
一
般
化
さ
せ
る
ほ
ど
高
い
賃
金
率
を
強
要
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
一
九
六
五
年
か

ら
七
五
年
に
か
け
て
北
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
闘
争
的
な
労
働
者
階
級
の
力
の
お
か
げ
で
賃
金
は
上

昇
し
、
利
潤
は
減
少
し
、
生
産
力
は
停
滞
し
た
の
で
あ
る
。

　

資
源
の
（
と
り
わ
け
食
糧
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、原
材
料
に
関
連
す
る
）
希
少
性
と
制
限
は
、リ
カ
ー
ド
ウ
が
描
き
出
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ

て
利
潤
低
下
を
引
き
起
こ
し
う
る
。
こ
の
議
論
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
マ
ル
サ
ス
主
義
の
言
う
よ
う
な
自
然
に
よ
っ
て
課
さ
れ

た
限
界
に
訴
え
る
必
要
は
な
い
。
希
少
性
は
投
機
的
活
動
と
有
効
需
要
に
対
す
る
制
限
を
通
じ
て
準
備
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

石
油
と
食
糧
の
希
少
性
は
明
ら
か
に
、
よ
り
高
額
な
地
代
を
搾
取
す
る
た
め
に
操
作
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
独
占
力
の
増
大
と
、

お
そ
ら
く
私
た
ち
の
時
代
に
と
っ
て
は
よ
り
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
諸
々
の
地
代
搾
取
力
の
強
化
は
産
業
資
本
の
利
潤
低
下
を

引
き
起
こ
し
か
ね
な
く
な
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
地
代
の
低
下
が
利
潤
を
増
加
さ
せ
う
る
こ
と
を
容
認
し
た
が
、
そ
う
で
あ
れ

ば
地
代
の
上
昇
が
反
対
の
作
用
を
持
つ
こ
と
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
？　

貨
幣
資
本
そ
れ
自
体
に
対
す
る
金
利（
利
子
）は
、

需
給
、
競
争
、
金
融
業
者
の
派
閥
的
階
級
権
力
と
い
っ
た
諸
条
件
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
る
。
金
利
生
活
者
た
ち
は
、
ケ
イ
ン
ズ

が
期
待
を
こ
め
て
予
測
し
た
よ
う
な
安
楽
死
に
苦
し
む
ど
こ
ろ
か
、
い
ま
で
は
産
業
資
本
家
た
ち
の
犠
牲
の
下
で
、
剰
余
価
値
の

ま
す
ま
す
大
き
な
割
合
を
獲
得
す
る
の
に
最
適
な
地
位
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
れ
は
直
接
的
生
産
者
の
取
り
分
の
減
少
を
意
味
し

て
い
る
。

　

な
ぜ
利
潤
率
は
低
下
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
多
種
多
様
な
理
由
が
あ
り
、
利
潤
率
低
下
を
指
し
示
す
グ
ラ
フ
を
ど
れ
だ
け
提
示

し
た
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
他
の
も
の
で
は
な
く
あ
る
特
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
相
応
し
い
の
か
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は

な
い
。
こ
こ
で
進
む
べ
き
唯
一
の
道
は
、
労
働
の
生
産
力
の
変
化
が
利
潤
率
に
与
え
る
直
接
的
影
響
を
測
定
す
る
こ
と
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
労
働
の
生
産
力
を
測
定
す
る
際
、
マ
ル
ク
ス
は
資
本
の
有
機
的
構
成
と
価
値
構
成
と
を
区
別
し
て
い
た
。
資
本
の
有
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機
的
構
成
は
、
一
企
業
内
部
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
セ
ク
タ
ー
全
体
な
い
し
「
部
門
」
全
体
の
内
部
に
お
け
る
可
変
資
本
に
対
す

る
不
変
資
本
の
比
率
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。
他
方
、資
本
の
価
値
構
成
は
資
本
の
生
産
力
を
全
体
と
し
て
測
定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
用
語
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
理
論
家
は
同
意
語
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。（
と
り
わ
け
固
定
資
本
の
）

回
転
時
間
と
生
産
の
垂
直
的
統
合
の
度
合
い
の
場
合
に
は
、〔
二
つ
の
用
語
の
区
別
は
〕
慎
重
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（H

arvey 

1982: 125-133

）。
産
業
組
織
の
形
態
は
、
資
本
の
測
定
に
と
っ
て
決
定
的
な
問
題
で
あ
る
。
頂
上
に
鉄
鋼
プ
ラ
ン
ト
が
建
設
さ
れ
、

〔
鉄
鋼
が
〕
直
接
自
動
車
生
産
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
な
鉄
鉱
石
鉱
山
を
想
像
し
て
み
よ
う
。
不
変
資
本
は
鉱
山
に
加
え
エ
ネ
ル
ギ
ー

投
入
に
用
い
ら
れ
る
資
本
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
統
合
さ
れ
た
生
産
シ
ス
テ
ム
の
別
の
局
面
で
用
い
ら
れ
る
固
定
資
本
で
あ

る
。
総
価
値
の
大
部
分
は
労
働
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
価
値
に
帰
さ
れ
る
。
さ
て
い
ま
生
産
過
程
を
鉄
鋼
石
、
鉄
鋼
、
そ
れ
か
ら

車
を
生
産
す
る
別
会
社
に
分
離
し
て
み
よ
う
。
不
変
資
本
は
平
均
し
て
増
加
し
、
労
働
の
割
合
は
著
し
く
減
少
す
る
だ
ろ
う
。
私

が
用
い
た
こ
の
事
例
は
や
や
極
端
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
四
〇
年
間
の
下
請
け
会
社
の
増
加
が
会
社
内
部
お
よ
び

セ
ク
タ
ー
間
の
価
値
構
成
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
だ
ろ
う
か
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

　

一
企
業
内
部
の
平
均
的
な
資
本
の
有
機
的
構
成
を
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
諸
産
業
な
い
し
（『
資
本
論
』
第
二
巻
で
詳

述
さ
れ
た
よ
う
な
）「
諸
部
門
」
内
で
さ
え
も
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
資
本
全
体
に
と
っ
て
の
価
値
構
成
は
せ
い
ぜ
い
同
語
反
復

に
見
え
る
か
、
最
悪
の
場
合
完
全
に
支
離
滅
裂
な
概
念
に
見
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
資
本
に
関
係
す
る
生
産
力
の
唯
一
の
尺
度
が

剰
余
価
値
生
産
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
生
産
力
の
変
化
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（M

arx 

1976: 644

）。
他
に
も
多
種
多
様
な
問
題
が
あ
る
。
不
変
資
本
は
投
下
資
本
（
長
期
的
に
使
用
し
う
る
固
定
資
本
を
含
む
）
な
の
か
、
そ

れ
と
も
生
産
期
間
（
ど
の
ぐ
ら
い
の
長
さ
だ
ろ
う
か
）
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
資
本
の
価
値
（
磨
滅
し
た
固
定
資
本
価
値
の
一
部
）
な
の
か
。

資
本
家
は
剰
余
価
値
の
割
合
に
関
心
を
持
つ
の
か
、
そ
れ
と
も
量
に
関
心
を
持
つ
の
か
。
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〔
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
を
証
明
す
る
デ
ー
タ
に
関
す
る
〕
第
二
の
主
要
な
問
題
は
、
次
の
理
由
か
ら
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
理

論
の
証
明
な
い
し
例
証
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
デ
ー
タ
が
貨
幣
の
観
点
か
ら
表
現
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
は

自
身
の
理
論
を
価
値
の
観
点
か
ら
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
貨
幣
は
価
値
と
同
等
で
は
な
い
が
、
価
値
表
現
に
は
不
可
欠
で

あ
る
。
価
値
と
貨
幣
と
い
う
価
値
表
現
と
の
関
係
は
、
深
い
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。
伝
統
的
に
は
、
非
物
質
的
な
社
会
的
価
値
の

一
般
性
は
商
品
と
し
て
の
金
銀
と
い
う
特
定
の
物
質
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
社
会
的
関
係
と
い
う
非
物
質
的
な
も

の
が
物
質
的
表
現
形
態
を
獲
得
す
る
や
り
方
で
あ
る
。
問
題
は
、
金
を
生
産
す
る
た
め
の
特
殊
な
諸
条
件
が
あ
ら
ゆ
る
人
間
労
働

の
一
般
性
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
際
価
値
の
社
会
性
が
私
的
個
人
に
よ
る
取
得
に
晒
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し

て
貨
幣
は
ひ
と
つ
の
社
会
的
権
力
を
獲
得
す
る
が
、
こ
の
社
会
的
権
力
は
統
治
と
階
級
支
配
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
う
る
。
だ

が
、
一
九
七
〇
年
代
に
世
界
的
貨
幣
シ
ス
テ
ム
が
金
属
を
基
礎
と
す
る
こ
と
を
止
め
た
と
き
、
貨
幣
は
自
身
を
代
表
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
も
の
〔
す
な
わ
ち
金
属
〕
か
ら
実
体
的
に
離
反
で
き
る
よ
う
な
、
独
自
の
生
命
を
獲
得
し
た
。
か
つ
て
金
銀
に
よ
っ
て

遂
行
さ
れ
て
い
た
規
律
権
力
は
中
央
銀
行
の
そ
れ
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
た
。
一
九
八
〇
年
頃
以
降
、
通
貨
当
局
は
盲
執
的
に

イ
ン
フ
レ
制
御
に
力
を
注
い
だ
が
、
こ
れ
は
規
律
権
力
の
移
動
を
示
す
強
力
な
指
標
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
準

備
制
度
理
事
会
が
量
的
緩
和
策
を
通
じ
て
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
に
一
兆
ド
ル
を
追
加
し
て
も
、
こ
れ
は
価
値
創
造
と
は
何
の
必
然
的

関
係
も
持
っ
て
い
な
い
。
株
式
市
場
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
こ
と
の
大
部
分
は
富
裕
層
と
権
力
者
た
ち
に
と
っ
て
ひ
じ
ょ
う
に
重

要
な
資
産
価
値
を
押
し
上
げ
る
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
が
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
市
場
価
格
と
市
場
価
値
の
量
的
乖
離
の
み
な
ら
ず
、
名
誉
、
良
心
、
未
開
拓
地
、

炭
素
排
出
先
物
と
い
っ
た
も
の
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
質
的
乖
離
を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
は
何
一
つ
存
在
し
な
い
。
明
ら
か
に
商
品

で
は
な
い
も
の
の
う
ち
で
、一
体
何
が
あ
た
か
も
商
品
で
あ
る
か
の
ご
と
く
取
引
さ
れ
う
る
の
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
（H

arvey 
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2014: contradiction 2

）。
現
在
で
は
、
収
賄
と
い
う
投
資
（
あ
る
い
は
そ
の
合
法
的
や
り
方
と
し
て
の
ロ
ビ
ー
活
動
）
は
、
巨
大
な
（
そ
し

て
利
益
の
上
が
る
）
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
も
っ
と
も
利
潤
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
い
く
つ
か
は
非
合
法
で
あ
り
、
世
界
中
の
様
々
な
マ

フ
ィ
ア
た
ち
が
資
本
蓄
積
の
主
要
な
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
特
定
の
セ
ク
タ
ー
で
は
生
産
へ
の
投
資
を
ま
っ
た
く
し
な
く
と
も
、

ロ
ビ
ー
活
動
の
成
功
に
よ
っ
て
か
な
り
の
程
度
利
潤
が
増
加
し
う
る
。
電
力
事
業
で
は
ロ
ビ
ー
活
動
に
投
資
を
し
た
方
が
、
汚
染

物
質
除
去
技
術
を
石
炭
火
力
発
電
所
に
導
入
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
巨
額
の
利
潤
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

住
宅
建
築
の
収
益
率
は
、
信
用
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
住
宅
価
格
と
金
利
収
奪
（
地
代
と
利
子
）
へ
の
投
機
の
動
き
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
が
定
義
し
た
価
値
利
潤
率
は
、
ナ
イ
キ
の
シ
ュ
ー
ズ
の
収
益
率
と
は
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
関

係
が
な
い
。
ナ
イ
キ
の
シ
ュ
ー
ズ
の
貨
幣
的
価
値
は
、
ブ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
に
よ
っ
て
増
加
す
る
か
ら
で
あ
る
（
広

告
は
価
値
を
生
み
出
す
の
だ
ろ
う
か
。Arvidsson and Pieterson 2013

を
参
照
）。
同
様
に
株
式
市
場
価
格
は
、
生
産
活
動
と
生
産
能
力

に
依
存
し
て
い
る
の
と
同
じ
ぐ
ら
い
、
評
判
に
依
存
し
て
い
る
。
価
値
創
造
と
貨
幣
の
実
際
の
働
き
と
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
隔

た
り
を
見
せ
て
い
る
。
価
値
創
造
と
そ
の
表
現
と
の
間
の
矛
盾
は
、
通
常
、 

価
値
の
観
点
か
ら
規
定
さ
れ
た
理
論
を
決
定
的
に
証

明
す
る
も
の
と
し
て
貨
幣
の
尺
度
を
用
い
る
人
々
か
ら
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
矛
盾
は
マ
ル
ク
ス
の
架
空
資
本
理

論
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
利
潤
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
は
価
値
が
な
い
な
ど
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
正
反
対
で
あ
る
。

私
た
ち
は
貨
幣
の
世
界
を
生
き
て
お
り
、
貨
幣
が
表
現
し
て
い
る
価
値
と
い
う
実
体
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
を
前
に
し
て
商
取

引
を
行
っ
て
い
る
。
貨
幣
利
潤
率
は
実
在
的
な
も
の
で
あ
る
。
結
局
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
貨
幣
利
潤
率
を
十
分
に
確
保
で
き
な
く
な
る

と
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
私
た
ち
の
生
活
や
振
る
舞
い
に
影
響
し
、
私
た
ち
の
行
為
を
し
ば
し
ば
導
く
の
は
、
貨

幣
的
な
シ
グ
ナ
ル
で
あ
る
。
政
策
決
定
者
た
ち
は
貨
幣
供
給
量
に
目
を
む
け
、
ど
の
階
級
利
害
が
救
済
ま
た
は
犠
牲
の
対
象
に
な
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る
か
に
応
じ
て
、
経
済

―
経
済
も
ま
た
ひ
じ
ょ
う
に
実
在
的
な
虚
構
で
あ
る

―
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
動
か
す
た
め
の
戦
略
を

引
き
出
し
て
く
る
。
貨
幣
利
潤
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
説
得
力
の
あ
る
証
拠
は
、
私
た
ち
全
員
に
影
響
す
る
重
要
な

社
会
的
事
実
で
あ
り
、
私
た
ち
は
概
し
て
こ
の
事
実
に
反
応
す
る
の
で
あ
る
。

　

解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厄
介
な
問
題
が
ま
だ
あ
る
。
利
潤
（
価
値
）
が
生
産
さ
れ
る
場
所
と
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
場
所

と
の
間
に
は
隔
た
り
が
存
在
す
る
か
ら
だ
。
中
国
の
工
場
で
生
産
さ
れ
た
価
値
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
で
実
現
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
が
オ
ク
ラ
ホ
マ
で
実
現
し
た
も
の
は
部
分
的
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
金
利
生
活
者
ま
た
は

金
融
業
者
た
ち
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
だ
ろ
う
（M

arx 1978: Chapters 1-4; H
arvey 2013a

）。
製
造
業
に
お
け
る
公
表
利
潤
率
は
、

商
人
、
金
融
業
者
、
地
主
の
取
り
分
が
上
昇
す
れ
ば
低
下
す
る
だ
ろ
う
。
ア
ッ
プ
ル
社
（
ア
メ
リ
カ
）
が
得
る
マ
ー
ジ
ン
の
利
潤
率

は
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ッ
プ
ル
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
生
産
す
る
フ
ォ
ッ
ク
ス
コ
ン
（
中
国
）

の
利
潤
率
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
商
業
資
本
と
産
業
資
本
の
力
関
係
が
、
利
潤
率
の
均
一
化
を
妨
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆

に
言
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
代
と
税
金
が
減
額
さ
れ
れ
ば
工
業
の
利
潤
率
は
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。
直
接

的
生
産
者
は
よ
り
高
い
賃
金
を
容
認
し
、
よ
り
少
な
い
利
潤
を
受
け
取
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
の
と
き
で
も
労
働

者
は
、
人
を
食
い
も
の
に
す
る
よ
う
な
地
主
、
商
人
、
電
話
会
社
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等
々
に
よ
っ
て
収
奪
し
返
さ
れ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
資
本
は
、
価
値
生
産
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
諸
収
入
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
流
動
的
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
流
動

性
の
パ
タ
ー
ン
は
錯
綜
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
一
点
で
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
シ
ス
テ
ム
の
全
体
性
に
お
け
る
様
々
な
運
動

を
正
確
に
表
現
し
て
い
た
り
、
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
想
定
も
ま
た
、
公
表
利
潤
に
影
響
し
う
る
。
世
界
の
貿
易
の
大
部
分
は
、
通
貨
圏
を
ま
た
ぐ
内
部
移

転
コ
ス
ト
の
価
格
設
定
を
固
定
し
て
い
る
企
業
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
そ
れ
ら
の
企
業
は
利
潤
を
隠
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す
か
、
そ
れ
を
最
も
税
率
の
低
い
課
税
管
轄
地
域
で
登
録
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
だ
。
時
と
し
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
自
社
の
株
価

を
釣
上
げ
る
こ
と
が
、
企
業
が
実
際
の
利
潤
全
て
を
公
表
す
る
唯
一
の
理
由
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
貨
幣
利
潤
デ
ー
タ
は
何

事
か
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
が
、
実
に
そ
れ
は
簡
単
に
解
析
で
き
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
だ
か
ら
、
利
用
で
き
る
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
の
疑
わ
し
さ
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。
近
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
誌
の

報
告
に
よ
れ
ば
、
ロ
バ
ー
ツ
や
他
の
研
究
者
た
ち
が
提
示
す
る
一
連
の
デ
ー
タ
は
反
対
の
結
論
を
指
し
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
高
い
利
潤
率
で
操
業
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
の
報
告
は
、
利
潤
率

が
上
昇
し
な
く
と
も
、
全
体
と
し
て
驚
く
べ
き
経
済
成
長
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
二
〇
〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
、
四

半
期
の
企
業
税
引
後
利
潤
は
五
二
九
〇
億
ド
ル
か
ら
一
兆
五
〇
〇
〇
億
ド
ル
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
年
次
ベ
ー
ス
で
は
、
企
業
税

引
後
利
潤
で
は
二
兆
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
か
ら
六
兆
ド
ル
ま
で
成
長
が
見
ら
れ
る
」（Edsall 2014

）。
ビ
ジ
ネ
ス
誌
は
ま
た
、
再
投

資
率
が
空
前
の
低
水
準
に
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
事
業
拡
大
へ
の
関
心
は
低
く
（
し
た
が
っ
て
低
成
長
と
持
続
的
な
賃
金
抑
制
が

存
在
し
て
い
る
）、
そ
の
理
由
を
有
効
需
要
の
欠
如
に
求
め
る
者
も
い
る
。
部
分
的
に
は
再
投
資
の
欠
如
の
せ
い
で
あ
る
と
は
い
え
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
有
効
需
要
の
衰
退
に
は
三
つ
の
大
き
な
要
因
が
あ
る
。
住
宅
市
場
、
州
政
府
の
歳
出
、
連
邦
政
府
の
歳
出
で

あ
る
。
利
潤
率
は
高
い
が
新
規
の
資
本
投
下
の
収
益
率
が
低
い
と
い
う
ひ
じ
ょ
う
に
奇
妙
な
局
面
に
、
ア
メ
リ
カ
は
直
面
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

　

利
潤
率
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
の
大
部
分
は
国
民
国
家
と
い
う
デ
ー
タ
報
告
枠
組
み
の
内
部
で
集
計
さ
れ
て
お
り
、
一
部
の
例

を
除
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
状
況
を
代
表
し
て
い
る
な
ど
と
偽
っ
た
り
は
し
な
い
（M

atio, n.d.

を
見
よ
）。
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ン
ド
、
ボ
リ
ビ
ア
、
マ
リ
（
現
在
の
シ
リ
ア
と
イ
ラ
ク
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
）
で
利
潤
率
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
る
か
、
い
か
に
し

て
こ
れ
ら
全
て
が
資
本
収
益
率
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ー
タ
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
の
か
は
単
純
に
知
ら
れ
て
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お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
知
り
え
な
い
事
柄
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
た
め
に
集
計
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
自
身
で
有
用
で

あ
る
が
、
た
と
え
す
で
に
提
起
さ
れ
た
そ
の
他
全
て
の
反
論
を
脇
に
置
い
た
と
し
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
に
何
が
起
き
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
の
証
拠
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
価
値
生
産
の
領
域
で
生
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
事
態
に
つ
い
て
の
指
標
と
し
て
、
潜
在
的
妥
当
性
を
持
っ
て
い

る
一
揃
い
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
入
手
す
る
こ
と
は
比
較
的
簡
単
で
あ
る
。
も
し
も
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の

一
般
的
理
論
が
正
し
け
れ
ば
、（
相
対
的
剰
余
価
値
の
競
争
的
追
求
に
よ
っ
て
強
い
ら
れ
た
）
労
働
節
約
的
な
技
術
革
新
の
拡
大
が
意
味
す

る
こ
と
は
、
資
本
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
る
賃
金
労
働
者
数
の
減
少
傾
向
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
農
業
に
お
け
る
雇
用
は
工
業

化
と
と
も
に
劇
的
に
減
少
し
て
お
り
、
製
造
業
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
労
働
力
の
割
合
は
、
機
械
化
に
よ
っ
て
、
生
産
が
拡
大

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ほ
と
ん
ど
一
定
の
ま
ま
で
あ
り
続
け
て
い
る
（
こ
れ
は
中
国
に
お
い
て
さ
え
真
実
で
あ
る
）。
こ
れ
は
利
潤

率
低
下
テ
ー
ゼ
を
支
持
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

だ
が
、
労
働
力
比
率
全
体
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ケ
ー
ル
で
見
た
と
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
労
働
力
が
膨
大
に
増
え
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
に
出
さ
れ
た
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
あ
る
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い

る
。「
二
〇
〇
五
年
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
労
働
力
は
概
算
で
三
〇
億
五
〇
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
八
〇
年
以
降

一
一
億
人
以
上

―
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

―
増
加
し
た
計
算
に
な
る
」（Kapsos 2007

）。
こ
の
数
十
年
間
の
成
長
の
大
部
分

は
人
口
増
加
と
脱
共
産
主
義
国
家
の
世
界
市
場
へ
の
参
入
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
。
小
農
的
な
自
給
自
足
生
活
の
破
壊

に
加
え
、
長
期
に
わ
た
っ
て
女
性
を
労
働
力
へ
と
転
化
し
て
き
た
こ
と
は
大
い
に
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
諸
特
徴
と
諸
差
異
（
こ

れ
ら
は
局
所
的
と
言
え
ど
も
重
要
で
あ
る
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
な
し
に
、
そ
の
こ
と
か
ら
価
値
創
造
と
剰
余
価
値
収
奪
に
利
用

で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
労
働
力
の
減
少
を
読
み
取
る
こ
と
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
追
加
の
一
一
億
人
の
労
働
者
が
示
し
て
い
る
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の
は
、
剰
余
価
値
収
奪
の
減
少
で
は
な
く
む
し
ろ
増
加
へ
の
期
待
が
劇
的
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
利

潤
率
の
低
下
よ
り
も
上
昇
へ
の
期
待
の
方
が
大
き
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
絶
対
的
剰
余
価
値
が
相
対
的
剰
余
価
値
と
同
じ
く
ら

い
簡
単
に
収
奪
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
論
に
対
す
る
唯
一
の
反
論
は
、
活
動
中
の
賃
金
労
働
の
増
加
が
非
生
産
的
労
働
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
あ
る

い
は
そ
も
そ
も
そ
れ
は
資
本
に
よ
っ
て
全
然
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
例
え
ば
、
超
富
裕
層
に
対
す
る
私
的
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
の
よ
う
に
）

と
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
流
入
の
大
部
分
は
、農
業
、鉱
業
、製
造
業
に
お
け
る
雇
用
増
大
で
は
な
く
、い
わ
ゆ
る
サ
ー

ヴ
ィ
ス
経
済
の
成
長
を
原
因
と
し
て
い
る
。し
か
し
非
生
産
的
労
働
と
生
産
的
労
働
の
間
の
区
別
は
こ
れ
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
が
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
見
解
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、
価
値

生
産
は
個
別
的
労
働
者
で
は
な
く
「
集
団
的
」
労
働
者
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
考
え
を
抱
く
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ま
た

科
学
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
知
識
の
生
産
を
価
値
生
産
活
動
と
い
う
概
念
の
う
ち
に
統
合
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
非
生
産
的

労
働
と
生
産
的
労
働
の
区
別
は
ま
す
ま
す
曖
昧
に
な
っ
て
い
く
（Vercellone 2007

）。
マ
ル
ク
ス
の
よ
り
厳
密
な
諸
定
義
に
立
脚

し
て
も
な
お
、
私
た
ち
が
通
常
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
呼
ぶ
も
の
が
明
ら
か
に
価
値
生
産
的
で
あ
る
よ
う
な
場
面
が
山
ほ
ど
あ
る
の
で
あ

る
。

　

例
え
ば
、マ
ル
ク
ス
の
主
張
に
よ
れ
ば
（1978:225-229

）、輸
送
は
価
値
生
産
的
で
あ
り
、潜
在
的
に
は
剰
余
価
値
生
産
的
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
物
流
セ
ク
タ
ー
が
好
調
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
価
値
と
剰
余
価
値
生
産
に
満
ち
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
大
の
労

働
雇
用
主
の
一
社
と
い
う
点
で
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
席
を
譲
っ
た
。
し
か
し
な
ぜ
私
た
ち
は
自

動
車
製
造
は
価
値
を
生
産
し
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
作
り
は
そ
う
で
は
な
い
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
価
値
生
産
的
で
あ

り
、
剰
余
価
値
生
産
的
で
あ
る
（
ウ
ェ
イ
タ
ー
で
さ
え
価
値
生
産
に
お
け
る
「
集
合
的
労
働
者
」
の
一
部
と
み
な
さ
れ
る
）。
し
て
み
れ
ば
、
私
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た
ち
が
な
す
べ
き
な
の
は
、
下
請
け
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
・
広
告
会
社
、
科
学
者
や
技
術
職
員
、
さ
ら
に
は
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
や
会
計
士
で
さ
え
、
み
な
集
団
的
労
働
者
の
一
部
で
あ
る
と
提
案
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
あ
と
一
歩

で
一
一
億
人
の
追
加
労
働
者
た
ち
の
か
な
り
の
部
分
を
価
値
生
産
の
領
域
で
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
る
。
誤
解

が
生
じ
る
の
は
、
慣
習
的
に
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
定
義
さ
れ
て
き
た
も
の
が
し
ば
し
ば
生
産
的
諸
活
動
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
。
も
し
も
マ
ル
ク
ス
が
、
生
産
的
労
働
を
資
本
が
収
奪
可
能
な
剰
余
価
値
を
創
造
す
る
人
々
と
定
義
し
た
点
で
正
し
い
と
す
れ

ば
、
利
潤
の
た
め
に
行
わ
れ
る
教
育
な
い
し
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
（
例
え
ば
教
師
や
警
備
員
）
は
、
生
産
的
労
働
者
で
あ
る

こ
と
に
な
る
。「
学
校
教
師
が
」、
と
マ
ル
ク
ス
は
言
う
（1796, 644

）、「
生
産
的
労
働
者
で
あ
る
の
は
、
彼
が
た
だ
子
ど
も
の
頭

に
労
働
を
加
え
る
だ
け
で
は
な
く
企
業
家
を
富
ま
せ
る
た
め
の
労
働
に
自
分
自
身
を
こ
き
使
う
場
合
で
あ
る
。
こ
の
企
業
家
が
自

分
の
資
本
を
ソ
ー
セ
ー
ジ
工
場
に
投
じ
な
い
で
教
育
工
場
に
投
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
少
し
も
こ
の
関
係
を
変
え
る
も
の
で
は
な

い
」。

　

先
進
資
本
主
義
世
界
の
大
部
分
で
は
、
多
く
の
巨
大
工
場
が
久
し
く
姿
を
消
し
、
価
値
と
剰
余
価
値
を
生
み
出
す
労
働
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
八
六
丁
目
二
番
街
の
街
角
に
立
っ
て
み
る
と
、
お
び
た
だ
し
い
数

の
デ
リ
バ
リ
ー
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
ケ
ー
ブ
ル
修
理
の
た
め
に
道
を
掘
り
返
し
て
い
る
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
や
コ
ン
・

エ
ジ
ソ
ン
出
身
の
労
働
者
を
目
に
す
る
。
ス
ト
リ
ー
ト
を
下
っ
て
い
く
と
、
給
水
管
が
修
理
さ
れ
て
い
た
り
、
他
の
労
働
者
た
ち

が
新
し
い
地
下
鉄
を
建
造
し
て
い
た
り
す
る
。
道
の
片
側
で
建
築
用
足
場
が
解
体
さ
れ
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
反
対
側
で
は
足
場

が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は
コ
ー
ヒ
ー
を
作
り
続
け
、
二
四
時
間
営
業
の
地
元
の
食
堂
で
は
、
労
働
者
た

ち
が
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
を
調
理
し
、
ス
ー
プ
を
客
に
提
供
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
（
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
教
育
工
場
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
）
近
年
目
覚
し
く
増
大
し
て
い
る
類
の
仕
事
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
価
値
と
剰
余
価
値
を
生
産
し
て
い
る
。
都
市
生
活
の
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生
産
と
再
生
産
に
使
用
さ
れ
る
労
働
の
半
分
で
も
こ
う
し
た
価
値
と
剰
余
価
値
の
生
産
に
使
用
さ
れ
れ
ば
、
農
業
の
工
業
化
で
生

じ
た
損
失
と
、
製
造
業
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
は
、
簡
単
に
埋
め
合
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

急
速
に
拡
大
す
る
こ
の
よ
う
な
価
値
生
産
的
労
働
力
は
、（
か
つ
て
の
工
場
労
働
と
比
較
し
て
）
搾
取
を
抑
制
す
る
た
め
の
集
団
的
交

渉
力
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
。そ
れ
ゆ
え
、収
益
性
を
低
下
さ
せ
る
よ
り
も
む
し
ろ
上
昇
さ
せ
る
よ
う
な
諸
条
件
は
す
っ
か
り
整
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
利
潤
率
が
低
下
し
て
い
た
と
し
て
も
、
剰
余
価
値
の
総
量
は
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
四
〇
年
間
に
生
じ
た
労
働
力
参
加
の
大
規
模
な
拡
大
が
さ
ら
に
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
で
あ

る
。
ア
フ
リ
カ
に
は
未
開
発
の
労
働
予
備
軍
が
ま
だ
か
な
り
存
在
し
て
い
る
。
中
東
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
も
い
く
ら
か

存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
女
性
の
労
働
力
へ
の
吸
収
と
、
中
国
と
旧
ソ
連
勢
力
圏
の
国
々
の
グ
ロ
ー
バ
ル
労
働
市
場
競
争
へ
の
参

入
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
人
口
成
長
率
の
衰
退
（
す
で
に
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
と
日
本
で
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ

る
）
は
、
収
益
性
の
条
件
を
い
つ
の
日
に
か
変
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
現
在
で
は
、
増
大
す
る
労
働
参
加
に
関
す
る
証
拠
か
ら
判
断

す
る
に
、
現
代
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
の
原
因
を
を
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
に
帰
そ
う
と
す
る
人
々
は
、
深
刻
な
誤
り

を
犯
し
て
い
る
。
現
在
の
諸
条
件
は
、
剰
余
価
値
生
産
・
搾
取
が
圧
縮
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
大
規
模
に
増
大
す
る
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

私
が
利
潤
率
低
下
法
則
の
理
論
家
を
過
度
に
目
の
敵
に
し
、
批
判
の
た
め
に
彼
ら
を
選
び
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
私
は
た
し
か
に
そ
う
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
伝
統
か
ら
生
じ
た
様
々
な
恐
慌
理
論
の
中
で
、
利
潤
率

低
下
法
則
が
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
想
像
力
の
中
で
イ
コ
ン
的
な
位
置
を
保
持
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス

が
展
開
し
た
他
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
考
察
を
除
外
す
る
よ
う
な
や
り
方
の
中
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
。

　

私
に
は
、
マ
ル
ク
ス
の
仕
事
の
中
に
は
恐
慌
形
成
に
つ
い
て
の
単
一
原
因
理
論
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
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自
身
が
こ
の
こ
と
を
明
言
に
し
て
い
る
（1972: 120

）。「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
生
産
に
存
在
し
て
い
る
諸
矛
盾
は
」、
と
彼
は
書
い
て
い

る
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
の
な
か
に
存
在
す
る
諸
矛
盾
は
も
ち
ろ
ん
相
殺
し
合
い
、
均
等
化
の
過
程
を
経
る
が
、
し
か
し
、
こ

の
過
程
は
同
時
に
恐
慌
と
し
て
、
ば
ら
ば
ら
に
引
き
裂
か
れ
て
相
互
に
か
か
わ
り
な
く
存
在
し
し
か
も
相
互
に
全
体
を
な
し
て
い

る
諸
契
機
の
暴
力
的
な
結
合
と
し
て
、
現
象
す
る
」。
マ
ル
ク
ス
の
研
究
の
大
部
分
は
、
特
定
の
恐
慌
に
お
い
て
同
時
に
出
現
す

る
諸
要
素
、
ば
ら
ば
ら
に
引
き
裂
か
れ
て
い
る
が
相
互
に
関
連
す
る
諸
要
因
を
重
点
的
に
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
利
潤
率
低

下
理
論
と
い
う
目
的
論
を
掘
り
崩
し
、
多
様
で
あ
る
が
相
互
に
関
連
す
る
諸
矛
盾
の
相
互
作
用
に
し
た
が
っ
て
あ
ち
こ
ち
と
移
動

す
る
状
況
依
存
的
な
諸
力
に
置
き
換
え
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
資
本
の
流
通
過
程
全
体
の
な
か
で
、
地
理
的
に
、
セ
ク
タ
ー
毎
に
、

そ
し
て
ひ
と
つ
の
結
節
点
か
ら
別
の
結
節
点
ま
で
（
例
え
ば
貨
幣
、
商
品
あ
る
い
は
生
産
）、
資
本
主
義
は
恐
慌
へ
の
傾
向
を
持
ち
、
そ

の
ま
わ
り
を
動
き
回
る
（H

arvey 2010
）。
資
本
主
義
に
内
在
す
る
多
様
な
矛
盾
と
恐
慌
へ
の
傾
向
は
永
遠
に
再
創
造
さ
れ
、
同

時
に
異
な
っ
た
装
い
で
出
現
す
る（H

arvey 2014

）。
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
と
状
況
依
存
的
な
も
の
の
関
係
は
融
合
し
始
め
、

同
時
に
先
鋭
化
さ
れ
る
。
研
究
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
マ
ル
ク
ス
が
獲
得
す
る
に
至
っ
た
見
解
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
資
本
の
複
雑
な
歴
史
が
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
こ
そ
が
今
こ
こ

で
資
本
主
義
の
歴
史
を
考
え
る
や
り
方
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
マ
ル
ク
ス
が
正
し
か
っ
た
の
は
、
資
本
蓄
積
が
直
面
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
障
壁
の
中
で
最
大
の
も
の
は
資
本
そ
れ
自
体
で
あ
る
、
と
い
う
原
理
を
決
し
て
手
放
さ
な
か
っ
た
点

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
他
の
有
機
的
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
よ
う
に
、
資
本
〔
主
義
〕
は
あ
る
時
点
で
突
然
変
異
な
い
し
死
を
迎

え
る
運
命
に
あ
る
と
い
う
原
理
を
保
持
し
つ
つ
け
た
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
彼
は
い
か
に
し
て
、
な
ぜ
そ
う
で
あ
る
の
か
を
理

解
す
る
た
め
に
、
ま
す
ま
す
微
細
に
な
っ
て
い
く
理
論
を
必
要
と
し
た
の
だ
。
疑
い
も
な
く
、
よ
き
史
的
・
地
理
的
唯
物
論
者
と

し
て
私
た
ち
は
同
じ
目
的
を
追
求
し
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。
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2020.3.20
第 25 回定例研究会（於 一橋大学）
報告　森田成也（大学非常勤講師）

「セックスワーク論の問題性」

［イベント］オンライン入門講座
開催：オンライン
2020.6.18
第 1回：コロナ・ショックドクトリン
講師：斎藤幸平（大阪市立大学准教授） 
2020.7.3
第２回：新自由主義的統治とは何か―マルクス・フーコーとの差異
講師：佐々木隆治（立教大学准教授） 
2020.10.10
第 3回：マルクス主義フェミニズム
講師：鈴木由真（東京大学大学院博士課程）

2020.11.21
第 26 回定例研究会（オンライン）
報告①　カルロス・ホルニャック（岡山大学）

「Ｖ・Ｋ・ドミトリエフによる古典派価格論批判の再検討」
報告②　佐々木隆治（立教大学准教授）

「マルクス均衡と生産価格
―『図解 社会経済学』における生産価格論の再検討をつうじて」
報告③　Ｅ・マイケル・シャワティー（宮崎大学助教）

「久留間鮫造の『恐慌論研究』の英語版について―企画概要と翻訳課題等」 

2021.7.10
［イベント］シンポジウム
「ルカーチの物質代謝論と人新世の環境危機」
―ドイッチャー賞受賞記念講演日本語版
開催：オンライン
講師：斎藤幸平（大阪市立大学准教授） 

　活動記録［2020.3.1-2021.7.10］
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［その他］
2020.12.17
マルクス研究会の斎藤幸平会員が第 17 回日本学術振興会賞を受賞されました。

2021.2.10
斎藤幸平会員の著書『人新世の「資本論」』（ちくま新書、2020 年）が新書大賞
2021 を受賞されました。

おめでとうございます！ 
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マルクス研究会規約

第一条　名称
本会は「マルクス研究会」と称する。 欧文表記は Marx Society of Japan とする。
第二条　目的
本会はカール・マルクス（以下、「マルクス」とする）の理論および思想について自由な
議論を交わす場を提供し、マルクス研究の発展に寄与することを目的とする。
二項　本会は前項の目的を達成するために次のことを行う。

１　年 1 回の研究会（年次大会）の開催
２　年 3 回の定例研究会
３　研究年誌の編集作成
４　その他必要な事業

第三条　運営
本会は会務処理のため幹事若干名が運営にあたる。
二項　本会は下記を所在地とする。

〒 154-0012
東京都世田谷区駒沢 1-23-1
駒澤大学経済学部現代応用経済学科　明石英人研究室内

第四条　会員
本会の会員は、第二条に定める目的に賛同する個人で、幹事の承認を受けたものとする。
二項　本会の会員は第二条に定める事業を行う権利を有し、会費を納入する義務を負う。
三項　本会に会員として加入しようとする者は、加入申込書を幹事に提出し、幹事会に

おいて認められなければならない。
四項　本会を退会しようとするときは、退会届を幹事に提出するものとする。
五項　会員の個人情報（氏名、所属、メールアドレス）は事務担当者が責任をもって管理

する。
会員および幹事への連絡は、ホームページ・電子メールを活用する。

第五条　総会
この会の総会は、会員をもって構成し、年に１回開催するものとする。
ただし、必要があるときは臨時に開催できるものとする。
二項　総会は、以下の事項について議決する。

１　規約、事業等の変更
２　解散
３　事業報告及び収支予算
４　幹事の選任又は解任
５　その他会の運営に関する重要事項

第六条　会費
本会の運営に必要とする会費（年会費）を、次のとおり徴収する。
学生・非常勤研究者・一般は 2,000 円、常勤研究者は 4,000 円
第七条　会計年度
本会の会計年度は毎年 3 月 1 日より翌年 2 月末日までとする。
第八条　設立年月日
本会の設立年月日は 2016 年 2 月 27 日とする。
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